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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ⓒ えすのサカエ・角川書店／12人の日記所有者たち






Prologue　光あれ







　初めに、神は天地を創造された。


　地は形が無く、混こん沌とんとしていた。


　神は光と闇やみを分け、光を昼と呼び、闇を夜と呼ばれた。


　夕べがあり、朝があった。





　　　　※





　開いていく天てん蓋がいを見上げながら、ふとワタシはそんな文章を思い出していた。


「おー、さすがデウス・エクス・マキナ。アカシックレコードへのアクセスもお手の物じゃのう。これで少しは暇ひま潰つぶしができる」


　傍かたわらではムルムルが呑のん気きな声を上げている。


「デウス……それがワタシの名前か？」


「当然じゃろう？　お主は時と空間を操あやつる『神』。お主をデウスと呼ばずして、誰だれがデウス・エクス・マキナなのじゃ？」


　彼女は『神』に仕える小間使いだ。褐かつ色しよくの肌はだを持つ幼い少女の姿をしているが、小さな尻尾しつぽが生えている事からも分かるように、明らかに人間ではなかった。その愛らしい声を聞き流しながら、ワタシは腰こしを下ろし、もう一度仰あお向むけに寝ね転ころがった。


「どうでもいい」


　やはりこの姿勢が一番落ち着く。


　座っているのも面めん倒どうだった。


　何もかもが煩わずらわしい。


「やれやれ、どうやら本当に──、自分が何者かも忘れてしまっておるようじゃな。どうじゃ？　儂わしと一いつ緒しよに記き憶おくを覗のぞいてみぬか？」


「記憶？」


「この全宇宙の記録……アカシックレコードは、確定した事象が全すべて記録されておる。当然、生まれては死んでいった全ての人間の記憶もな。それを見れば、お主もかつての自分の姿を思い出すじゃろう」


「興味ないな」


「新しい『世界』も創造せぬうちに、人間だった頃ころの記憶まで忘れ去られてしまっては、次の『世界』が味気ないものになってしまいかねん。それでは儂もつまらんのじゃ。第一、お主に『ワタシ』などという一いち人にん称しようは似合わんよ」


　ムルムルに促うながされ、天蓋の向こうに視線を送る。何も無い虚こ空くうから現れたのは、幾いく重えにもリングが連なり、無限に天の果てへと上っていくトンネルのような空間だった。あれがアカシックレコード……。存在は知っているが、見るのはワタシも初めてだ。


　ワタシの手をとったムルムルが、ぴょんと軽くジャンプする。それだけで二人の身体からだはふわりと虚空に舞まい、アカシックレコードの中へと吸い込まれていく。


「よせムルムル。ワタシは別に……」


「良いではないか。さてさて、どんな人間の記憶を覗くかのう？　お主は誰がいい？　歴史上のどんな人間であろうと、世界中のどんな人間であろうと、アカシックレコードにかかれば一発で検けん索さくできるぞ？　記憶というのはしょせん、その者が見聞きした事象を主観的に記録した情報に過ぎぬからのう」


　どんな人間の記憶も……覗ける？


　ワタシの心が少しだけ揺ゆれ動いた。手にしていた携けい帯たい電でん話わを強く握にぎり締しめる。いや、携帯電話などと呼ぶのはもう不適当か。これはかつて携帯電話と呼ばれていた物体。そしてワタシが記していた『日記』でもあった物体だ。


　もし本当に記憶を覗けるのなら……。


　ならば、ワタシは『あの人』の記憶を──。


「ふむ。やはり『あの人』の事はまだ忘れておらぬようじゃな。自分自身の事は忘れても、『あの人』の事は未いまだ強く心に残っておるとは、いやはや全く……。ま、ここは一つ、あのサバイバルゲームの事をもう一度振ふり返ってみるのも面おも白しろいかのう？」


「別に、そんな事を望んでは……」


「そう遠えん慮りよするでない。儂も長い事生きておるが、確かにあれほど愉ゆ快かいなゲームは過去に例が無かった。今でも昨日の事のように思い出すぞ？　未来日記を所有する十二人による殺人ゲーム。神の座を賭かけた生と死のゲームをな」


「未来……日記」


　懐なつかしい言葉だ。


　もう遠い過去のように思える。いや実際過ぎ去った昔の話だろう。あれから一体何百年──それとも何千年経たったのか。


　今のワタシはただ、『神』とは名ばかりに、この何も無い虚空の中で時間を無む為いに過ごしているだけだ。神の座を賭けたサバイバルゲームの勝者としては、あまりにネガティブな姿かもしれない。ムルムルが暇をもてあますのも無理はなかった。どうせ無為に過ごすのなら……彼女の暇潰しに付き合ってみるのも悪くない。


　そうだ、もう一度思い出してみようではないか。あの鮮せん烈れつな戦いの日々を。『あの人』と共に過ごしたかけがえの無い日々を。








　ワタシはあの日、出会った。


　未来を見通す力を持つ日記、『未来日記』に。


　それを与あたえてくれた神──先代の、時空王デウス・エクス・マキナに。








　それが全ての始まりであり……全ての、終わりだった。
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　朝起きてすぐ、僕は自分の日記の異常に気が付いた。





【４月22日　06：59】自室／今日は朝からダブルブルだった。





　日記と言っても、昔風にノートに書いているわけじゃない。携帯電話のメモ帳に打ち込んでいるんだ。『時間』と『場所』と『おきた事』。僕が見た物を全て無差別につけていた。


　それが僕──天あま野の雪ゆき輝てるの『日記』。


　夢も無く、目的も無く。


　これと言って趣しゆ味みも無いし、一緒に遊ぶ友達もいなかったから、自然に日記が趣味になってしまった……そんな僕の、具体的な目的の無い『無差別日記』だった。


　目にした事をただ書きとめる傍ぼう観かん者しやは、やっぱり居い心地ごこちが良いもんだ。


　その無差別日記に、打ち込んだ覚えの無い文章が表示されている。時刻はまだ午前六時五十七分。たった二分先とはいえ、六時五十九分なんて未来の話だろう。


「何だこれ？　何で今日の日付でもう日記が打たれてるんだ……？　寝ぼけて打ったかな？」


　ダブルブルっていうのは、ダーツの的の中心の事。


　確かに僕は毎朝のダーツ占うらないを日課にしている。調子のいい時は見事一発でダブルブルに命中する事もあるけど……。


　ま、いっか。気にするほどの事でもないや。


　僕はいつものようにダーツの矢を手に取り、壁かべにいくつも掲かかげている的の一つめがけて放ほうり投げた。ダン、と軽快な音と共に、ダーツが的の中心に突つき刺ささる。


　ダブルブル。


「……調子いいじゃん」


　偶ぐう然ぜんの一いつ致ちってのはあるもんだ。


　僕は気分よくダイニングへ降りていった。


　シリアルを皿に出して牛乳を注ぐ。僕はまだ中学二年生だけど、ほとんど一人暮らしみたいな生活を送っている。父さんは離り婚こんして出て行っちゃったし、母さんはゲーム会社のプログラマーなんて仕事だからろくに家に帰ってこない。今度顔を合わせるのは来月になる予定だ。まぁその方が気楽かもしれない。別に嫌きらいってわけじゃないけど、何となく僕は母さんが苦手だった。


　テレビではニュースキャスターが原げん稿こうを読み上げている。


『昨夜未明に起きた殺人事件ですが、殺害の方法や状じよう況きようから、一連の桜さくら見み町ちようを中心とした通り魔まによるものと思われ──』


　桜見町は僕の中学のすぐ近くだ。この通り魔事件は先々週も起きている。


　そういえば、日記にはダーツ占いの他ほかにも色々な記述があった。僕の無差別日記は、その名の通り、僕が見た物全てを無差別に書き留める。その情報量は半はん端ぱじゃない。携けい帯たいを取り出して、改めて日記の記述を確かく認にんしてみた。





【４月22日　07：05】自宅ダイニング／テレビで通り魔事件の報道が流れている。すぐ近所のようだ。しかも犯人は逃とう亡ぼうの際、僕の中学の敷しき地ちを通ったらしい。





　まぁ通り魔事件は以前から報道されているし、寝ねぼけて打った日記の内容としては不自然じゃないだろう。……ニュースキャスターの次の言葉が無かったら、の話だけど。


『──なお犯人は逃走ルートとして桜見中学校の敷地を通っており、周辺住民は不安を募つのらせています』


　僕は思わず口に含ふくんでいたシリアルを噴ふき出してしまった。


　中学の敷地を通った？


　日記の記述が見事に当たっている。


　これは一体……。


　偶然か？


　それとも──？





　　　　※





　もちろん最初は僕もただの偶然だと思っていた。


　そりゃそうさ。書いた覚えの無い日記の文章が、正確に未来を予言しているなんて、そんな馬ば鹿かな事があるはずが無い。


　けれど……。





【４月22日　09：30】学校２‐Ｂ教室／数学の抜ぬき打ちテストがある。





　無差別日記には、抜き打ちテストが行われる事だけでなく、その答え一つ一つまで全すべて書いてあった。後で答案が返へん却きやくされて分かった事だけど、日記に打ち込まれていた解答は全問正解。おかげで簡単に百点を取る事ができた。


　それだけじゃない。僕に意地悪してくるクラスメイトの高こう坂さかが、昼休みに嫌いや味みを言ってくる事。午後の調理実習で、女子の里さと中なかさんが手を切って保健室に行く事。果ては、下校中に刑けい事じに聞き込みされる事まで日記に記されていて、しかも必ずその記述通りに出来事が起きていくんだ。時間も、場所も、一いつ切さいの間ま違ちがいなく。





【４月22日　16：12】下校中／学校の近くで刑事が聞き込みをしていた。テレビの通り魔事件だ。





　二人組の刑事のうち、一人は西にし島じまという若い男性で、僕に通り魔事件について何か知らないかと尋たずねてきた。容疑者が学校の敷地内を通ったからなのか、先生たちについてもあれこれ聞いてくる。もしかして先生の中に犯人がいるんだろうか？


　いずれにせよ、こんな日記は寝ぼけて打てる内容ではなかった。ここまで偶然が重なれば、もうそれは偶然とは呼べない。


　そう、必然だ。


　僕は学校から帰るなり、自分の部屋に飛び込んでベッドに腰こし掛かけた。シーツを頭から被かぶって目を閉じる。


　未来を予知する日記？


　こんな事ができるのはあいつしかいない。確かに以前、僕の携帯をいじって「面おも白しろいゲームをする」って言ってた事もあったけど……。


「デウス！」


　僕が目を開けると、そこはもう僕の部屋じゃなかった。広々とした空間。ドームのような天てん蓋がいで覆おおわれた世界。頭上には、玉座に鎮ちん座ざする巨きよ人じんの姿がある。獣けものの頭蓋のごとき頭に小さな王おう冠かんを載のせ、漆しつ黒こくのマントを身に纏まとった異形の人ひと影かげだ。


　時空王デウス・エクス・マキナである。


　全ての時と空間を管理する神──、と言っても、僕が妄もう想そうの中で創つくり出した、空想の存在なんだけど。空想の存在だからこそ、こうして目を閉じれば僕の精神はいつでも自室を飛び出し、デウスの元へと向かう事ができる。


　友達がいない僕が、自分で創り出した、自分だけの友達。


　空想の中だけの友達だ。


「どうした雪輝」


　浮ふ遊ゆうする玉座に悠ゆう々ゆうと腰掛け、デウスが不敵に嗤わらう。こいつ……全て知った上で、僕が来るのを待っていたのか？


「顔色が優すぐれぬようだが？」


「どういう事だよ、この携帯！　お前一体、僕の日記に何をした！」


　僕が問い詰つめても、デウスは余よ裕ゆうの表情でこっちを見下ろしてくるだけだ。燃えるように逆立った髪かみが、後頭部で揺ゆれている。くそ、都合が悪くなるとだんまりか。代わりに耳に飛び込んできたのは、愛らしい少女の声だった。


「日記がどうかしたのか？」


　声の主は、ムルムル。アラビア風のいでたちの、褐かつ色しよくの肌はだを持つ少女だ。デウスの使い魔みたいな存在で、もちろん彼女も僕の妄想──空想の中の存在に過ぎない。


　妄想……に過ぎない……、はずだ。


「どうしたもこうしたも、書いた覚えのない文章が僕の日記に打ち込んであるんだよ！　未来の日付で！　しかも日記の記述通りに出来事が起きていくんだ！」


「ほー、それは凄すごいのう。さしずめ『未来日記』といったところじゃな」


「名前なんかどうでもいい！」


　僕はもう一度デウスを見上げて問うた。


「お前が仕組んだんだろ、デウス！　この日記は──」


　腕うでを組んでいた巨人は、そこでようやく口を開く。


「そう。お前の『未来』を知る事のできる『日記』だ」


　やっぱりそうか……。


　神の力で生み出された、未来予知ができる『未来日記』。僕の無差別日記は、デウスの手によって未来日記へと作り変えられていたんだ。


　──でも、変だぞ？


　デウスやムルムルは僕が生み出した空想の存在だ。友達のいない僕が、妄想の中で話し相手として創り出した、単なるイメージ。それが現実の世界に干かん渉しようする事なんてできるわけが無い。ましてや未来日記を生み出すなんて、絶対に不可能だろう。


「な、何でだ……？　デウス、お前は空想であって現実じゃない。時間と空間の神で──」


「神ならば」


　空気を震ふるわせるデウスの一言が、僕の言葉を遮さえぎった。


「お前の空想に住まう事も可能ではないか？」


　まさか……。


　まさか？


　デウスは本当に現実に存在する『神』？　僕が妄想で生み出したって思っていたのは、単にそう思い込んでいただけで、実はデウスの方が僕の妄想の中に入り込んできたって事なのか……？　僕は今、本当の『神』と対面しているのか……？


　ポン、とムルムルが僕の肩かたに手を置く。


　その表情。


　まるで「また随ずい分ぶん性質たちの悪い奴やつに目をかけられてしまったのう。犬に嚙かまれたとでも思って諦あきらめる事じゃ」とでも言いたげな、憐あわれみに満ちた顔だった。背が低いからって、わざわざ台まで持ち込んで僕と身長を合わせるなんて……全く手の込んだ奴だ。


「しかしその日記にもデメリットはある。お前は携帯を守り通さねばならん」


　こっちの事情なんてお構いなしに、デウスは勝手に説明を続けていく。どこまでも自分本位な神様だ。確かにこんな傍ぼう若じやく無ぶ人じんな奴、僕の妄想だけじゃ到とう底てい生み出せやしないだろう。


「その『未来の記述』を傷つける事は所有者の『未来』を傷つける事と同義でな。その『日記』を壊こわした時点でお前は自分の『未来』を失ってしまう」


「未来を失う……？」


「つまり──」


　デウスは事も無げに言葉を継ついだ。


「死ぬのだ」





　　　　※





　もう一度整理しよう。


　未来日記とは。


　これから起きる出来事を教えてくれる『未来の日記』だ。常に九十日分の未来が書かれていて、一日経たつともう一日分、未来の記述が補ほ充じゆうされる。あくまで僕が書くはずだった未来の日記だから、内容は僕の文章。つまり僕が見た──僕がこれから見る事以外書かれてはいないわけだ。僕の日記が無差別日記だった以上、無差別に未来を告げる日記と言ってもいい。


　そして未来日記の唯ゆい一いつにして致ち命めい的てきな欠点は、これを壊したり傷つけたりすると、所有者の未来も消しよう滅めつしてしまう事。未来日記を失う事は、死ぬ事を意味している。確かにそれは致命的な欠点だけど……逆に言えば、壊さない限りデメリットは無いとも言える。


　未来日記を手に入れてから、約一週間。


　僕は少しずつこれを使いこなしていった。


　最初は戸と惑まどう事も多かったけど、慣れてくるにつれてだんだん使い方のコツが分かってくる。情報量の多い無差別日記だけに、活用方法は無限大だった。


　要するに壊さなければいいんだ。むしろこんな便利な道具、使わなきゃ損だろう。テストの答えは前もって分かるし、授業で先生に当てられるタイミングもバッチリ。必要な箇か所しよだけ予習しておけば全然困らない。


　急に成績が良くなると、当然妬ねたんでくる奴らも出てくるけど、未来日記さえあればへっちゃらだった。待ち伏ぶせされたって、日記を読めば簡単に裏をかく事ができるんだから。馬鹿な奴らだよ全く。


　そうさ！


　言ってみれば僕はデウスに……神に選ばれた人間なんだ！　未来日記のおかげで、まるで答えの書いてある解答用紙みたいな人生が手に入った。


　勝ち組！　超ちよう勝ち組だよ僕！　授業なんて聞いてなくても、この前のテストで学年一位の成績だったし。悔くやしかったらみんな僕の心を読んでみるがいい！　おっと簡単には読ませないけどね！


　──そう、まさにその時だ。


　授業なんか全然聞いてなくて、有う頂ちよう天てんになって未来日記をチェックしていた、その日その時。





　僕は、彼女と目が合った。





　僕よりずっと前の席に座っているはずなのに、僕が視線を向けた瞬しゆん間かん、まるでそれを予知していたかのように、彼女は振ふり返ってきたんだ。


　偶ぐう然ぜん？　いや、それにしては動きが不自然過ぎる。彼女は僕と目を合わせた後、何をするでもなくまた黒板の方に向き直っていった。僕と視線を合わせるためだけに振り返ったとしか思えない。


　彼女の、名は。


　我が妻さい由ゆ乃の。


　成績優ゆう秀しゆう、容姿端たん麗れい、スポーツ万ばん能のう、おまけに我妻銀行社長の一人ひとり娘むすめという、非の打ち所の無いエリート美少女だった。我が桜見中いちのアイドルだ。


　その我妻由乃が僕の心を読んだ……？


　未来日記所有者であるこの僕の心を？


　まさか……？


　由乃は授業中にもかかわらず粘ねん土どをこねて何やら造っていた。あれで毎回テストの成績が学年トップなんだから大したもんだよ。この前だけは僕が日記の力で満点を取ったから、二位になってたけど。


　そう、僕は未来予知ができる未来日記の所有者だ。そんな僕の心を読むなんて、いくら超エリートの由乃にだってできるはずが無い。


　できるはずが……無い。


　でもそんな疑念は、すぐに確信へと変わってしまった。


　放課後、笛を忘れた僕は教室に戻もどったんだ。


　そしてそこで目にする。


　由乃の机の上にある粘土細工を。たぶんさっきの授業中に造っていた物だろう。それは幼い女の子の姿を象かたどっていた。アラビア風のいでたちで、小さな尻尾しつぽが生えていて、粘土だから肌の色までは分からないけど……その姿には見覚えがある。


「これ……は？　もしかしてムルムル、か？」


　そうだ、間ま違ちがいない。これはデウスの使い魔ま・ムルムルだ。背せ丈たけほどもある髪かみの長さまで本人そっくりだった。


　でも……何で……？


　ムルムルはデウスと同じく、僕が妄もう想そうの中で生み出した空想の存在──いや違ちがう、僕の妄想の中に入り込んできた、神に仕える小間使いだ。もし由乃がムルムルの事を知っているのなら、彼女の妄想の中にもムルムルやデウスが入り込んできたって事になる。


　一体何の目的で？


　思考が追いつかないまま、さらに予想外の出来事が僕を襲おそった。


　突とつ然ぜん、携けい帯たいに表示されている画面が、奇き妙みようなノイズ音と共に変化し始めたんだ。勝手に日記の内容が変化して……新しい記述に書き換わってしまう。


　その新しい日記の内容とは──。





【４月28日　18：20】ビル内／通り魔に追い詰つめられ僕は殺される。





《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》





「こ、殺さ……れ？」


　瞬間、頭の中が真っ白になった。


　なっ？　なななな……なんだっ？


　なんだ何だなんだ？


　何なんだ、この……未来は……ッ？


　通り魔？　追い詰められる？　殺される？　ＤＥＡＤ……ＥＮＤって……？


　どうして僕が殺されなきゃいけないんだッ？


　噓うそだろ、こんなのが僕の未来であるはずが……。


「──もちろん」


　そこに響ひびく、透すき通るソプラノの声。


　僕は振り返った。誰だれもいない夕ゆう闇やみの教室。静まり返った無音の空間。紅あかい陽光の中、一つの影かげがゆらぐ。


　背後に現れたのは、彼女。


「あなたの未来よ」


　我妻由乃だった。


　艶つややかな長い髪につぶらな瞳ひとみ。すらりとした肢し体たいを包む服装は、セーラー襟えりにプリーツスカート。胸むな元もとにはリボンが揺ゆれている。どこからどう見ても、それはあどけない中学生の美少女にしか見えなかった。確かに教室でいつも見る、クラスメイトの我妻由乃に間違いない。


　でも僕はすぐに直感した。これはマズイ……、と。


　この我妻由乃という少女には、何かとてつもなく危険な匂においがする。


　マズイって、でも何が？　いや何がじゃなくて？　ううん、何がじゃないよ？


　だ、駄だ目めだ……完全に頭が混乱してきている。


「……やっぱりそうなのね」


　由乃は愛らしい笑えみを顔に貼はり付かせたまま、音もなく僕に歩み寄ってきた。やばいぞ、このままじゃ……。


　僕はとっさにきびすを返した。


　と、とにかく逃にげよう！　後ろも振り返らずに教室から逃げ出す。まずは危険な匂いのする『何か』から少しでも離はなれるんだ！　階段を駆かけ下り、昇しよう降こう口から校舎の外へ飛び出し、転がるように校門も駆け抜ぬけていく。


　けれど逃げている間も僕の携帯はノイズを発し、画面が次々と書き換かわっていった。


　僕の未来が変えられた？


[image: ]


　馬ば鹿かな、そんな事できるはずが……。





【４月28日　18：09】街中／我妻由乃が先回りしていた。なぜか逃げられない。





　未来日記の予知は今まで完かん璧ぺきだった。記述通りの出来事が起こらなかった事は一度もない。由乃が先回りしていると日記に書いてある以上、その通りに未来は展開していくはずだ。


「逃げないでったら」


　路地の陰かげから由乃が現れる。やっぱり先回りしていた。おかしい……僕は未来日記所有者なんだぞ？　未来の予知ができるんだぞ？　それなのに何で……。


「何で、先回りされてんだよォッ！」


　考えろっ！　何が起きている？　何が？


　僕は商店街を駆け抜け、建設中のビルの中へと逃げ込んでいった。日記によればここのエレベーターは既すでに稼か動どうしているらしい。とりあえず由乃が追ってくる気配はないようだ。適当な階で降りて、彼女が諦あきらめるまでやり過ごせばいい。


　エレベーターのケージに飛び込んで、十四階の階数ボタンを押す。





【４月28日　18：15】エレベーター内／問題なし。


【４月28日　18：16】エレベーター内／十四階でエレベーターが開く。廊ろう下かの先は薄うす暗ぐらい。





　よし間違いない。日記の記述でも上の階まで安全に逃げられる事になっている。あの《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》って記述は気になるけど……とりあえず一安心だ。


　そうさ、僕は未来を予知できる。


　他人の裏をかいたり先回りをしたり、こんな事ができる奴やつは僕以外いないはずなんだ！　未来日記所有者である僕以外……。


　僕以外？


　そこで初めて、ある一つの可能性に思い至る。


　まさか……。


　再び、ノイズと共に書き換わっていく僕の未来日記。エレベーターが閉まる瞬間、白くたおやかな指がドアとドアの隙すき間まにねじ込まれた。


　由乃だ。強ごう引いんにドアを押し開き、ケージの中に無む理り矢や理り入り込んでくる。愛らしい笑顔のまま、表情が固まっているだけに……それがかえって不気味で怖こわかった。


　さっきまでの日記の記述なら、僕は一人でエレベーターに乗り、十四階まで逃げられるはずだった。由乃が僕の日記を書き換えて、僕の未来を意図的に改変しているのは間違いない。


「気付いた？　ユッキー」


　由乃が微笑ほほえむ。


「君は……」


　未来日記所有者の動きを先読みし、その未来に干かん渉しようできる者。日記所有者である僕と同じ予知能力を持つ者。その正体として導かれる答えは、一つしか無い。


「もう一人の、未来日記所有者……ッ！」


　そうだ。


　我妻由乃は僕と同じく、デウスから未来日記を与あたえられた所有者なんだ。それならムルムルを知っていた事も合が点てんがいく。そう言えば由乃の右手首に巻きついたストラップには、携けい帯たい電でん話わが繫つなげられていた。あれが彼女の日記だろうか？


　とにかく確実なのは……由乃が未来日記所有者だという事。


　そして、どうやったのかは分からないけれど、僕の未来に干渉して日記の記述を書き換えたって事だ。例の《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》の記述。あれも由乃の仕し業わざに違いない。


　そうこうしている間に、エレベーターのドアが完全に閉まり、ケージが上昇を始める。狭せまい密室の中で、僕と由乃は二人っきりになってしまっていた。冗じよう談だんじゃない、このままじゃ僕は由乃に殺されるっ！


　由乃の左手が、僕の右手を勢いよくケージの壁かべに押し付けた。反射的に左手で、僕は自分の腰こしをまさぐる。た、確かベルトに通したポーチに何本か、毎朝の占うらないに使うダーツが入っているはず……。指先に触ふれる金属の感かん触しよく。あった、ダーツだ！


　これで彼女を刺さそう。


　それで全すべて終わりだ。


　そう思ってダーツを取り出す僕に対し、由乃は驚おどろくような行動に出た。


「刺せないよ」


「え……」


　刹せつ那な、由乃の顔が急に近づいてきたかと思うと……。


　その桜色の唇くちびるが、


　そっと、


　僕の唇に、触れた。


「……っ？」


　僕の背中がケージの壁にもたれかかる。


　あれ？


　僕……キス、してる？


　女の子と？


　何で、こんな……？


「……刺せはしないわよ」


　ゆっくり唇を離し、由乃が囁ささやく。甘い唾だ液えきの匂いが鼻をくすぐった。


「あなたは刺さない。そういう『未来』だもの」


「未来って……」


　もうわけが分からない。由乃は僕を殺そうとしてるんじゃないのか？　それがどうしていきなりキスなんか？　一体何を考えてる？


　僕の混乱を知ってか知らずか、由乃はエレベーターのガラス越ごしに階下を見下ろした。


「それに一つ勘かん違ちがいしてるよユッキー」


　眼下に見えるのはビルの建設現場の入り口。僕もさっき通ってきたその場所に、人ひと影かげが一つ見えていた。すっかり陽ひが落ちているからよく見えないけど、黒いコートに鍔つば広びろの帽ぼう子しを被かぶった大男のようだ。無骨なゴーグルとマスクで顔を覆おおっている。右手に持っているのは刀のように巨きよ大だいなククリナイフ。まともな人間じゃなさそうだった。


「来た」


「あいつは……？」


「ニュースの通り魔ま。『未来日記』三番目の所有者よ」


「さ、三番目ってッ？」


　未来日記を所有しているのは僕と由乃だけじゃないのか？　もしかしてあいつも日記の予知でここに来た……？


「私はユッキーがあいつに殺される事を予知していたの。ユッキーの未来を見て」


　由乃は右手に結ゆわえ付けた携帯を開き、その画面を僕に見せてくれた。確かにディスプレイには、僕が殺される事を予知した文章が打ち込まれている。





【４月28日　18：20】ユッキーがビルの十四階で死んじゃった。





　そうか、由乃は僕を殺そうとして追いかけてきたんじゃなくて、僕を助けようとして追いかけてきたのか……。とんだ勘違いだった。もっとも、由乃の言葉を素す直なおに信用していいものかどうか、僕の直感はまだ判断しかねているんだけど。


　だいたい、どうして由乃の日記に僕の事が出てくるんだ？　僕は由乃とクラスメイトだけど、親しい友達ってわけでもないし、あまり会話した覚えもない。


　そう思った僕は、由乃の携帯の画面に表示されている、他ほかの記述を見て慄りつ然ぜんとした。





【４月28日　17：10】ユッキーが掃そう除じ当番だわ。焼しよう却きやく炉ろにゴミを出している。


【４月28日　17：20】ユッキーが職員室へ鍵かぎを返しに行く。


【４月28日　17：30】ユッキーが体育倉庫前でつまずく。かわいいなぁ。


【４月28日　17：40】ユッキーが笛の忘れ物に気づく。教室に戻もどる。


【４月28日　17：50】ユッキーが笛を取りに戻った。あ……。


【４月28日　18：00】ユッキーが由乃の粘ねん土どを見つける。バレた。


【４月28日　18：10】ユッキーが二丁目の路地を走り抜ける。３ｒｄに狙ねらわれているんだわ。助けなきゃ。





「これが私の『未来日記』」


　由乃はニコニコと自じ慢まんげに携帯を見せ付けている。


「ちょっ……何で僕の事がびっしり書いてあるんだよっ？」


　いや僕の事が書いてあるんじゃない。僕の事しか書いてないんだ。日記なんて普ふ通つう、自分の事を書くものじゃないのか？　それなのにどうして僕の事ばかり……。これじゃまるで、


「私の日記はね、『雪輝日記』よ」


　由乃が僕の言おうとした事を先回りした。


「天野雪輝の未来を十分刻みで把は握あくする、私の愛の未来日記」


　確かに日記の時刻は、きっかり正確に十分刻みになっている。て事はつまり、今までこいつ十分刻みで僕の事を日記につけてたって事かっ……？　そんな日記を書き続けようと思ったら、常に僕の跡をつけて、常に僕の行動を監かん視しして、常に僕の様子を記録し続けなければいけない。正常な人間にできる所業じゃなかった。


　まさしくストーカー。いや……。


「だからユッキーの『未来』は、由乃のものだよ」


　超ちようストーカーだよっ！


　次の瞬しゆん間かん、エレベーターが十四階に到とう着ちやくし、ドアが左右に開いていった。逃にげ出すチャンス……と思う間もなく、由乃が十七階の階数ボタンを押してしまう。再びドアを閉じて上じよう昇しようしていくケージ。


「なっ？　お、おいっ！」


　何をするんだよ！　と言おうとして、僕は口をつぐんだ。由乃の笑え顔がおが怖こわい。やっぱりこの笑顔はまともじゃなかった。


「十四階で降りちゃ駄だ目め。雪輝日記に書いてあるでしょ？　ここで死ぬ事になってるのよ、ユッキーは」


　由乃がもう一度自分の日記の記述を見せる。確かに『十四階で死んじゃった』とあるけど……。


「このままじゃサバイバルゲームの最初の脱だつ落らく者しやになるわ」


「サバイ……バル？」


「ユッキーは未来日記を派手に使い過ぎたのよ。どこかでアシがついたんだわ、たぶん」


　何だ？　何の……話だ？　サバイバルゲームに最初の脱落者って……由乃は一体何を言っている？


「『所有者』たちはお互たがいの命を狙っているの。あいつの様にね」


　チン、というベルの音と共に、エレベーターは十七階に到着した。ドアが開くと、そこはビルの屋上。このエレベーターの終点・十七階は、そのまま屋上への出口になっていたんだ。


「こんなとこ出てどうすんだよッ？」


　もちろん屋上だから隠かくれる場所なんてどこにも無い。逃げ道も無い。ただひたすらコンクリートの平原が広がっているだけだった。建設中という事もあってか、手すりやフェンスは無く、頼たよりない足場が外がい壁へきに組まれているだけだ。こんな場所にいたら、それこそ通り魔の餌え食じきにされるだけじゃないか。


　駄目だ！　こいつといると死ぬ！　絶対死ぬ！


「あいつだって『日記』を持ってるんだもん。どこへ逃げても同じよ。ホラ、広い方が気持ちいいでしょ？」


　大きく伸のびをする由乃。彼女の言う通り、夜風が頰ほおを撫なでて心地ここちいいとは思う。けど今はそんな状じよう況きようじゃないだろう。こうしている間にも通り魔はどんどん近づいてきている。こっちはどうやって逃げおおせるか、必死に考えてるっていうのに──っ！


　そんな僕の焦あせりをよそに、由乃は平然と言ってのけた。


「……迎むかえ撃うつのよ」


　迎え……撃つ？


　どうやら由乃が考えていた事は、僕とは正反対だったようだ。通り魔から逃げるのではなく、こっちから打って出る。攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよなり、か？


「冗談だろッ？」


「策はあるわ」


　有う無むを言わせず、由乃は僕の左手を指差した。そこには、彼女を刺そうとして腰のポーチから取り出したままの、鋭するどいダーツが一本握にぎられていた。


「……ダーツ？」


「ユッキーの『未来』を決めるダーツ」


　由乃が微笑ほほえむ。


「どう？　今日は調子いい？」


　そして手短に『策』とやらを僕に話していった。


　なるほど、やってみる価値はありそうだ。どうせ限界まで追い詰つめられている状況。やれるだけの事をやるしかない。


　僕は一か八ばちか、由乃の策に賭かけてみる事にした。


　エレベーターが一度下降し、一階に着いてから再び上昇してくる。通り魔が乗り込んでいるんだろう。僕と由乃が迎え撃つ用意を調ととのえると、程ほどなくしてベルの音が鳴り、ケージのドアが左右に開いていった。エレベーターから漏もれた光が、通り魔の細長い影かげを屋上に描えがいていく。


　いま屋上には人影が一いつ切さい見当たらないはずだから、さぞ綺き麗れいな影かげ法ぼう師しが映っているに違ちがいない。


「……いない？」


　通り魔が困こん惑わくした様子で呟つぶやいた。


　奴やつも自分の未来日記を見て、僕たちが屋上に逃げた事を知っているはず。追い詰めたと思った屋上に人影が見当たらない。その困惑ぶりは想像に難かたくなかった。隠れる場所も逃げ道も無い屋上で、僕たちの姿が確かく認にんできなければ……きっと『日記』に頼ろうとする。


　チャンスは一度きり！　奴が日記を取り出した時が勝負だ！


「あいつらっ！　どこへ行ったッ！」


　野太い声が響ひびく。


　由乃は言った。『日記』は武器であると同時に弱点だと。未来日記は所有者の『未来』そのものだから。


　つまり、奴の日記を壊こわせば──ッ！


「な……ッ？」


　通り魔が懐ふところから携帯を取り出した瞬間、僕と由乃は隠れていた場所から一気に飛び出した。確かに屋上には隠れる場所なんてどこにも無い。けれど建設中のビルだから、外壁に沿って工事用の足場が組まれているんだ。そこに立てば頭は屋上の床ゆか面めんよりも下になり、外壁に貼はり付くような格好で、通り魔の死角に潜ひそむ事ができた。


　奴が反射的に携帯を守ろうとする。やっぱりあれが『日記』か！　不意を突つかれた通り魔より一瞬早く、僕はダーツを投とう擲てきした。


「馬ば鹿かなッ！」


　矢は見事携帯に命中。


　そのディスプレイを貫つらぬいていく。


「当たった！」


　日記を傷つけた所有者は、自分の未来も傷つけてしまう。日記を破は壊かいされれば、自分の未来も破壊されてしまうんだ。『未来日記』の力の代だい償しよう──果たして、どうなるっ？


「ガッ」


　通り魔が苦く悶もんの声を上げる。それがまともに聞き取れた、奴の最後の言葉だった。後は悲鳴とも呻うめきともつかない叫さけびと共に、身体からだが歪ゆがんで捻ねじ曲がっていく。


　まるでＣＧ処理されたテレビ画面でも見ているかのようだ。とても現実の光景とは思えない。身体の中心にブラックホールが生まれ、その一点に呑のみ込まれる様に、渦うずを巻いて身体が吸い込まれていった。


　一瞬、僕と通り魔の視線が交こう錯さくする。


　やがて通り魔の身体は完全に消しよう滅めつし、辺りは何事も無かったかのように静まり返った。空間の歪みも一切痕こん跡せきが残っていない。消えた……？　いや死んだのか？　僕が……殺してしまった？


　夢中で行動していたから気づかなかったけど、ひょっとして……僕はとんでもない事をしてしまったのかもしれない。人の命を一つ、この手で奪うばってしまった……？


　し、仕方ないじゃないか。


　殺さなければ僕が殺されていたんだ。僕は悪くない。不ふ可か抗こう力りよくだ。


「何だ、つまらないね」


　必死に自分に言い訳していた僕とは正反対に、由乃は平然とそう呟いた。


「んー、何だかお腹なか空すいちゃった。ユッキーご飯食べに行こっか」


　ご飯って……こんな時によくそんな気分になるな。今起こった事を、由乃は正確に認識してないんじゃないのか？　人が一人死んでしまったんだぞ？　ご飯どころじゃないだろう。それとも由乃にとっては、人の死なんて気にする程でもない些さ細さいな事だっていうのか？


　何となく、僕は後者のような気がする。


　通り魔まが死んでしまった事なんて、由乃は全く気にしていないんだ。


「……今日もお母さん帰らないんでしょ？」


　僕しか知らないようなプライバシーに関かかわる情報を、由乃は当然のように口にして、可愛かわいらしく微笑んだ。





　　　　※





　その後、僕は他ほかの日記所有者たちと一いつ緒しよに、改めてデウスからサバイバルゲームについて説明を受けた。


　日時は五月一日・深夜零れい時。


　場所は第三十八因果律大聖堂。


　因果律大聖堂とは、人々の妄もう想そうの中心に存在する神の領域らしい。所有者たちは精神体となって自由にここを訪おとずれ、デウスと謁えつ見けんする事を許されている。


　ムルムルに案内されて僕が大聖堂に入った時、既すでに他の未来日記所有者たちが十人、一堂に会していた。三番目の所有者である３ｒｄサード……つまり通り魔は脱落しているから、僕を合わせると全部で十一人だ。他の連中の姿はハッキリとは見えないようになっているらしく、シルエットでしかその容姿は判別できなかった。


「ホウ……」


「君が件くだんの」


「聞いてるぜ。あの３ｒｄを殺やった１ｓｔフアーストってなぁ」


　僕の姿を見るなり、所有者たちが不敵に笑い始める。


　因果律大聖堂の中央にはデウスの玉座が浮ふ遊ゆうしており、その周囲を取り囲むように、円形のステージが十二個配置されていた。これが所有者の立ち位置であり、同時に大聖堂への出入り口でもある。ステージには一から十二までのナンバーも割り振ふられていた。これで所有者の番号とシルエットが符ふ合ごうするわけだ。


　僕は一番目の所有者、１ｓｔという事らしい。僕の左ひだり隣どなりのステージに立っているのは、二番目の所有者である２ｎｄセカンドの我妻由乃。右隣には、風船のように大きく丸い頭ず巾きんを被かぶった、猫ねこ背ぜの不気味なシルエットがあった。12ｔｈトウエルフスだ。


「丁度お前の話をしていたところだよ。ようこそ、最初の勝者１ｓｔ」


　頭上からデウスが声をかける。その傲ごう岸がんな笑みを見上げる度、僕はため息をつきたくなってくる。今度は一体何を企たくらんでいるんだ、この神様は。
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　玉座から立ち上がり、デウスは仰ぎよう々ぎようしく手を挙げて話を切り出した。


「では……全員が揃そろったところで、早さつ速そくこの『サバイバルゲーム』について説明をしよう」


　そして僕が手に持っている携けい帯たいを指差す。


「まずは君たちが手にしている『日記』……。これは『未来日記』と呼ばれるものだ。本来これは君たちが使っていた普ふ通つうの日記だが、時間を歪め、九十日先の未来までの日記が知れるようになっている。自分の未来が分かるという事だな」


　シルエットの一つが挙手をして、デウスに質問をぶつけた。


「何度かこの日記が勝手に書き換かわるのを目もく撃げきしているが……？」


「ウム。所有者たちの行動次し第だいでは『未来』は変わる。まず一番単純な場合を取り上げよう」


　デウスの説明はこうだ。


　例えば、日記に「躓つまずいて転ぶ」という記述があったとする。そのまま何の行動も起こさなければ、所有者は実際に躓いて転んでしまい、怪け我がが生活に影えい響きようするという『そのままの未来』を受け入れる事になる。


　だがもし日記の記述を見て何らかの行動を起こし、躓く事も転ぶ事も無ければ？　所有者は怪我を負わずに健康に過ごす『回かい避ひした未来』を手に入れる事ができる。


　つまり、所有者がその日記の時点に辿たどり着いた時、それに反する行動をとれば『未来』は変わるという事だ。


「その場合、日記は選せん択たくされた『未来』に則し、事後に書き換わる」


「ちょっと待て！」


　手を挙げたのは、僕。未来日記の説明で一番聞きたかったのはここだ。


「僕は何もしなくても書き換わったぞ。事後じゃない。事前に３ｒｄに殺される事が予告された」


　そうだ。通り魔に……３ｒｄに殺される記述は、工事中のビルじゃなくて、まだ学校の教室にいた時に表示されていた。あの時点で、僕が日記の記述に反する行動をとっていたとは考えにくい。


「そこが『サバイバルゲーム』たる所以ゆえん──、『ＤＥＡＤ　ＥＮＤの予告』だ。日記所有者が他の日記所有者を殺す事が確定した時、事前に死の宣告がなされる事にしたのだ」


　ＤＥＡＤ　ＥＮＤ……そう言えばあの記述にだけは、見慣れない《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》という文言が付け足されていた。


「これは未来を変えても回避不可能な死だ。いわゆる『詰み』の状態だな」


　回避不可能？


　でも、僕は回避……できたぞ？


「殺すと言っても、お互たがいの姿が分かりませんが？」


　別の所有者が質問をする。６ｔｈシツクスス──髪かみの長い、少女のようなシルエットだった。他の所有者たちと違って、ステージの上に行ぎよう儀ぎよく正座している。


「そこは自分の『日記』の情報から推測してもらう」


　デウスの返答に、他の所有者たちもなるほどと頷うなずいた。


「ゲームは相手の『正体捜さがし』から始まるわけだね」


「バレれば殺される、か」


「そういう事だ」


　要するにこのサバイバルゲームの基本は、他の所有者の正体を突き止め、《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》フラグを立てる。万一自分がフラグを立てられた場合は、奇き跡せきに賭かけ死力を尽つくして回避する。その繰くり返しと言っても良かった。


　フラグは死亡の確定なのだから、原則としては《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》フラグが立った時点で、その所有者の敗北も確定となるはずだ。《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》をひっくり返すのは並なみ大たい抵ていの事ではない。ましてや《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》を回避するのみならず、フラグを立てた相手を逆に殺し返すなんて事は……本来起こりえない展開であるらしい。


「あの時お前は死ぬはずだった」


　デウスが僕を見下ろし、はっきりとそう断言する。


「お前はそれを殺し返したのだ。これは奇跡を越こえる『奇跡』」


　違う……。


　その奇跡を引き寄せたのは僕じゃないんだ……。


　僕の左隣で何食わぬ顔をして立っている、我妻由乃。彼女が全すべてのお膳ぜん立だてをしてくれた。僕はそれに乗っかっただけに過ぎない。買い被かぶり過ぎだ。


「私は『本命』はお前ではないかと思うぞ。皆を殺して勝ち残るのは１ｓｔかもしれん」


　デウスの言葉に、他の所有者たちが色めき立つ。極力動どう揺ようは表に出さないようにしているけど、僕に対する警けい戒かいと敵意、そして明確な殺意は嫌いやというほど伝わってきた。


　僕じゃない。


　僕は『本命』なんかじゃない！


「さぁ！　このサバイバルゲームを勝ち抜ぬいた最後の一人には、この私の後こう継けい、時間と空間を支配する『神の座』を譲ゆずろう！」


　両りよう腕うでを大きく左右に広げ、デウスが高らかに宣言する。


「『死』か『生』か！」


　１ｓｔ・天野雪輝。


　２ｎｄ・我妻由乃。


　そして脱だつ落らくした３ｒｄを除く九人。


「残るはここにいる『十一人』！」


　４ｔｈフオース、５ｔｈフイフス、６ｔｈ。


　７ｔｈセブンス、８ｔｈエイス、９ｔｈナインス。


　10ｔｈテンス、11ｔｈイレブンス、12ｔｈ。


「殺される前に殺せ！　そして『神の座』を勝ち取るが良い！」


　神の座……という言葉に、彼ら日記所有者たちは過か敏びんに反応していた。全員ではないにしろ、何人かはそれを強く欲ほつしているんだろう。一人でもそういう所有者がいる限り、他の所有者は常に自分が殺される危険を背負わなければいけなくなる。まさにサバイバルゲームだ。


「ソウナルト当面ノ障害ハ──」


　妙みようなイントネーションの喋しやべりで、12ｔｈが呟つぶやく。シルエットも独特なら、話し方も独特だった。彼の意図を汲くんで、他の所有者たちが言葉を継ついだ。


「当然、１ｓｔだな」


「お前が最初の標的だ」


「奇跡を勝ち取るタフさはちょーっち厄やつ介かいだぜ」


　所有者たちの殺意が一いつ斉せいに僕に集中していく。


　だ、だから違ちがうって。僕は奇跡なんか引き寄せちゃいない……。


「フフ」


　うろたえる僕のシルエットを見て、６ｔｈが笑えみを漏もらす。さっきデウスに質問した、和服を着て正座している女の子の所有者だ。


「怯おびえているのが『視みえ』ますよ。１ｓｔ」


　僕と同い年くらいに見えるシルエットなのに……やっぱり『神の座』のためなら僕を殺すつもりなのか？


　誰だれだよ未来日記を便利な道具とか使わなきゃ損なんて言ってた奴やつは？　持ってるだけでもヤバいじゃないか！　こんな事誰にも相談できないし、一体どうしたら……。


「安心しろ」


　突とつ然ぜん、低音の渋しぶい声が僕を励はげましてきた。


　声の主は……４ｔｈだ。ガッシリとした体格の、中年男性らしき人ひと影かげ。悠ゆう然ぜんと腕うでを組んだまま、柔やわらかな笑みをたたえて僕を見ている。


「君は私が保護する」


　保護？　何を言ってるんだ、この人──？


「では」


　僕が問い返す間もなく、デウスがマントをなびかせる。


「これにて閉会とする！」


　待って、待ってよ！


　まだ聞きたい事が山ほどあるっていうのに！


　だいたい、３ｒｄを倒たおした件についての誤解だってまだ解いていない！　いや解いたところで他ほかの所有者に命を狙ねらわれる事には変わりないんだけど。


　な……何だよこの状じよう況きようはっ？


　僕は神になりたいなんて言ってないぞ！


　未来予知がしたいとも言ってない！


　なのにどうして……。


　どうして僕は、知らない間に殺人ゲームに巻き込まれているんだ？
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　あんたは神って信じるかい？


　私は信じないね。


　いや正確には……『神の加護』なんざ信じない。昔は神そのものを信じちゃいなかったんだが、残念ながらこの目で見ちまったからな。神って奴が存在する事は信じざるを得ねぇ。神……デウス・エクス・マキナの存在は。


　だが神の加護なんてもんはありえない。


　それだけは断言できるさ。


　もし神の加護があれば、旅行中に両親が、まだガキだった私の目の前で無残に殺される事は無かっただろう。言葉も通じない中東の国で、たった一人取り残される事も無かった。生きていくために盗ぬすみや殺しを繰り返す事も無かったろうし、テロリストとして多くの人間の命を奪うばう事にもならなかったはずだ。


　ましてや未来日記とやらを押し付けられて、サバイバルゲームなんかに参加させられる事も無かったろうさ。


　──いや、まぁ別に後こう悔かいはしちゃいない。私の人生は、私自身が私の『未来』を選び続けた結果。気に入らない結果になったからって神を恨うらむのは、幸せになりたいから神に祈いのるのと何も変わらない。そこまで落ちぶれちゃいないよ。私は私の意志で、今まで多くの人間を殺してきたんだ。誰のせいにするつもりもない。


　それよりむしろ……今は神に感謝してるくらいさ。なんせサバイバルゲームの最後の勝者になれば、『神の座』が得られるらしいからね。こんないい機会はないわ。私が神になった暁あかつきには……。


　ん？


　私の名前かい？


　おっと悪い、自己紹しよう介かいがまだだったか。


　私の名前は『雨う流りゆうみねね』。


　九番目の未来日記所有者……９ｔｈだ。


　今は、自分が神となるためにサバイバルゲームに参加している。あれだけ神を信じてこなかった私が、神を目指そうってんだから滑こつ稽けいな話さ。デウスの手のひらの上で踊おどらされてるみたいで胸むなクソが悪いねぇ。


　けど、やるからには必ず勝つ。他の日記所有者どもを皆みな殺ごろしにして、神に抑よく圧あつされた世界を変えてやる。


　そして私が神になった暁には……。


　そう、その時こそ。


　この手で、神を殺してやるわ。





　　　　※





　五月二日、私は桜見中学校を訪おとずれていた。


　この数日間の調査で、ここに１ｓｔと思おぼしき人物のいる事がほぼ特定されたんだ。早さつ速そくお顔を拝見ってわけさ。因果律大聖堂で見たシルエットは、中学生くらいのガキ……性別は男って感じだったが、さぁてどんなツラしてやがるのか。今から楽しみだね。


　もちろん自分から仕し掛かける以上、こっちの正体もバレるリスクがある。けど正直なところ、自分の正体を隠かくして他の所有者同士が潰つぶし合うのをコソコソ待つってのは、ちょいと私の性しよう分ぶんに合わないんだ。これはサバイバルゲーム。こっちから積極的に仕掛けて敵を潰していく方がやりやすい。


　中学校の敷しき地ち内を歩いていても不自然と思われない格好に身を包み、私はひらりとフェンスを飛び越えていった。


　今回はお祝いを兼かねて、派手な花火大会で１ｓｔとの邂かい逅こうを盛り上げようと思ってる。既すでに昨日の夜から学校のあちこちに花火をセットしておいた。もっとも、爆ばく発はつするのは打ち上げ花火でも仕掛け花火でもなく、殺傷力バツグンの『みねね特製超ちよう高性能ＴＮＴ爆ばく弾だん』って名前の花火だがね。


　まったく学校ってのは便利な場所だよ。普ふ段だん使わない部屋や人通りの無い死角が山ほどあるから、夜中に忍しのび込んでいくらでも爆弾を仕掛けられる。たかが中学校レベルの警報装置なんざ、みねね様の前じゃ解除は朝飯前……おっと夜食前だしね。


　さすがに人目につく場所は事前にセットできないんで、そこだけはこうして昼間、授業中にこっそりと取り付けている訳だ。授業中にはほとんど建物内に人の動きが無いって特性を利用すれば、これも造作も無い作業だった。これで中学校じゃなく大学……せめて高校ならもっと動きやすかったんだがな。さすがにこの歳としで中学生に混じって校内を歩くってのは気き恥はずかしいもんがあるよ。制服じゃなくて私服なのが救いか。


　あん？


　そんな少女趣しゆ味みのゴスロリファッションに走っておいて気恥ずかしいもクソもないって？　うるせーな、好きで手に入れた服じゃねーんだよ。これは以前３ｒｄと戦った時に成り行きで着た服で……西にし島じまとかいう馬ば鹿か刑けい事じが拾ってきた服だっての！


　まぁそんな事はどうでもいい。これを着て髪かみをツーテールにしとけば、私だってどうにか中学生に見えるだろ。１ｓｔと接せつ触しよくするまでは無用な騒そう動どうは起こしたくないからな。相手はあの３ｒｄをあっさり仕留めやがった日記所有者。こっちも慎しん重ちようにならざるを得ねぇ。


　そうさ。私も以前３ｒｄとは戦った事がある。


　殺やれると思ったんだが、正直あれは私の判断ミスだった。奴は強力な防弾性能付きの対爆スーツを着込んでやがって、銃じゆうも爆弾もことごとく寄せ付けなかったんだ。その時は偶ぐう然ぜん鉢はち合あわせした西島の野や郎ろうと協力してどうにか退ける事ができたんだが……。


「その３ｒｄに《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》フラグを立てられたにもかかわらず、逆に殺し返した１ｓｔ。一体何者だ？　相当な切れ者なのか……？」


　最後のＴＮＴ爆弾をセットしつつ、私は思わず独ひとりごちた。１ｓｔがもし中学生のガキだとすれば、ろくな武器も無しに３ｒｄを倒した事になる。しかもまだサバイバルゲームのルールもよく知らされていなかった時点で、だ。凄すさまじく頭の回転の速い天才少年か何かか？　もちろん日記を直接破は壊かいしたとすれば、いくら３ｒｄが対爆スーツで全身を防護していても関係ないが、追い詰つめられた時点でそこまで冷静な判断ができるものだろうか……少なくとも私にはその自信は無い。


　一方で、１ｓｔが切れ者と考えるには、どうも引っかかる点も多かった。そもそも私が３ｒｄの居場所を確かく認にんできたのは、奴が自分の未来日記を犯罪に使ったからだ。


　３ｒｄの日記は『殺人日記』。


　奴は快楽のために人を殺す根っからの殺さつ人じん狂きようで、律りち儀ぎにもその殺人の記録を日記につけてやがったのさ。未来日記を手に入れた所有者の中には、必ずそれを犯罪に悪用する馬鹿が出てくる。そう踏ふんで調べたのがビンゴしたってわけだ。カタギの連中にとっちゃ同じ穴のムジナだろうが、崇すう高こうな目的のために破壊と殺人を繰くり返す私らテロリストに言わせれば、快楽のために人を殺す犯罪者なんざ人間のクズさね。


　ともあれ、３ｒｄは１ｓｔに《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》フラグを立て、そして逆に倒された。ここで問題になってくるのが、どうやって３ｒｄは１ｓｔの正体を突つき止めたのか？　って事だ。フラグを立てるにはまず相手の正体を暴あばかなきゃならねぇ。未来日記を手に入れてから僅わずかな時間で１ｓｔの正体に気づいたとなると……１ｓｔは３ｒｄの身近な人物。そう考えるのが自然だった。


　授業終しゆう了りようのチャイムが鳴る。


　私は目立たないように廊ろう下かの壁かべに背を預けながら、ポケットの写真を取り出した。この中学は生徒数も多いし、見慣れない顔の奴がいてもそれほど不ふ審しんがられたりはしないだろう。写真の人物の顔を今一度目に焼き付けておく。


　写真には一人の男子生徒が写っていた。


　タートルネックに臙えん脂じのジャケット、頭にはニット帽ぼう。学校行事のスナップ写真だ。この学校の生徒を脅おどして無理矢理奪い取……もとい、快く譲ゆずってもらった。


　男子生徒の名は、天あま野の雪ゆき輝てる。


　特に目立った点もない平へい凡ぼんな生徒だが、強制尋じん問もん……じゃなくて、善意の聞き込みによるとここ最近、急に成績が良くなったりして人が変わったようだと噂うわさされている。もしこいつが未来日記所有者で、その力を濫らん用ようしているのだとしたら、噂話と辻つじ褄つまが合うわけだ。


「……けど１ｓｔが切れ者だとすれば、そんな露ろ骨こつに日記の力を使うはずが無い。どうしてもそこが引っかかるんだな」


　生前の３ｒｄは普段、桜見中学校の英語教きよう諭ゆの職にあり、その本名を火ひ山やま高たか夫おと言った。天野雪輝の所属する二年Ｂ組も担任していたようだ。学校のセンセイが殺さつ人じん鬼きとは、やれやれ日本も中東並みに物ぶつ騒そうになってきたねぇ。


　３ｒｄは教え子の異変から、天野雪輝が１ｓｔと突き止め、《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》フラグを立てた……現状では、最も自然かつ可能性の高い筋書きだろう。


　仮に天野雪輝が１ｓｔだとすると、選せん択たく肢しは二つある。


　一つは、１ｓｔが凄まじく頭の切れる男である場合。未来日記の力を濫用したのは、他ほかの所有者をおびき出すための撒まき餌えであり、３ｒｄは負けるべくして負けたという場合だ。もしそうだとするなら、私は学校中に仕掛けた爆弾を駆く使しして、徹てつ底てい的てきに１ｓｔと戦わなければならなかった。劣れつ勢せいとあれば退たい却きやくも辞さない。まずは生き残る事が先決。逃にげるのも勇気だ。


　もう一つの選択肢は、１ｓｔが間ま抜ぬけな馬鹿ガキだって場合。何も考えずに未来日記を使いまくった挙句、３ｒｄに目を付けられて追い詰められるも、何かの間ま違ちがいで奇き跡せき的てきに助かった……。どうも私はこっちのような気がするね。


「１ｓｔが取るに足らない男なら、奴やつ自身を撒き餌に利用させてもらおうか。せいぜい派手に事件を起こして、１ｓｔを餌に本命のターゲットを引きずり出してやる」


　私は二年Ｂ組の教室に向かってゆっくりと歩き出した。


　調べた時間割りによれば、今日あのクラスの四時間目は体育の授業のはず。更こう衣い室やグラウンドに移動する際、付き合いが悪いと有名な天野雪輝は、必ず一人になるだろう。接触するチャンスだった。


　更衣室に向かう二年Ｂ組の生徒たちと廊下ですれ違ちがっていく。


　いない。


　天野雪輝の姿が見当たらない。


　まだ教室に残っているのか……？


　私はテロリストだ。神に与くみする全すべての宗教施し設せつ、全ての宗教関係者を標的にして、徹底的に破壊と殺さつ戮りくを繰り返してきた。ターゲットの顔は確実に記き憶おくできる。見過ごす事は絶対に有り得なかった。


　二年Ｂ組の教室を覗のぞく。


「……いた」


　間違いない。天野雪輝は、誰だれもいない教室でボーッと一人突っ立っていた。右手には携けい帯たいを握にぎり締しめている。


　もしや私が仕掛けてくるのを待ち構えていたのか……？


　仮に奴が１ｓｔだとすれば、私が『天野雪輝に声をかける』という具体的行動を起こす事によって、互たがいの未来日記の記述が変動するはず。ここからは出たとこ勝負だ。いくら未来日記が未来を予知する日記とはいえ、瞬しゆん間かん的に行動する場合、いちいち内容に目を通す暇ひまがあるはずもない。奴のリアクションを観察して、１ｓｔかどうか最終的に判断する。


　一瞬の勝負。


　私は小さく息を吸い込み、天野雪輝の背中に向かって声をかけた。


「……職員室はどっちに行けばいいのかな？」


　奴がゆっくりと振ふり返る。私は目め一いつ杯ぱい顔を近づけてさらに言葉を続けた。もし私が仕掛けてくる事を待ち構えていたのなら、アップで迫せまってもさほど驚おどろきはしないはず。


「『火山高夫』先生はご存知ですか？」


　しかし天野雪輝は数歩後ろに下がった。本気で驚いているようだ。誰だこいつ？　なんて顔をしている。


「あなたのクラスの英語の担任ですよ。彼が『連続通り魔ま犯』だという情報があります」


「？」


　まだ状じよう況きようを摑つかみきれていないらしい。通り魔が３ｒｄだとは知っていても、その正体が火山高夫とまでは気づいていなかったのか？　だとするとやはり３ｒｄを倒たおしたのはマグレなのかもしれない。


「『火山高夫』は３ｒｄでした。彼の未来日記は『殺人日記』」


　一言も口を利きかない……いや利けない天野雪輝に対し、私はより一層畳たたみ掛かけていった。未来日記の名前を出して動どう揺ようすれば、ほぼ確定だ。天野雪輝が１ｓｔである事。そして同時に、マグレで３ｒｄを倒しただけの、ただの間抜けな馬鹿ガキでもある事がな。


「１ｓｔを追い詰めたが逆に殺された。休んでますよね、今日？」


「！」


　案の定、天野雪輝はモロに動揺してその場を後ずさった。腰こしを机や椅い子すに打ち付けてうろたえている。ようやく私が何を言っているのか……私が何者であるか気づいたようだ。


　フン、何だこいつ？　冷や汗あせまで浮うかべやがって。もしこれが私を油断させる演技だとすれば、今すぐハリウッドデビューしてアカデミーを狙ねらえるわね。残念ながら天然のようだけど。慌あわてるな、動揺すればバレる……なんて考えてるのが見え見えだわ。


　一歩ずつ天野雪輝に歩み寄り、私は最後の確認をする。さっき私の携帯も、こいつの携帯も、日記の記述が改変されるノイズが鳴ったから……ほぼ間違いないんだがね。


「ところで。あなた急に成績が良くなったりして、人が変わったみたいだって噂になってるけど？」


　ノイズにすら気づいていないらしい様子の天野雪輝に対し、私はその右手に握り締められた携帯を指差して言ってやった。


「──コレ、いい携帯ね」


　瞬間。


　笑っちまうほど分かりやすく、オーバーな動作で、奴は右手の携帯を私から庇かばった。これで決まりだな。


「あ……」


「『目は口程に物を言い』。さて？」


　プレッシャーに耐たえかね、天野雪輝が私から目をそらす。もう奴は半泣きになっていた。ぶざまなもんだ。こんな馬鹿ガキの事を警けい戒かいしていたのかと思うとやるせなくなってくる。


「お前ね？」


　これで私の次のアクションも決まった。間抜けな馬鹿ガキの１ｓｔを撒き餌にして、あいつを戦いのフィールドに釣つり上げてやる。


「お前が１ｓｔね！　『天野雪輝』！」


　ノイズと共に日記の記述が再び書き換かわっていく。私の位置からでも、１ｓｔの携帯の画面を覗き見る事ができた。


[image: ]





【５月２日　14：04】学校内／９ｔｈに襲おそわれ僕は爆ばく死しする。





《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》





「ユッキー！」


　次の瞬間、強きよう烈れつな殺気が背後から私を襲う。半ば反射的に身を翻ひるがえすと、さっきまで私の立っていた場所に消火器が叩たたきつけられていた。体操服に身を包んだ女が後ろから消火器を振り下ろしてきたんだ。


　ほう、中学生にしちゃいい動きをしやがる。人を殺そうとする動作に迷いが無い。胸のゼッケンには『我が妻さい』とあるが……１ｓｔの女か？　おそらく３ｒｄを殺れたのはこのボディガードのおかげだろう。


　だが今は１ｓｔと戦う時じゃない。こんな馬鹿ガキより、もっと他に倒すべき日記所有者がいるからな。私は教室の窓まど枠わくに飛び乗り、１ｓｔに言い放つ。


「フラグは立った。お前の死は三時間後よ。……私は九番目の所有者、雨流みねね」


　どうせすぐ死ぬ相手だ。ついでに名前を教えておいてやろう。前にも言ったが、コソコソ自分の正体を隠かくすのは私の性しよう分ぶんに合わないんでね。


「私は３ｒｄの様にはいかないわよ、１ｓｔ」


　命いのち綱づなのワイヤーに繫つながったフックをサッシに引っ掛け、私はひらりと窓から飛び降りる。


「……死ね」


　同時に、スカートの中に仕込んだキーボードをタイピングし、起爆するＴＮＴ爆弾を指定して、遠隔操作のスイッチを押した。校舎の三階に仕し掛かけた爆弾が一気に吹ふっ飛んでいく。その数、数十個。校舎に仕掛けた爆弾は百個近いから、まぁほんのご挨あい拶さつってとこだ。


　爆風で生徒たちの身体からだがバラバラに飛び散り、炎ほのおが辺り一面を包んでいく。校舎の一棟むねの屋根は全て崩くずれ落ちてしまった。この爆発でざっと五十人は死んだだろう。初っ端ぱなの景気づけには丁度いい。瓦が礫れきに押し潰つぶされた中学生どもの苦く悶もんや悲鳴が心地ここちよく校舎に響ひびいていった。


　血と闘とう争そうの日々。焼け焦こげる死体と火薬の匂におい。いいね。これこそ雨流みねねの生きる世界だわ。


　──さぁ覚かく悟ごするがいい１ｓｔ。


　楽しいパーティの始まりよ。





　　　　※





　あれからもう一年になるのかな。


　一年前の、五月十日。


　まだ私が一年生だった頃ころ。


　放課後の教室で、私は初めて彼に話しかけた。


「どうしたの？　まだあなたも書けてないの？」


　先生からクラスのみんなに『将来の夢』ってアンケートを渡わたされたんだけど、私も彼もそれが書けずに居残っていたの。あなたが将来やりたい事は何ですか？　なんて聞かれても困っちゃう。


　……あの時の私に、一体何を書けって言うのよ。


　ただ、白紙だった私と違って、彼はちゃんと『将来の夢』を書いていた。内容は、「家族みんなで星を見に行きたいです」。でもそれは、彼にとってはもう叶かなわない夢だったみたい。『家族みんなで』『星を見に行く』事は、永遠に不可能になってしまった。


　彼が小さく呟つぶやく。


「先週父さんと母さん離り婚こんしちゃってさ。望遠鏡は買ったんだけど、約束が流れちゃって……」


　そう言うと、自じ嘲ちよう気味に笑って消しゴムを手にとった。


「アハハ、変だよね」


　アンケート用紙に書いた文章を消していく。背を丸めて消しゴムを動かすその姿は、とっても小さくて、とっても寂さびしくて、とっても儚はかなげだった。


『家族みんなで』。


『星を見に行く』。


　家族……。みんなで……。


　気がつくと、私は腕うでを伸のばして、消しゴムを持つ彼の右手を押さえていた。


「──変じゃないよ」


　今思うと、どうしてあんな事を言ったのか、自分でもよく分からない。私は依い存そんできる人間を探していたのかもしれない。誰でもいいから寄り掛かかりたかったのかもしれない。


　でも彼は……。


　彼は確かに、私に『未来』を与あたえてくれた。


　私の絶望的な状況に希望を見せてくれた。


　死んだような人間だった私に生きる目的を授さずけてくれた。


　あの時、何気なく彼に言ったの。


「なら私と星を見に行かない？　天文台なら近くにあるし。ね、いいアイディア！」


　ちょっとしたシンパシーに影えい響きようされた、単なる思い付き。それ以上の意味は無いはずだった。私は成績優ゆう秀しゆうでスポーツも万ばん能のうだし、ルックスだって自分でも悪くないと思ってる。現に学校の男子が何人も告白してくるんだから、少なくとも平均よりは上なんじゃないかな。


　そんな私が誘さそってるんだから、きっと彼も喜んで応じてくると思った。男子なんてみんな上辺だけ見て言い寄ってくる連中ばっかりだもの。私からデートの誘いを受けたら、舞まい上がってＯＫするに決まってる。


　けど意外にも、彼は困ったように取り乱すだけだ。たぶん奥手なのね。もっともらしい言い訳を並べ立てる。


「な……違ちが、僕は家族と行きたいって話を……」


　ちょっぴりプライドを刺し激げきされた私は、さらに詰つめ寄った。せっかくの私の誘いを断ろうとするなんて、随ずい分ぶんじゃない？　そんな意地みたいなものも少しはあったと思う。


「もう、堅かた苦くるしいわね。じゃあこれならどう？」


　悪戯いたずらっぽい一言を付け足す。言い訳が通用しなくなれば、結局は彼だって嬉き々きとして私の申し出を受けるはずよ。


　家族と星を見に行きたいから、家族じゃない私とは一いつ緒しよに行けない。


　だったら私が──。





「私が未来のお嫁よめさんになってあげる」





　きっと彼は冗じよう談だんだと思うはずだ。そして、そこまで言うなら……なんて言いながら、私とデートできる事に内心ガッツポーズする。男の子って所しよ詮せんその程度の生き物。頭が良さそうとか、運動神経がいいとか、顔が可愛かわいいとか、そんな事でしか私を見れないんだものね。彼だって例外じゃないわ。


　そう思っていた。


　でも彼の返事は、私の予想を裏切るものだった。


　彼は言ったの。


「──大人になったらね」


　大人になったら……一緒に星を見に行ってくれる。


　大人になったら、お嫁さんにしてくれる。


　大人になったら──家族の一員にしてくれる。


　大人になったら。


　大人になったら。


　大人になったら。





　その時、私の『将来の夢』は決まった。


　大人になったら、彼のお嫁さんになる。


　それが私の望む『未来』。


　私の生きる希望。





「大人になったらね」


　彼はとうとう私の申し出を最後まで受ける事はなかった。


　そんな男の子は初めてだった。


　その時、私の心は彼の事でいっぱいになったの。


　彼が私の全すべて。


　彼が私の希望。


　彼が私の生きる『未来』。


　だから私は何が何でも彼を守り続ける。


　彼の名は──。


　彼の名は、天野雪輝くん。


　天野君のためなら、私はいつだって死ねる。


　死んでみせる。





　　　　※





「火がっ！」


　ユッキーは完全にパニクっていた。まぁ学校でいきなり爆弾が爆発したんだもの。無理ないよね。


「由ゆ乃の、このままじゃ火が回って……」


　校舎の三階は炎に包まれ、机や椅い子すが散乱している。廊ろう下かには爆発に巻き込まれた生徒たちの死体が燃えていた。死体と分かるのはまだいい方で、ひどいものになると手足がバラバラになっているから、ただの肉にく片へんにしか見えない。


「《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》……三時間後って……っ！」


　まぁ他ほかの連中が死のうが生きようがどうでもいいわ。まずはユッキーを落ち着かせなきゃ。私は優やさしくユッキーの肩かたに手を置き、満面の笑えみで語りかけた。


「大だい丈じよう夫ぶ。あいつは私が絶対『殺す』から」


　９ｔｈだか何だか知らないけど、あんな女私がこの手で殺してやる。ユッキーを傷つけようとする奴やつは、みんな死ねばいいんだわ。


　人を殺す事なんて何とも思わない。


　ユッキーを守るためなら私は何人でも、何十人でも、何百人でも、何千人でも殺すわ。


　今までだって何人も殺してきたんだし。


　当然でしょ？


　ユッキーは私の全てなんだもの。


「ユッキーのためなら何でもするよ」


　今ユッキーは《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》フラグを立てられて追い詰められている。きっと私を頼たよってくれるわ。


　生き延びるため。


　９ｔｈを倒たおすため。


　今だけでも味方につけて、私を利用しようとするはず。


　ユッキーは一いつ瞬しゆんためらった様だった。私がどうして簡単に『殺す』なんて言えるのか、不思議なのかもしれない。でも迷っている暇ひまは無いわ。


「……由乃」


　何か決意したように息を呑のむと、一言、私に言ってくれた。


「僕を守ってくれ！」


　うん、ユッキー。


　利用してくれていいよ。それが私の幸せでもあるんだから。私はユッキーのためならいつだって死ぬ覚かく悟ごはある。


　一年前のあの日……あの言葉を聞いた時。


　私はユッキーを守ると決めた。


　ユッキーは私なんか相手にしてくれないんじゃないかって思ってた。きっときっとずっと私は無視され続けるんだって。でも──。


　燃え盛る死体の傍そばで、私はユッキーと唇くちびるを重ねた。


　これは誓ちかいのキス。


　ユッキーを守り、９ｔｈを殺し、今だけ利用されるために、必要な事。


　必要な儀ぎ式しき。


「行こう由乃」


　うん、絶対守るよユッキー！


　何を犠ぎ牲せいにしても！





　　　　※





　拡声器を通じて９ｔｈの声が響ひびいてくる。


「この学校は私『雨流みねね』が占せん拠きよしました！」


　グラウンドから全校生徒に向かって喋しやべりかけているらしい。


「現在学校中のいたる所でＴＮＴ爆ばく弾だんが稼か働どう中ですっ！　死にたくない奴は教室から出ない事！」


　たぶん９ｔｈの言っている事は本当ね。日記所有者同士の戦いなら、ハッタリはすぐに暴あばかれる。スカートの中に隠かくしたキーボードと爆破スイッチで、いつでも好きな時に好きな場所の爆弾を爆破できるはずだわ。


「今からこの学校の全生徒が……みねね様の人ひと質じちだぁっ！」


　私とユッキーは火の手を避さけて、爆破された校舎の中を身を潜ひそめながら移動していた。生き残った生徒たちは向かい側の校舎に避ひ難なんしている。これも９ｔｈの計算のうちみたいね。職員室はあっちの校舎にあるし、ユッキーを孤こ立りつさせるのが目的なんだわ。とりあえずみんなと合流しないと手も足も出ない。


　階段のそばまでやってきた。ユッキーと一緒に『無差別日記』の内容を確かく認にんする。





【５月２日　11：29】学校内／階段途と中ちゆうで爆弾が爆発。





「この階段は駄だ目めね。他の道を行きましょう」


　私たちは階段を避けてさらに廊下を進んでいった。するとすぐにノイズが発生し、ユッキーの日記の記述が変化していく。


「日記が書き換かわった……」


「ね？　日記に反する行動を取れば未来は変わるの」


　まだユッキーは日記所有者同士の戦いに慣れてないみたいだから、しっかりレクチャーしておかないと。私は一つ一つ確認するように説明していった。


「ユッキーの日記の長所は、その情報量の多さよ。いい？　ユッキーはその日記を見て９ｔｈの動きに注意しなくちゃいけない」


　所有者が持つ未来日記には、それぞれ特性があるわ。ユッキーの『無差別日記』は、ユッキーの周囲でユッキーが見る、あらゆる事象が記述されている。９ｔｈの日記の正体はまだ分からないけど、爆弾の爆発なら『無差別日記』で予知できるから、十分対たい抗こうできるはず。


　するとさらに、ユッキーの日記がノイズを鳴らして書き換わっていった。


「今度は何もしてないのに……？」


「きたわね」


　周しゆう到とうに爆弾を仕し掛かけてユッキーを襲おそってきた手口からして、きっと９ｔｈは戦い慣れした所有者に違ちがいない。こっちが未来日記を使って爆弾を避ける事は予想済みのはず。


「９ｔｈが未来を変えれば……」


　当然、変化した未来に対応して、向こうも手を打ってくる。


「私たちの未来だって変わるわ」





【５月２日　11：30】学校内／３Ｆ、２‐Ｃ教室内部から遠えん隔かく起爆による爆発。





「走ってユッキー！」


　瞬しゆん間かん、２‐Ｃの教室の中で爆弾が吹ふっ飛び、さっきまで私たちがいた廊下が炎ほのおに包まれた。ダッシュしたおかげでどうにか巻き込まれずに済んだ格好ね。


「よし、かわしたわ！　ユッキー次を見て！」


「うん！」





【５月２日　11：33】学校内／廊下奥で爆発。あてずっぽうだが的確に狙ねらってきている。





「次は……廊下奥だ！」


　その声に反応して、左に反転。階段を一気に駆かけ下りる。爆風が私たちの頭上をかすめていった。


　９ｔｈはたぶん、日記が書き換わるタイミングから、私たちの場所を推測して起爆しているのね。大丈夫。ユッキーの『無差別日記』があれば対抗できる。次々と爆発する爆弾の中を、私たちは迷う事なく駆け抜ぬけていった。


　でも変だわ……。


　だんだん爆発のタイミングがギリギリになってきてるみたいな……。


「ユッキー、次は？」


「あ、うん」





【５月２日　11：40】学校内／視し聴ちよう覚かく室が内部から爆発。





　次の瞬間、視聴覚室の中で爆弾が爆発する。噴ふき出した炎がユッキーのジャケットやニット帽ぼうを焦こがしていった。ギリギリ……間に合わなかった？　まさかユッキー……？


「……うわっ！　熱ッ、熱ッ！」


「ユッキー！　『爆発』の事だけじゃなくて、『それでユッキーがどうなるか』まで見てないと危ないよっ？」


　いくら爆発の場所と時間を予知しても、そのタイミングでユッキーが大おお怪け我がしちゃうんだったら予知する意味が無いもの。その場所にその時間で通過して爆発を避けられるのか、それとも間に合わないのか。そこまで予知しないと９ｔｈの爆弾には対抗できないわ。


　私に言われて、ユッキーは携けい帯たいの画面をスクロールしていった。日記っていうものは、普ふ通つう自分の事を書くものだから。それを見れば爆発でどうなるかくらい、すぐ分かるはずよ。


　でもなぜかユッキーはその場で立ち止まってしまう。


　見る見る顔が青あお褪ざめていく。


「どうしたの？　ユッキー」


　その表情は、今にも泣き出しそう……というか既すでに涙なみだぐんでいた。硬こう直ちよくした笑顔で私に無差別日記の画面を見せてくれる。


「ぼ、僕……。周りの事しか日記に書いてなかった。自分の事は……書いてなかった……な」





【５月２日　11：45】学校内／廊下１‐Ｅ隣となり、消しよう火か栓せん付近で爆発。


【５月２日　11：46】学校内／連れん鎖さして１‐Ｄ廊下で爆発。


【５月２日　12：01】学校内／資料室階段側前で爆発。


【５月２日　12：04】学校内／１‐Ｃ内部で爆発。


【５月２日　12：10】学校内／１‐Ｂ廊下前、窓側付近で爆発。





　本当だ。日記に書いてあるのは爆発の場所と時間だけ。それでユッキーがどうなるかなんて一言も書いてない。自分の周囲の事は細かく書いてあるのに、自分自身の事は書いてないなんて……。


「どうしよう由乃」


　そうか、ユッキーは『傍ぼう観かん者しや』だったものね。


　これと言って趣しゆ味みも無いし、一いつ緒しよに遊ぶ友達もいなかったユッキーは、目にした事をただ書きとめる傍観者だった。自分から目を背そむけ、日記を書く事で何かをした気になっていた。それがきっと、ユッキーにとって一番居い心地ごこちのいい立場だったんだと思う。


「この未来日記、僕自身の事が全然書いてないんだ！」


　でも今となってはそれが仇あだになった格好だわ。９ｔｈを始めとする日記所有者との戦いにおいて、自分自身の予知ができないのは致ち命めい的てきだもの。


　ノイズが走り、私たちの日記の記述が変化していく。私はとっさに自分の携帯の画面を確認した。





【５月２日　11：50】ユッキーが大爆発で大怪我しちゃった！　嫌いやだ！　死んじゃうよォォォッ！





　同時に爆発する複数の爆弾。教室の外がい壁へきが吹っ飛び、階段の踊おどり場にいた私たちの頭上に、コンクリートの塊かたまりが降り注いでくる。


　私は考えるより先に行動していた。ユッキーに飛び掛かかり、押し倒たおしてその上に覆おおい被かぶさる。ユッキーだけは何が何でもガードしなきゃ。大きな瓦が礫れきが私の背中にぶつかってきた。


　くぅ……。こ、これくらい何だっていうのよ。どうって事ない。ユッキーさえ守れれば、私はどうなったって構わないんだから。


　だって私は……。


　私の日記は……。


「見てたよ」


　爆発が収まるのを待って、私は瓦礫を払はらいのけるようにして身体からだを起こした。


「え……？」


「ユッキーの日記にユッキーの事が書いてなくても……由乃の日記には書いてある。由乃はずっとユッキーを見てたから」


　私の日記は『雪輝日記』。ユッキーの未来を見つめ続ける私の愛の未来日記よ。私はユッキーを守るためだけに生きている。この日記にユッキーの不ふ吉きつな未来が表示されたなら、全力でその未来を書き換えてみせるわ。





【５月２日　11：50】ユッキーに大きな怪我はなかったみたい。少し膝ひざに擦すり傷があるけど、歩くのに問題はなさそうだね。





　よし、ちゃんと日記の記述が変わってる。ユッキーは大怪我せずに済んだ。ユッキーを守る事が私の幸せ。ユッキーが無事ならそれでいいの。


　ユッキー……。


　ユッキー……。


　ユッキー……。


「ユッキーはただ私を利用すればいい」


　それで喜んでくれるよね、ユッキー？


　けれど。


　私の言葉を聞いたユッキーは、なぜか哀かなしげに笑った。


「……はは。駄目人間じゃん、僕」


　カラカラ、とコンクリートの欠片かけらが瓦礫の上を転がっていく。同時に、ユッキーの頰ほおからも涙の粒つぶが転がっていった。


「はは、笑っちゃうよね。安全地帯にいて『傍観者』だって……？　あははは……」


　ユッキー？　どうしたの？


　何をそんなに落ち込んでるの？


「……ただ傷つくのが恐こわかっただけじゃん」


　こんなユッキーを見るのは初めてだった。学校でのユッキーはどこか冷めていて、誰だれとも深く付き合わず、ただ周りから一歩退いて傍観者に徹てつしていたから。私はそんなユッキーが駄目だなんて思っていない。ユッキーの好きなようにすればいいと思う。


「本当は寂さびしかったんだ。僕だってみんなと遊びたかった。問題を解いて先生に褒ほめられたかったし……由乃には悪いけど気になる子だっていたんだ……」


　でもユッキーがそんな自分を嫌だというのなら。


　変われるのなら変わりたいと願うのなら。


「傍観者でいいなんて噓うそだっ！」


　──私は、ユッキーのために頑がん張ばるよ。ユッキーの友達が増えるように力を尽つくすよ。だから一緒に行こう？


「まだ間に合うよユッキー」


　瓦礫の中から立ち上がり、私は手を差し伸のべた。


「リミットまであと一時間半。今のうちに向かいの校舎に移動しましょう」


　向かいの校舎に辿たどり着けば、先生やクラスのみんなと会える。場合によっては未来日記の事も説明して、知ち恵えを出し合ってこの状じよう況きようを切り抜ける方法を考えればいい。仲間で力を合わせればきっと上手うまくいくわ。


「先生もみんなもいる。みんなユッキーの仲間なんだよ」


「由乃……」


　ユッキーは私の手を握にぎってくれた。その腕うでを引っ張って立ち上がらせる。ようやく、ユッキーの表情にも元気が戻もどってきたみたいだ。ユッキーが笑え顔がおになってくれると、私も笑顔になれるよ。嬉うれしいな、ユッキー。


　私たちは二人いっしょに、渡わたり廊ろう下かの方へと歩き始めた。そこまで行けば向かいの校舎に移るのは簡単だ。


　でも……なぜ《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》が十四時四分なのかしら？　そこがさっきから引っかかってる。ユッキーを殺すなら会った最初の時でも殺せたはずなのに……。何か他ほかにも目的があるのかもしれないわ。９ｔｈは一体何を企たくらんでいるのか……？





　　　　※





　最初の花火をぶっ放ぱなしてから、約一時間半。


　桜見中学校の周囲は、警察によって完全に包囲されていた。爆ばく弾だんを仕し掛かけた旨むねは桜見署にも伝わってるだろうから、連中迂う闊かつに動けないみたいだけど、その包ほう囲い網もうは蟻ありの子一匹ぴき通さないほど厳重になってる。まぁわざわざ三時間の猶ゆう予よをあげたんだからね。これくらい準備を整えてくれなきゃ拍ひよう子し抜ぬけってもんよ。


　私は携帯の画面をスライドさせ、自分の『日記』を表示させる。


　天下のテロリストとして、ご丁てい寧ねいに国際指名手配までしてもらってる私は、日々の行動をこの日記に記録していた。警察は常に私を追っている。私は常に逃にげている。そうしてだんだん私は逃げているのか戦っているのか分からなくなる……。そうならないための『日記』。


　私は自じ嘲ちようの意味で、これを『逃とう亡ぼう日記』と名付けていた。


　未来日記と化した今では、未来の逃亡ルートを九十日先まで教えてくれる、私の強い味方ってわけだ。もっとも、現時点では十五分先までしか表示されてないんだがね。





【５月２日　12：45】桜見中グラウンド→Ｘ　スナイパーによる狙そ撃げきで射殺される。畜ちく生しよう、逃げる暇ひまもねぇぇぇ！





　このままいくと、私はあと十五分ほどでスナイパーに射殺されるらしい。怖こわい怖い。日本の警察も随ずい分ぶん柔じゆう軟なんな対応が取れるようになってきたじゃないか。


　もしこれに《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》の表示が付記されていれば、私は未来を変えるべく死に物もの狂ぐるいで動かなきゃならねぇだろう。《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》は確定された死。本来なら回かい避ひ不可能の『詰つみ』だからな。


　だがこの予知は、私の死を予告してはいるが、《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》とまでは宣告していない。まだフラグは立ってないんだ。つまり私の行動次し第だいでいくらでも回避できる未来って事になる。


　いや今回に限っては……。


「私じゃなく、奴に変えてもらおうかね？　私の死の未来をさ」


　そう言い終わるかどうかの内に、逃亡日記がノイズを奏かなで始める。早さつ速そく動いたみたいだね。変へん更こうされた未来を画面で確かく認にんする。





【５月２日　12：45】桜見中グラウンド→移動せず　警察の馬ば鹿かどもが心音爆弾に感付いたらしい。配置されたスナイパーが狙撃を中止する。確保してある逃走ルートに異常なし。オールクリア！





　こういう職業なもんでね。私は万が一の事態に備え、常に肌はだ身み離はなさず爆弾を携けい帯たいしている。私の心臓の鼓こ動どうが止まれば、自動的に起爆するように設定した……心音爆弾だ。その上今回は、学校中に仕掛けた爆弾も同時に起爆するようプログラムしてあった。もし私に何かあれば、校舎に閉じ込めた人ひと質じちも全員道連れってわけさ。これで警察も強ごう引いんな手は使えねぇ。


　連中が心音爆弾に気づかず狙撃を実行しようものなら、こっちから電話して教えてやるつもりだったんだが……あいつ、ビビッて自分から未来を変えやがった。まぁここまで尻尾しつぽを捕つかまれりゃ、ツラを晒さらす覚かく悟ごもできたって事だろう。


　未来日記の記述を変えられるのは、未来日記の記述を読んだ者だけ。


　つまり日記所有者。


　現在の状況で、１ｓｔがさっきの改変に一枚嚙かんでいたとは考えにくい。恐おそらく警察関係者……しかもかなり捜そう査さ権限を持った人間が、未来日記を持っていると判断した方が自然だった。


　以前３ｒｄを追っていた私は、同じく３ｒｄを追う何者かの存在に感付いていたんだ。日記を犯罪に悪用した３ｒｄ。その犯罪者の動きにいち早く反応した、別の日記所有者。バラバラだった点と点が、私の推測通りに線へと繫つながっていく。


「──ようやくお出ましみたいね、４ｔｈ」


　言いながら、私は携帯の電話帳を表示し、あらかじめ登録してあった桜見中学校の外線電話へとコールした。


　１ｓｔと遊ぶのもそろそろ飽あきた。クライマックスに向けて、最後の仕上げと行こうじゃないの。


『はい、桜見中学校……』


　数回のコール音の後、初老の男性の声がスピーカーから響ひびいた。


「ご機き嫌げんいかがかしら、人質諸君？」


『あ、あんたか……。一体何が目的なんだ？　これ以上無差別の殺さつ戮りくはよしてくれ！』


「ハハ、無差別の殺戮が十八番おはこのテロリストに向かって、よしてくれはナイスジョークね。安心なさい。下手へたな動きを見せない限り殺しはしないわ」


　昇しよう降こう口や一階の窓から外に逃げようとした連中は、既すでに爆弾の餌え食じきになっている。よほどの馬鹿でもない限り、逃走や抵てい抗こうを考える者はいないだろう。相手が言葉に詰まったタイミングで、すかさず本題を切り出した。


「みねねの目的は『天野雪輝』よ」


　脅おどすだけ脅しておいて、今度は譲じよう歩ほする。これが交こう渉しようの基本だ。


『天野……雪輝？』


「２‐Ｂの男子生徒。知らないとは言わせないわ。……これから一定時間爆弾を停止します。その間にあなた方が彼を差し出せば、これ以上の犠ぎ牲せい者しやを出さない事を約束しましょう」


『ま、待て！　生徒を生いけ贄にえにしろというのか！』


「まず彼を拘こう束そくし、携帯を奪うばう事。近くにいる女も拘束。そして天野雪輝を私の前へ。簡単でしょう？」


『しかし……』


「彼は恐らく二階の渡り廊ろう下かからそっちの校舎に向かっているはず。よく考える事ね。一人を犠牲にして全員助かるか、それとも皆みな殺ごろしにされるか。大だい丈じよう夫ぶ、これだけの非常時なら、生徒をたった一人見殺しにしたくらい、誰も責任を問おうなんて考えないわ。これは取引じゃない。あなた方は単に私に脅きよう迫はくされただけ。お分かり？」


　そこまで言うと、私は一方的に電話を切った。教師たちが心配しているのは、無事救出された後に『生徒を生贄に出して助かった』と非難される事。自分の地位と名めい誉よが守られると判断すれば、喜んで教え子を見捨てるはずさ。どのみち奴らに選せん択たく権は無い。


「……ククッ。１ｓｔ、あんたまさか学校の先生や友達が『仲間』だなんて思ってないでしょうね？　こんな平和ボケした国でのうのうと生きてきたんだ、そんな勘かん違ちがいをするのも無理は無いが……」


　私は再び携帯を操作し、画面に逃亡日記を表示させた。さっきの私の行動で未来が変わっている。


「あと一時間半で終わる人生だけど……覚えておきな。この世で信じられるのは自分一人さ。他人に少しでも気を許した時点で、そいつは死ぬ」





【５月２日　12：52】桜見中グラウンド→移動せず　桜見中の人質どもが１ｓｔを捕まえ、私の前に引きずり出してくる。全すべてこちらの要求どおり。下手な動きを見せる奴もいねぇ。逃走ルートに異常なし。





　　　　※





　私たちは二階の渡り廊下を進んでいた。あともう少しで向かい側の校舎に辿り着ける。でも変ね、静か過ぎるわ。さっきから９ｔｈの爆弾は一つも起爆していない。さっきまではあんなに執しつ拗ように追いかけてきたのに……。





【５月２日　12：40】ユッキーが向かいの校舎へ渡りはじめた。あとは先生たちと合流するだけね！





　私の雪輝日記にも爆弾に関する記述は無い。順調だわ。順調……過ぎる。


「高こう坂さか！」


　ユッキーが叫さけぶ。見ると、同じクラスの高坂が教室から廊下に出ていた。いつもユッキーに嫌いや味みを言っている下衆げす野や郎ろうだわ。私たちと目が合う。


　待って……？


　みんなは教室から出るなと９ｔｈに脅されていたはず。どうして出歩いてるのよ？　しかも高坂はユッキーを見るなり、背後の先生たちに何か大声で叫んでいる。


　私は雪輝日記を手早くスクロールした。何か変……。９ｔｈの攻こう撃げきを防ぐには、爆弾の記述にさえ注意していればいいと思っていたけど……まさか？　これはっ？


「ユッ……」


　気づいた時にはもう遅おそかった。迂う闊かつだったわ。９ｔｈの攻撃方法は、何も爆弾だけじゃなかったのよ！





【５月２日　12：50】ユッキーがつかまっちゃった。先生もみんなも敵だわ！





「ユッキー！」


　駆かけつけてきた先生たちに取り押さえられ、ユッキーは一階に引きずられていった。大切な携けい帯たい電でん話わ……無差別日記も取り上げられてしまう。もちろん私はユッキーを助けようとしたけど、大勢に摑つかみかかられてどうにもできなかった。こんな事って……っ！


　そしてユッキーは昇降口の前で地面に押さえつけられる。彼の悲痛な叫び声が虚むなしく響いた。


「噓うそだ……っ！」


　無差別日記は、９ｔｈの近くの地じ雷らいの真上に。


　万ばん事じ休すだわ。


「みんな仲間だろ！　どうしてだよぉっ！」


「動かない方がいいわね。みねねの周りは地雷原になっている」


　９ｔｈが勝ち誇ほこったように起爆スイッチをかざした。今すぐ助けに行きたいけど……私はユッキーと引き離はなされ、校舎の四階に隔かく離りされて身動きが取れない。今も数人がかりで両りよう脇わきから腕うでを摑まれている。きっとこれも９ｔｈの指示なのね！


「放してよっ！　ユッキーが！」


　窓からグラウンドの様子は見えるのに、ここからじゃ手の打ちようが無いわ。一体どうしたら……。状じよう況きようを打開しようと、私は頭脳をフル回転させた。でも９ｔｈはそれを見み越こしたようにこっちを見上げて警告してくる。


「そこの連中も！　廊下の爆ばく弾だんは自立稼か働どうに切り替かえたからね。外へ出ればセンサーにかかって全て爆発するよ！」


　せっかく、ユッキーが変わりたいって願ったのに。


　友達が欲ほしいって……先生に褒ほめられたいって……そう思ったのに。


　だから仲間と力を合わせるために、こっち側の校舎まで必死にやって来たのに。


「さようなら天野雪輝」


　９ｔｈが起爆スイッチに力をこめる。無差別日記を地雷で吹ふき飛ばすつもりだわ。そんな事になれば……ユッキーが死んじゃう！


　私は振ふり返った。


　クラスの友達。先せん輩ぱいや後こう輩はい。勉強を教えてくれる先生たち……。みんなみんな、顔を背そむけたり俯うつむいたりして、誰だれも視線を合わせようとしなかった。ユッキーさえ犠牲になれば自分たちだけは助かる。そう思ってるんだ。


　こいつら……。


　こいつらぁぁぁっ！


　──『みんなユッキーの仲間なんだよ』


　ユッキーはみんなを信じていたのに。


　私も、ユッキーのためならって思って信じてあげたのに。


　仲間じゃない！


　ユッキーを殺す者は、仲間なんかじゃないっ！





　あは。


[image: ]


　あははは。


　あははははは。





　そうか、そうだよね。


　こんな奴やつらを一いつ瞬しゆんでも信じた私が馬ば鹿かだった。


　最初から分かってた事じゃない。ユッキーを守れるのは私だけ。私とユッキーさえいればそれでいい。後の連中はみんな邪じや魔ま。死ねばいい。むしろ死ね。


　そうよ、ユッキー。私だけは絶対に裏切らないよ。


　私だけは……、


　何を犠牲にしても、


　ユッキーを守るよ！


「うわぁぁぁぁあぁぁぁあぁぁっっ！」


　私はありったけの力で拘束を振り払はらい、そのまま教室を飛び出した。制止しようとするクラスメイトたちを突つき飛ばして、ドアを蹴け破やぶり、廊下を駆け抜ぬける。


　９ｔｈは言っていた。廊下の爆弾は自立稼働に切り替えたと。問題ないわ。私の走力なら、センサーが反応して起爆するまでのコンマ数秒で、爆発の範はん囲いから逃にげる事ができる。私が全速力で廊下を疾しつ走そうすると、その動きに合わせて次々と爆弾が起爆していった。


「死ね！」


　教室が吹っ飛び、たちまち火の海に包まれる。


「死ねっ！」


　中にいた生徒や教師は火ひ達だる磨まになって、苦しみのた打ち回った。


「みんな死んじゃえエエっっ！」


　さらに爆風で吹き飛ばされ、四階の窓から次々と黒くろ焦こげの死体が外に放ほうり出されていく。


「ユッキーを殺す者はァァァ！」


　陸上部の白しら石いしくんが両足を吹っ飛ばされて悲鳴を上げる。


　不器用な里さと中なかさんの顔面が眼鏡ごと爆風でズタズタになる。


　秀しゆう才さいの大おお貫ぬきくんが瓦が礫れきに押し潰つぶされて全身から血を噴ふき出す。


「全て死ねばいいんだぁぁ！」


　あっははは、いい気味だわ。


　ユッキーを裏切るからそういう目に遭あうのよ。


　そのままもがき苦しんで死ね！


　ユッキーを大切にしない奴は死ぬべきなのよ！


　死ね！


　死ね！


　死ねぇぇっ！





　　　　※





「な、何なの……」


　あまりの事態にさすがの私も呆あつ気けにとられちまった。廊下の爆弾が次々と起爆して、人ひと質じちどもが容よう赦しやなく虐ぎやく殺さつされている。私らテロリストだってここまでひどい虐殺はなかなかやらないぞ？　爆音の合間を縫ぬって、半はん狂きよう乱らんの女の叫び声が聞こえてくる。


「やめろ……由乃……。やめてくれ！」


　１ｓｔが涙なみだ声ごえで叫んだ。由乃？　例の我妻とかいう体操服の女の事か？　なるほど、あの運動神経なら爆発に巻き込まれる前に廊下を突っ切る事もできるだろうが……。それでも筋肉は確実に疲ひ労ろうしていく。


　人間が瞬しゆん発ぱつ力りよくで走れるのはせいぜい百メートル前後。いずれ限界は来るもんだ。案の定、センサーに反応した爆発は数十秒と持たずに止まってしまい、金切り声も同時に聞こえなくなった。


「まさか突っ込んで来る馬鹿がいるとは……」


　よほどの馬鹿でもない限り、逃とう走そうや抵てい抗こうは考えないと思っていたが、そのよほどの馬鹿がいたらしい。だがそれもここまでだ。１ｓｔがガックリとうなだれる。


「安心なさい１ｓｔ！　死ぬのはお前だけじゃない！　全ての爆弾・地雷は一つ残らず十分後に私が起爆する！」


　そう。《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》の時間、十四時四分。


　それがこの一いつ斉せい起爆だ。私は爆発の混乱に乗じて警察の包ほう囲い網もうを突とつ破ぱする算段だった。最初から人質を助ける気なんざサラサラ無かったってわけさ。警察は人命救助を最優先に動かざるを得ないから、私を捕つかまえる余よ裕ゆうは無いだろう。１ｓｔを取り押さえていた連中は爆発にビビッて逃げ出したが、まぁ雑魚ざこはどうでもいい。確実に殺さなくちゃいけないのは、日記所有者の１ｓｔと、後は──。


「全てが爆散する！　グランドフィナー……」


　ドン！　と唐とう突とつに銃じゆう声せいが響ひびく。


　弾だん丸がんが私の右みぎ頰ほほを掠かすめ、ツーテールの髪かみを散らしていった。おいおい、威い嚇かくにしちゃ随ずい分ぶんシビアな照準じゃないの？　せっかくの私の見せ場を台無しにしてくれちゃって……いつから日本の警察官は、こんなに荒あらっぽい仕事するようになったのさ？


「一人で盛り上がってんじゃねーよ。俺の縄なわ張ばりで暴れやがって」


　弾丸の飛んできた方向から、一人の男が歩み寄ってくる。肩かた幅はばの広い、ガッシリとした体格の中年男性。日記所有者だとすると、このシルエットなら４ｔｈか10ｔｈといったところだが……既すでに私の調査でこいつの正体には目星がついていた。


「ようやく会えたな１ｓｔ。言っただろう？　『君は私が保護する』と」


　腰こしが抜けたようにへたり込んでいる１ｓｔに向かって、奴はニヤリと微笑ほほえみかけた。因果律大聖堂でのやり取りを言っているらしい。ふん、やはりこいつが４ｔｈか。銃口を私に向けたまま不敵に笑う。


「ガキをいじめるのはいい趣しゆ味みじゃねぇぜ。なぁ９ｔｈ」


「おお、面おも白しろい。やっと釣つれたわね４ｔｈ」


　こいつを引っ張り出すために、ここまで大げさな事件を引き起こしてやったんだ。全く、手間を取らせてくれたわ。


　しかしまさかこの男が日記所有者だったとは……。


　確か名前は来くる須す圭けい悟ご。


　桜見署の刑けい事じ課の課長だ。私が以前、女性警官に成りすまして潜せん入にゆうした時に上司だった男でもある。その時、コンビを組まされたのが西島との初めての出会いだったわけだから……つまり西島の上司でもあるわけだな。世間って奴は狭せまいもんだ。むしろデウスの奴が意図的に狭い範囲で日記所有者を配置したのか？


「４ｔｈ……？」


　状況が呑のみ込めていない１ｓｔに対し、４ｔｈがご丁てい寧ねいに解説し始める。


「はっは、混乱するのも無理ねぇか。タネを明かせばな、９ｔｈの目的はお前ではなく俺なのさ」


「え？」


「俺の日記はな、『捜そう査さ日記』。九十日先までのあらゆる『事件』を予知する」


　それを承知でノコノコ出てきたって事は……恐おそらく４ｔｈは囮おとりね。奴自身がこうやって私の注意を惹ひきつけている間に、西島が指揮する爆発物処理班が校舎に仕し掛かけた爆弾を解体していくって作戦か。


　心音爆弾がある限り、奴らは私を倒たおす事はできない。日記を破は壊かいした事による身体からだの消しよう滅めつでも、心臓の音が検知できなくなった時点で起爆しちまうからな。私が所持している心音爆弾本体は仕方ないにしても、校舎に仕掛けた爆弾との連動だけは解除しようとするだろう。


「『神の座』に興味はねぇが……俺の目の届く所で殺しをさせる気もねぇ。イカレた『ゲーム』なんざ俺が潰す！」


　なら時間稼かせぎをさせない事ね。警察官という４ｔｈの立場と日記は、私にとって非常に厄やつ介かいだけど、同時にそれが奴の最大の弱点でもある。


「……人質を見殺しにしてもかい？」


　顎あごで校舎の方を指し示して言ってやった。我妻由乃の暴走でかなり人数は減ったが、それでも盾たてにするにはまだまだ十分な数の人質が、窓から間ま抜ぬけ面づらを晒さらしている。自立稼か動どうのセンサーをごまかしながら爆弾を解除するにはかなり時間がかかるはずだ。


「１ｓｔを殺し、自害なさい４ｔｈ。それで全すべての人質を解放するわ！」


　警察官、しかも捜査の指揮を執とるほどの立場なら、一いつ般ぱん人を見殺しにはできないわよねぇ？　それこそが警察官という立場にある４ｔｈの最大の弱点。建前だけでも一般市民の命は守らなきゃならない。もっとも、４ｔｈは素すでそういう行動をとりたがる、真性の正義馬鹿みたいだけど。


「みねねは『ゲーム』を勝ち抜き『神』になる！　そのためには未来を知る警察など邪魔でしかない！」


「そんな勝手は──」


「では見殺しにするのね？」


　相手に反はん撃げきの隙すきは与あたえないわ。少なくとも１ｓｔは殺させる。そうすればたとえ４ｔｈを殺し損そこねても、責任問題で奴の捜査権限は大おお幅はばに縮小されるだろうさ。４ｔｈの捜査権限が弱体化する事は、そのまま奴の『捜査日記』の弱体化を意味する。次に再戦する時にはこっちの勝率がグッと上がるって寸法だ。


　４ｔｈがしばし逡しゆん巡じゆんした。西島からの連れん絡らくを待っているのかもしれないが……そうはさせないよ。脅おどしをかけるように起爆スイッチに力を込める。人質はいくらでもいるんだ。見せしめに二、三十人ほど殺してやろうか？


　私が本気だと悟さとったらしい。さすがに観念したのか、４ｔｈはその銃口をゆっくりと私から逸そらしていった。


「……悪いな１ｓｔ。状じよう況きようが変わった」


　代わりに銃口が狙ねらうのは、１ｓｔの頭。形勢逆転だ。


　ククッ、あの１ｓｔの落らく胆たん振ぶり。ケッサクだね。頼たのもしい助すけっ人とが現れたと思ったら、あっという間に裏切られて、まさに泣きっ面つらに蜂はちだ。


　男のくせにボロボロ泣きやがって、おまけに鼻水まで垂らして、みっともねぇったらありゃしない。死ぬ間ま際ぎわくらいカッコつけられねぇのかね。


　あれじゃまるで──、


「──せめて、僕の死を有効に……」


　１ｓｔが搾しぼり出すように呟つぶやく。


「死んでも駄だ目めな奴やつとは……思われたくないです」


　ほーう、自分で自分が駄目な奴だとは自覚していたか。こいつが３ｒｄを倒せたのも、私の爆ばく弾だんをかわす事ができたのも、恐らく我妻由乃って女の協力の賜たま物ものだろう。


　自分じゃ何もできないくせに、自分に惚ほれた女の気持ちを利用して生き残ろうとしたクズ野や郎ろう。死んで当然だな。メソメソ泣いてる無様さは、まるで──、


　まるで、見知らぬ土地で両親を殺されて、一人泣きじゃくってるガキみたいだった。


　ふん……胸むなクソが悪い。


　４ｔｈが１ｓｔを始末したら、今度はすかさず４ｔｈを脅して自害させてやる。それが無理なら地じ雷らい原げんに誘さそい込んで爆殺するか。地雷はこっちからでも遠えん隔かくで起爆できるし──。


　と、そこまで私が考えた時。


　パラパラと私の頭上から何かが降ってきた。雨？　違ちがう、もっとキラキラした塊かたまりだ。春先だってのに雹ひようや霰あられか……？


　何気なく見上げた私の顔面に、影かげが落ちる。


　人だ。


　人が降ってくる。


　私の双そう眸ぼうに、影の持ち主の姿がはっきりと映った。校舎の窓ガラスを割って外に飛び出し、私めがけて落下してくる体操服の少女……。その鬼き気き迫せまる表情。胸のゼッケンには『我妻』とある。


　我妻……。


　我妻、由乃だ。


「な……ッ？」


「ユッキーは殺させないィィっ！」


　手に持った大きなガラス片へんを振ふり下ろし、私の左ひだり肩かたに突つき刺さしてきた。凄すさまじい激痛が全身を駆かけ抜ぬける。


　馬ば鹿かな？　あの高さから飛び降りて、これほどピンポイントに当ててきただと？　しかも得物は割れたガラスだ。握にぎるだけで指が切れ、血が滲にじむような凶きよう器きでよくもそんな攻こう撃げきを仕掛けてくる。まともな人間にできる事じゃなかった。


「ぐっ、あっ……！　お前は！」


　お前は……一体何者なんだ？　普ふ通つうじゃねぇぞこいつ。温室育ちのそこらの中学生とはオーラが違う！　今まで何十人も何百人もその手で殺してきたみたいな、異常な女だッ！


「らぁああぁっ！」


　左肩の激痛に耐たえつつ、私は回し蹴げりで我妻由乃を退ける。幸い傷は浅かった。突き刺さったガラス片もキックの衝しよう撃げきで抜け落ちる。爆弾を仕掛けた廊ろう下かを全力疾しつ走そうして、さすがのこいつも全身の疲労が隠かくせないようだ。だいぶ動きが鈍にぶくなっていた。


　だがそうやって我妻由乃と遊んでいる間、４ｔｈは何やら１ｓｔに入れ知ぢ恵えしていたらしい。突とつ然ぜん、「スタートっ！」という４ｔｈの声が響き渡わたった。瞬しゆん間かん、１ｓｔがこっちに向かって猛もうダッシュしてくる。


「ば、馬鹿かあいつッ？」


　正気の沙さ汰たとは思えない。自分の未来日記を奪うばわれてるってのに、地雷原を突っ切って走ってくるだと？　自殺行こう為いじゃないか？　それとも何か有効な策でもあるっていうのかッ？


「ユッキー！　二メートル先に地雷！　左に避よけて！」


　我妻由乃の声がグラウンドにこだまする。そのナビゲーション通り、１ｓｔは二メートル先の地雷を見事に左に避けた。


「な……にっ？」


　地雷をかわした？


「一メートル先に地雷！　右へっ！」


　さらに次の指示に反応し、１ｓｔが的確に地雷を避けていく。


　まさか……我妻由乃も未来日記所有者だというのか？　１ｓｔの行動を予知できるようなタイプの日記を持っていると？　それなら確かに１ｓｔの無む茶ちやな行動にも合が点てんがいった。


　若い女の所有者と言えば、私を除けば２ｎｄか６ｔｈのどちらかだ。シルエットや口調からして、恐らく２ｎｄの方だろう。まさか桜見中学校だけで三人も所有者が揃そろっていたとは……思えば１ｓｔと初めて接せつ触しよくした際の、タイミングの良過ぎる登場からして疑うべきだった。


　奴らの連れん携けいはこうだ。


　まず２ｎｄが『１ｓｔが地雷を踏ふむ』未来を予知し、その回かい避ひ方法を口頭で伝える。１ｓｔがその指示に従うと、当然、日記は地雷をかわした内容に書き換かわる。そこで２ｎｄが、さらにその先の未来を新たに予知する。これをひたすら繰くり返せばいい。


「三メートル先に地雷！　左へっ！」


　ついに１ｓｔは、自分の携けい帯たいが載のせられた地雷の元へと辿たどり着いた。走りながらこれを素す早ばやく拾い上げる。まんまと自分の未来日記を奪い返しやがったんだ。しかもそのままスピードを緩ゆるめる事なく、まっすぐ私めがけて突っ込んで来る。


　どうやら日記を取り戻もどすだけでなく、私を倒してサバイバルゲームから脱だつ落らくさせるつもりらしいな。３ｒｄに続く二匹ひき目のドジョウってか？　冗じよう談だんじゃない、こんな所で殺されるわけにはいかないんだよ！


　もちろん私は遠隔操作で地雷を爆ばく破はしようとしたが、４ｔｈが次々と発はつ砲ぽうしてくるからキーボードの操作がおぼつかない。


「クッ、４ｔｈ貴様ぁーっ！」


　奴は知っているはずだ。私を倒せば心音爆弾が連動する事を。それなのに１ｓｔを焚たき付け、自分も後衛をしてくるという事は……西島たちが爆弾の解除に成功したのか？　イヤホンを装着していれば、手ぶらでも連絡は取り合えるからな。


「あのガキ……いい走りっぷりじゃねぇか！」


　４ｔｈの拳けん銃じゆうの弾たまは確実に私の急所を狙ってきていた。最初にグラウンドに現れた時の威い嚇かく射しや撃げきとは明らかに異なっている。畜ちく生しよう、４ｔｈといい１ｓｔといい２ｎｄといい、どいつもこいつも厄介な日記所有者だな！


「ユッキー、次は二メートル先を右！」


　駄目だ、まずは２ｎｄの日記をどうにかしなくては。このままじゃ１ｓｔが懐ふところにまで飛び込んでくる。４ｔｈの狙そ撃げきを警けい戒かいしつつ、私は回し蹴りで２ｎｄの携帯を弾はじき飛ばした。


「お前も『所有者』だったとはっ！」


　疲ひ労ろうがピークに達していた我妻由乃はみすみす自分の日記を手放してしまう。できれば完全に破壊したいところだが、今はそれどころじゃなかった。


　幸い、４ｔｈの奴は拳銃が弾切れになったらしい。その援えん護ご射しや撃げきをピタリと止やめてしまっていた。いいぞ、これで１ｓｔはナビゲーションもバックアップも無しに地雷原を走る羽目になる。ちょっとだけ勇ましくなっていた１ｓｔの顔が、また見る見る情けない表情に戻っていった。


「うわっ、わっ！　超ちよう走ってるよーっ！」


「踏むまでもない！　こっちから爆破してやるわ１ｓｔ！」


　まずこいつを殺し、次いで２ｎｄも始末。最後に４ｔｈの息の根を止めれば……。


「駄目っ！　ユッ……」


　２ｎｄが叫さけぼうとした、その時だ。


「あたっ？」


　何やら硬かたいものが私の脳天を直ちよく撃げきした。今日はよく上から何かが降ってくる日だな。さっきは２ｎｄが叩たたき割ったガラスの破は片へんだったが、今度は一体何だ？　地面に落ちたそれに視線を送ると、何の変へん哲てつもない、学校で使う一冊の教科書だった。


　だが降ってくるのはその一冊だけじゃない。見上げると、他ほかにもノートやら文ぶん房ぼう具ぐやらが空一面に飛び交かっていた。教室に閉じ込めていた連中が、窓から身を乗り出して、投げられる物を手当たり次し第だいに放ほうり投げているんだ。校舎の窓のあちこちから……下は一階、上は四階から、とにかくありったけの物を私めがけて投げつけてくる。


「雪輝走れーっ！」


「雪輝ーっ！」


「走りぬけ天野ーっ！」


　連中、教科書やノートを投げる事で私の邪じや魔まをしながら、１ｓｔに向かって大声で声援を送っていた。


「くっ、こっ……こいつら！」


　窓から物を投げるなんざ、妨ぼう害がいとしちゃ原始的過ぎて効果は薄うすい。だが全校生徒、教師も含ふくめた全ての人間が一いつ斉せいに行えば、その威い力りよくは想像を遥はるかに超こえるものがあった。おかげで地雷を遠隔操作で爆破させようとしても、完全にタイミングをずらされてしまっている。１ｓｔのはるか後方で虚むなしく爆発するだけだ。


　ふざけやがって……散々１ｓｔを見殺しにしようとしたくせに、今さら善人面するんじゃねぇよ！　こっちが劣れつ勢せいになった途と端たん、手のひら返して１ｓｔの味方か？　虫のいい連中め！


　だが罵ののしってる暇ひまはねぇ。


　あと十メートル……このままじゃ辿り着かれる！


　普ふ段だんの私なら１ｓｔとの格かく闘とう戦も圧あつ倒とうする自信はあるが、２ｎｄにやられた左肩が疼うずく。あの女と二人同時に相手して、おまけに後衛に４ｔｈもいるとなると、さすがの私でも敗北の二文字が頭をよぎった。


　これまでか……？


　いや、まだだ。


　抗あらがい続ける事で届く奇き跡せきというのもある。


　私は今までそうやって、たった一人で生き抜いてきた。『失敗』した自分はイメージしない。存在するのはただ『成功』する自分。それだけだ。『成功』が偶ぐう然ぜんであったとしても、その積み重ねで生き抜いてきた事実に変わりはないのだから。


　こうなりゃ一か八ばちか……。


　タイミングを合わせて遠隔操作できないのなら、１ｓｔが自分で踏むよう仕向けるしかない。奴と私との直線ルートで、残っている地雷はあと一つ。


　あの小石の脇わき……１ｓｔから見て、右側だ。


　降り注ぐ教科書やノートに四苦八苦しながら、私はあえて地雷とは反対側、つまり小石の左側に視線を送った。左側を踏んでくれるように期待している──そう奴が勘かん違ちがいするように。


　右だっ！


　右を踏めっ！


　内心そう願いながら、視線は左側から逸そらさない。いくら馬鹿ガキの１ｓｔでもこっちの視線には気づくはず。そして裏をかいたつもりになって、まんまと小石の右側を踏んじまうってわけさ。あのステップのタイミングからすれば、間ま違ちがいなく奴やつが踏むのは小石の右側……。


　ダン！　と力強く１ｓｔが大地を蹴る。


　その右足が、踏みしめたのは。


「……ひ、左？」


　小石の左側だった。


　くそ……『失敗』した。１ｓｔはこっちの意図に感付いて、裏の裏をかいてきやがったんだ！


「『目は口程ほどに物を言い』……だっけ？」


　１ｓｔが顔を上げる。その眼光。涙なみだを浮うかべてはいるが、さっきまでの情けない目つきとは別人だ。強い意志で前に向かって進む、何かを信じた人間の目だった。学校の仲間が力を貸してくれたから……自分も頑がん張ばるってか？　つくづく青あお臭くさいガキだな！


「バレバレなんだよっ！」


　腰こしのポーチからダーツを一本取り出す。


　こいつ……ダーツなんか持ってやがったのか！　マズイ、マズイ、マズイ……！


　日記を破は壊かいされるのはマズイ──ッ！


「１ｓｔ！」


「ユッキー！」


　４ｔｈや２ｎｄが叫ぶ。畜生、いつもならこんな鈍い攻こう撃げき、いくらでもかわせるのに……。２ｎｄにやられた傷が疼いて、身体からだが思うように動かねぇ！


　日記だけは何としても守り抜ぬく！


　どうすればいい、どうすれば……。


　イメージするんだ、『成功』した自分を！


「……ぐぁぁッ！」


　直後、グラウンドに響ひびき渡ったのは、私の悲鳴だった。


　だがそれは日記の破壊による断だん末まつ魔まの悲鳴なんかじゃない。日記を守り抜いた代だい償しようによる悲鳴だ。


　１ｓｔのダーツ。


　その鋭するどい先せん端たんが、私の左目に突つき刺ささっている。


　ダーツから右手の日記を守るためには、別の何かで受け止めるしかなかった。左ひだり腕うでは肩かたの傷でまともに動いちゃくれない。身体を捻ひねって盾たてにしていては間に合わない。ならば残る選せん択たく肢しは一つ。身体の正面……それも致ち命めい傷しようとならない部位を犠ぎ牲せいにするだけだ。思うように動かない身体でこの条件に合がつ致ちした場所は、左目しかなかった。


　けれどこれは『成功』だ。


　代償は大きかったが、とりあえず日記だけは守り抜いた。


　やれる……。


　私はまだまだ、生き延びる事ができる！


　左目からダーツを引き抜いている隙すきに、スカートの下から伸のびるキーボードと起き爆ばくスイッチを、２ｎｄが引きちぎった。抜け目の無い女め。これで爆ばく弾だんは完全に無力化されちまった格好だ。残っているのは私自身が所持している心音爆弾くらいなもの。


　この身体の傷に加えて攻撃のための武器も無いとなると、やはり一いつ旦たん撤てつ退たいするしか道は残されていないようだった。


「お前の負けだ９ｔｈ。その傷じゃあ動けねぇだろ」


　弾だん丸がんを補ほ充じゆうした拳銃を構え、４ｔｈがにじり寄る。警察官が無む抵てい抗こうの犯人を問答無用で射殺したら問題だからな。ひとまず私を取り押さえるつもりか。しゃらくさいッ！　天下のみねね様が、警察ごときに捕とらえられてたまるかッ！


「な……める、なぁッ！」


　私は最後の隠かくし球だまを一斉発射してやった。スカートの中に仕込んでおいたスモーク弾だ。確かに攻撃のための武器は全すべて失ったが、逃とう亡ぼうのための武器はまだまだ残っている。退路も用意せずに戦いを挑いどむほど私は無能じゃないさ。何より最大の逃亡ツールが未いまだ健在なんだから。


「私の『日記』はッ！」


　最大の逃亡ツール……必死に守り抜いた自分の日記の画面を、私は右目で確かく認にんした。





【５月２日　14：04】桜見中グラウンド→東側フェンス　１ｓｔに左目を刺される。だが逃走には支障なし。警察の包ほう囲い網もうの手て薄うすな場所を突とつ破ぱして脱だつ出しゆつする。発はつ砲ぽうしてくるがスモーク弾のおかげでかすりもしねぇ。楽勝だぜ！





「『逃亡日記』！」


　これがある限り、私は決して捕つかまらない。逃にげて逃げて逃げまくってやる。逃げる事も私の戦いの一つなんだ。


　スモーク弾で立ち込めた煙えん幕まくの中、あらかじめ隠しておいたオートバイを駆かり、私は警察の包囲網を突破していった。桜見中学校の東側フェンスをなぎ倒たおし、銃じゆう弾だん飛び交う中逃走する。日記の予知通り、警察の弾丸は私にかすりもしなかった。馬ば鹿かめ、逃亡日記を持つ私を捕らえられるとでも思っているの？


　今はとにかく全力で逃げるわ。


　どんなに無様でも、生き抜くために逃げ続ける。生きなければ勝つ事もできない。『成功』する自分をイメージできない。


　でも逃げっぱなしでは終わらないよ。今日の逃亡は、明日の勝利のため……『成功』する自分のための礎いしずえなんだから。


　覚えておくがいい１ｓｔ。


　この左目の借りは……必ず返す！





　　　　※





　９ｔｈが逃亡した事で、ユッキーの《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》は無事回かい避ひされた。無差別日記の記述が書き換かわっていく。





【５月２日　14：04】《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》回避





　警察はすぐに非常線を張って９ｔｈを捕らえようとしてるけど、たぶん徒労に終わると思う。逃亡日記……常に逃走経路を確保するあの日記は、想像以上に厄やつ介かいな代しろ物ものだわ。４ｔｈの捜そう査さ日記の力を駆く使ししてかろうじて対たい抗こうできるくらいね。


　でも捜査日記だけでは、追い詰つめる事はできても戦う事は難しいはず。そこはユッキーの無差別日記と私の雪輝日記を合わせた、完全な未来日記で迎むかえ撃うつしかない。


「天野と我妻と俺の、三人の『未来日記』が必要だな」


　同じ事を４ｔｈも考えてたみたいだ。後始末を一通り、部下の刑けい事じたちに指示した後、私とユッキーに微笑ほほえみかける。９ｔｈを……そして他の所有者を倒すためには、私たち三人が力を合わせる必要があった。


「９ｔｈや他の所有者はきっとまたお前を狙ねらってくるぜ？　奴らを捕まえ、この馬鹿なゲームを終わらせなきゃならん」


　４ｔｈがユッキーに右手を差し出す。


「三人の共同戦線『未来同盟』だ。よろしくな天野」


　ユッキーも喜んでこれに応じた。


　まったくもう……。ユッキーは相変わらずお人よしだね。いくら警察官だからって、そんな簡単に４ｔｈを信用してもいいの？　日記所有者である以上、いつかは戦わなくちゃいけないんだよ。これはたった一人だけが生き残れる、サバイバルゲームなんだから。


　どうせ４ｔｈだってすぐにユッキーを裏切るに決まってる。今日の学校のみんなみたいに。誰だれも信用できないわ。ユッキーを守れるのは私だけ。


　私がユッキーを守るの。


　この世界は私とユッキーさえいればそれでいい。


　他の誰も存在する必要なんてない。


　ただ……。


　さっきも言った通り、９ｔｈの逃亡日記に対抗するには、４ｔｈの捜査日記はかなり有効だった。それに捜査日記は捜査情報を予知する日記。つまり、敵が犯罪者じゃない限り予知には引っかからないという欠点がある。


　私やユッキーは警察に追われるような悪人じゃないもの。４ｔｈが裏切ろうとしても、捜査日記は役に立たない。


　実際、雪輝日記をスクロールして調べてみても、４ｔｈと同盟を結んだ事によってユッキーに危険が及およぶ事は一いつ切さい無かった。……今のところは。


　とりあえず同盟を結んでおいて損は無い、か。


　４ｔｈが邪じや魔まになったら私が殺せばいいんだものね。


　そうやって日記をスクロールしていって……私は最後の方でとんでもない記述を見つけてしまった。別にユッキーに危険が迫せまる内容じゃない。


　でもこれは……。これはっ？


「行こう由乃」


　ユッキーが手を差し伸べてくれる。私は声の震ふるえを懸けん命めいに抑おさえながら、笑えみを返した。


「う、うん……ユッキー」


　私が見つけた記述。


　それは今から約三ヶ月後。





【７月28日　21：10】ユッキーが由乃と結ばれる。《ＨＡＰＰＹ　ＥＮＤ》。





　私とユッキーの、ゴールインを予知した記述だった。
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　僕は暗い夜道を一人走っていた。


「ハァッ、ハァッ……ハァッ……」


　由ゆ乃のが後ろから追いかけて来てる気がする……！　もう夜の七時。街灯の少ない道は見通しが悪く、闇やみの中に誰かが溶とけ込んでいても全く気づかない。


　気のせい……気のせいだ！


　住宅街を走り、『天あま野の』の表札が掲かかげられた門を一直線に目指す。僕の家だ。門を開けると、閉める時間も惜おしんで全速力で前庭を駆け抜ける。玄げん関かんの鍵かぎを開けて家の中に滑すべり込んだ。


　まだだ！　まだ安心できない！


　ドアを閉じると同時に、すぐさま鍵を捻ひねってロックをかける。


　よし……これでやっと一安心。無事に家に辿たどり着けた。良かった……本当に。


　安あん堵ど感かんから一気に力が抜け、電気も点つけずに玄関にへたり込む。


　ようやく落ち着いた。


　ここまではさすがに追いかけてこないだろう。


　ふと見ると、下げ駄た箱ばこの上のボードに母さんからのメモが貼はってあった。来くる須すさんが明日迎えに来ると電話があった……との事だ。昼間に戻もどってたのか。


　それにしても……。


　由乃の家の、あの『ふすま』の向こう……。あれは一体……。


　思い出したくもない光景だ。ほんの一いつ瞬しゆんしか見ていないのに、網もう膜まくにしっかりと焼き付いて、こびりついてしまっていた。今日は由乃と色々な場所に行ったはずだけど……ほとんどの記き憶おくはあの一瞬で上書きされている。それほど強きよう烈れつな光景だった。


　暗い部屋の奥。どす黒く変色した血ち糊のり。至る所に刻み込まれた刀傷。そして、毛布に包くるまれ、折り重なっている、三つの──。


　三つの──。


　カチャ、とドアポストの蓋ふたが開く。


　僕は振ふり返った。


　横に細長い長方形の窓……その僅わずかな隙すき間まの奥に、二つの瞳ひとみが鈍にぶい光を放っていた。宝石のように綺き麗れいで、だけど何の感情も見当たらない、無機質な双そう眸ぼう。瞳どう孔こうが大きく開き、爛らん々らんと輝かがやく横並びの眼め。


「お休みユッキー……」


　ドアの向こうから、由乃が覗のぞいていたんだ。


　全身に鳥とり肌はだが立った。


「何考えてんだよぉぉ！　お前はぁぁぁっ！」





　　　　※





　どうしてこんな事になったのか……。


　五時間ほど、時を遡さかのぼる。９ｔｈとの戦いから二日後。五月四日。僕と由乃は遊園地でデートする事になった。来須さんが言うには、これはれっきとした作戦なんだそうだ。


　つまり、逃亡中とはいえ９ｔｈはまだ僕を狙っている。一方来須さんは９ｔｈや他の所有者の情報を収集しているものの、同時に警察官としての仕事もこなしていかなくちゃいけない。だから僕と由乃は来須さんの目の届く場所に待機していて欲ほしい。


　そんなわけで、桜見署のすぐ近くにあるこの遊園地で由乃と二人で過ごす事になったんだ。要するにこれデートだよね……。どうせ学校も休校だから構わないんだけど。


　由乃の方はもう完全にルンルン気分らしく、ジェットコースターやらメリーゴーランドやら、次々と僕をアトラクションに引っ張っていく。まぁいい機会かもしれない。ずっと疑問だった事……由乃がなぜ僕を追い回すのか、タイミングを計って聞いてみよう。


　カフェテリアで軽く食事を取った後、由乃はお化け屋や敷しきに行こうと誘さそってきた。


　うう、僕こういうの苦手なんだよなぁ。ジェットコースターは怖こわいし、メリーゴーランドも恥はずかしいけど、お化け屋敷は輪をかけて苦手だった。由乃の奴やつ、僕が怖がりなの分かってるくせに……。


　いくら作り物だって自分に言い聞かせても、やっぱり怖いものは怖い。骸がい骨こつが飛び出してきたりすると、「うわぁっ！」とか情けない悲鳴が飛び出ちゃうよ。その上、腕うでを組んだ由乃が僕にしがみついてくる。


「わっ、わっ、くっつき過ぎだって由乃！」


　自分から誘ったくらいだし、こんなの由乃にしてみればへっちゃらだろうに……。うわっ、密着してくるから胸が肘ひじに当たってるよぅ。


　今度は背後から幽ゆう霊れいが出てくる。これもメイクした普ふ通つうの人間なんだろうけど……やっぱり怖かった。


「うわぁぁぁっ！」


「キャァァァッ！」


　二つの悲鳴が同時にハモる。その途と端たん、由乃は僕を引っ張って出口の方へ一目散に逃にげ出した。


　あれ？


　二つの悲鳴？


　由乃、ひょっとして怖がってる……？


　お化け屋敷の中だと暗くてよく表情が見えなかったけど、外に出るとすぐ分かった。由乃はほとんど半泣きになって震えている。９ｔｈ相手に一歩も引けをとらなかった、あの勇ゆう敢かんなイメージとは全然違ちがう。


「もうー、何なのよここぉ……」


　意外だ……。由乃もやっぱり女の子なんじゃないか。


「怖かったぁ」


　そうやって安あん堵どの息を漏もらす仕草は、普通の中学生の女の子そのものだった。


　絶ぜつ叫きようマシンで悲鳴を上げる顔。


　コーヒーカップを回して微笑む顔。


　ニコニコ飲み物を買ってくる顔。


　その一つ一つが、やけに可愛かわいく見える。隙すきを見て話を聞き出すつもりだったのに……由乃ってこんな普通の顔もできたんだ？


「ユッキー次はここ入ろ！」


　由乃はどんどん僕を引っ張ってリードしてくれる。指差した先の看板には、『流れる温水プール入場口』とあった。


「え？　ちょ、ちょっと……ここは！　まずいって由乃！」


　プールって事は、水着をレンタルして着るんだよね……？


　女の子と一対一で、そんな肌はだの露ろ出しゆつの多い格好をするのはちょっと気恥ずかしい。そりゃ由乃とは一年の時も同じクラスだったから、水泳の授業とかはあったけど、その時はクラスのみんなと一いつ緒しよだったからなぁ。おまけにレンタルの水着って事は、たぶんスクール水着なんかよりもっと派手で、大だい胆たんな水着を着てくるかもしれない……。


「ユッキー！」


　案の定、由乃は結構きわどいビキニを身に着けてきた。僕は普通のトランクスだけど、やっぱりなんだか照れ臭くさい。身体からだを隠かくすように物もの陰かげに身を潜ひそめてしまった。


「で、出ていけないよォ……」


「……普通逆だよ、ユッキー」


　呆あきれた由乃が強ごう引いんに僕の手を取って、プールの中に引きずり込んでくる。


　初めて間近で見る由乃の水着姿は、膨ふくらんでいる所は膨らんでいて、引っ込んでいる所は引っ込んでいて、思わず見とれてしまうシルエットだった。中学生なら十分過ぎるプロポーションだ。特に何と言うか、胸の膨らみが結構大おっきくて……。


「んー、この水着サイズ合わないなぁ」


　そんな事を言いながら、水の中でトップスの位置を直している。目の前でそんな事されても目のやり場に困るよ……。僕は鼻の近くまで水に浸つかって、火ほ照てった頰ほおを冷やした。


　まずい、じっと胸を見てたなんて思われたら気まずい。何か話さなくちゃ。えっと、何か会話が弾はずみそうな話題は──。


「よくこういうとこでおしっこする奴いるよねー」


　って、何言ってんだ僕ッ？


　もうちょっとマシな切り出し方があるだろ！


　慌あわてて取り繕つくろおうとしたけど、由乃は別に気にしていないようだった。というか、どうも様子がおかしい。水面越ごしにじっと自分の胸むな元もとを見つめていて、それどころじゃないみたいだ。


「由乃？」


　声をかけると、彼女は涙なみだ目めになって顔を上げた。


「水着、流されちゃった……」


「ちょ、え……？　うわぁーっ？」


　ここは流れる温水プールだ。由乃の後方に視線を向けると、確かにさっきまで胸にあったトップスが、水流に呑のまれて流されていくのが見える。サイズが合ってないって言ってたけど、まさかこんな事になるなんて。


「ぼ、僕取ってくるよ」


「駄だ目めっ！」


　慌てて後を追いかけようとした僕を、由乃が懸けん命めいに食い止める。


「ユッキーが行ったら私一人になっちゃうでしょ！　お願いだから係の人を呼んで！」


　そ、それもそうか。僕の泳ぎじゃ追いつくのに時間もかかりそうだし。それにしても珍めずらしく由乃が怒おこってらっしゃる……。


　プールサイドを歩いていた係の人を呼びとめ、僕が事情を説明する。すぐに水着を取りに行ってくれた。数分もすれば見つけてきてくれるだろう。


　数分……。


　その数分が長いんだよなぁ。


　ただでさえ話題を探しにくかったのに、その上由乃が上半身裸はだかだなんて……どうしたって変な想像しちゃうよ。かなり気まずい時間が流れる。間が持たない。


　いま由乃は上半身、何も身に着けてないんだ……。もちろん手で隠してはいるけど、その手の下には二つの膨らみが露出してるんだ。そう思うと……。


「あら、ごめんなさい」


「キャッ？」


　近くにいたおばさんが、不意に由乃にぶつかった。その衝しよう撃げきで由乃が僕の胸に倒たおれ込んでくる。いや倒れると言うより、抱だきついてきたと言った方が正確だろう。由乃は両りよう腕うでを僕の背中に回すような格好になっていて、大事な所は僕の胸板に密着する事でかろうじて隠されていた。


　うわっ、胸が……。胸が押し付けられて……。


「……駄目っ。動いちゃ駄目……っ！　動くと他ほかの人に見られちゃう──」


　由乃が耳たぶまで真っ赤にして囁ささやく。僕は返事らしい返事もできなかった。


「あっあっ……」


　言われなくても動けないよ……。ほとんど裸同然の女の子に抱きつかれて、こっちもカチコチに緊きん張ちようしてしまってるんだから。全く身動きできない。それに恥ずかしいのは僕も同じだ。顔から火が出そうっていうのはこういう時に言うんだろうな。


「う、うん……」


　かろうじてそれだけ言って、僕たちは数分間、プールの中で身を寄せ合っていた。


　きっと周りの人は、仲のいいカップルだと思っていただろう。


　確かに由乃は僕に好意を持っているみたいだ。彼女にしてみれば今日の遊園地は、デート以外の何物でもない。本当に楽しそうだった。


　でも僕は……。


　僕は、由乃の事をそんな風には見られない。


　だいたい、あいつはわけの分からないストーカーじゃないか。僕の事を追い回して、雪ゆき輝てる日記なんてものを勝手につけて。今は僕を守るために戦ってくれてるけど、それだって本心はどうだか分からない。このサバイバルゲームで最後に生き残れるのは一人だけ。仮に他の全員を倒して、僕と由乃だけが生き残ったら……。


　その時、由乃はどうするつもりなんだろう？


　そして僕は、由乃をどうするだろう？


　生き延びるために由乃の気持ちを利用している僕。そんな僕に喜んで利用されている由乃。僕たちの関係は、仲のいいカップルなんて単純なものじゃなくて、もっともっと複雑で難解で、歪いびつに捻ねじれた関係だった。


　とにかく今は……由乃がなぜ僕を追い回すのか、その理由をハッキリと聞いてみよう。


　プールでひとしきり遊んだ後、僕たちは次の場所に移動する。


　別に予定を決めてあるわけじゃないけど、遊園地のデートといえば定番中の定番の一つ──、大きな観覧車に乗る事にした。ゆっくり動くゴンドラの中で、二人っきりの時間を過ごすんだ。デートには絶好の場所。そして、疑問をぶつけるにも絶好の場所だった。


　僕は思い切って尋たずねてみた。


「……由乃は何で僕を追い回すんだ？」


　数秒の沈ちん黙もく。


　ちょっと困ったような顔をして、由乃は口をつぐむ。やっぱり聞かれたくない事なんだろうか。逆に質問してくる。


「ユッキー、何でさっきプラネタリウムを避さけたの？」


　プラネタリウム？


　ああ……観覧車に乗る前、二人で歩いている時に見かけた、あの建物か。別に避けたわけじゃないけど……。何となく行きにくくて、由乃に連れ込まれる前に「ここはよそう」って素す通どおりしたんだ。


「ユッキー好きでしょう？　星」


　観覧車の座席から、由乃がゆっくりと立ち上がる。僕たちは向かい合うように座っていたから、丁度由乃に見下ろされるような形になった。


「……ひどいよ、また『日記』？」


「違う」


　由乃の顔が迫せまってくる。どうせまた雪輝日記で僕の事を調べたんだろうって思ったんだけど、違うみたいだ。そうじゃないとすると、どうして星が好きだって事を……。


「ユッキーが教えてくれたんだよ？」


　僕が……教え……？


　あれ？


　そういえば昔……そんな会話を交かわしたような覚えがある。放課後の、夕焼けの教室で。相手は髪かみの長い、同じクラスの女の子……。


　記き憶おくの扉とびらがノックされた。


『どうしたの？　まだあなたも書けてないの？』


『先週父さんと母さん離り婚こんしちゃってさ』


『なら私と星を見に行かない？』


　ヤバ……。思い出してきた。


　そうか一年の最初の頃ころ、僕は由乃と話をした事があったんだ。


　確かあの時──。


　あの時僕たちは──。


『私が未来のお嫁よめさんになってあげる』


『大人になったらね』


　そんな約束を、交わしたんだった。


　大人になったら、お嫁さんにしてあげる。


　僕と由乃の、二人だけの秘密の約束。


　でも……あれはほんの軽い気持ちで言った事だ。あんなの誰だれだってただの冗じよう談だんだと思うじゃないか。だから適当に返事しただけなのに。現に僕は今の今まですっかり忘れてしまっていた。由乃だってそれくらい、分かってるだろ？


「それが原因……？」


　僕は彼女を見上げた。その顔がどんどん近づいてきている。


「たったそれだけの事で……？　違ちがう……よね？」


　由乃が僕の肩かたに手を置く。


「由乃はまだ何か隠してるんだ……よね？」


　やがて二人の顔が、吐と息いきを感じられるまでの距きよ離りになった。由乃の曇くもりない瞳ひとみに僕の顔が映っている。鼻と鼻がぶつかりそうなくらいの近さ。


　そして……。


　由乃の唇くちびるが、ゆっくりと……。


　ゆっくりと、僕の、おでこを撫なでた。


「秘密……」


　桜色の唇が笑えみをたたえる。


「何でおでこなのさ……？　ま、前みたいに……」


　もう由乃とは二回も唇でキスしてるんだ。今さら照れてるわけでもないだろうに。そう口を尖とがらせると、はにかむように由乃が微笑ほほえんだ。


「次はユッキーからしてね。私はいつだってユッキーを守るから、そのご褒ほう美びに」


「ご褒美……」


　生き延びるために由乃の気持ちを利用している僕。そんな僕に喜んで利用されている由乃。僕たちの関係は、複雑で難解で……。


　やっぱり歪に捻じれていた。





　　　　※





　遊園地を出た後、僕は由乃を家まで送っていった。純和風の、かなり大きなお屋や敷しきだ。さすが我が妻さい銀行の社長……いや、元社長の邸てい宅たくってとこか。広過ぎるためなのかどうか、家の中からは一いつ切さい、人の気配が伝わってこなかった。


「ユッキー……家に寄っていかない？」


　由乃からの誘さそいに、僕も「うん……」と答える。べ、別に家に寄ったからって、変な事するつもりはないんだけど。でもやっぱり女の子の家にお邪じや魔まするっていうのは、ちょっとドキドキするよね。


　僕を座敷に通すと、由乃は携けい帯たいで西にし島じまさんに帰宅の報告を済ませた。西島さんっていうのは、来須さんの部下の刑けい事じさんだ。以前僕に聞き込みをした事もある。一応今日のデートはデートじゃなくて、９ｔｈを警けい戒かいした待機行動なわけだから、連れん絡らくだけはしておかないと。


　それにしても……不思議なのは、家に入ってから一度も由乃が電気のスイッチを入れない事だった。もう時刻は午後六時過ぎ。かなり暗くなってるから、電気がないと周りがよく見えないのに。


「……電気、いま切られちゃっててね」


　由乃がお皿に蠟ろう燭そくを立てて持ってくる。そのおぼろげな光で初めて、テーブルの上にリンゴが一個、載のっているのに気づいた。


「あ、これ今朝裏庭でとったリンゴ。今むいてくるね」


　電気を切られた？　庭でとったリンゴ？


　豪ごう華かな邸宅とはあまりにイメージのかけ離はなれた言葉だ。いくら我妻銀行が破は綻たんしたからって、電気代にも事欠くような生活をしているとは思えないんだけど……。廊ろう下かに消えていく由乃の背中を見送りながら、僕は首を傾かしげた。


　由乃のお父さんは、この地域で最大規模を誇ほこる『我妻銀行』の社長だった人だ。由乃と親しくなかった僕でも、彼女が我妻銀行社長の娘むすめって事くらいは知っていた。それくらい大手の銀行だったんだ。


　でも昨年に我妻銀行は経営破綻。桜見市が公的資金を投入して、事実上買い取っている。私し企き業ぎように税金を投じるのはどうなのか、って市議会でも慎しん重ちよう論が多かったんだけど、救済せず倒とう産さんさせると地域経済に対する悪あく影えい響きようが大きいとの判断に至ったみたいだ。桜見市市長が強きよう硬こうに救済を主張して、議会を説得したってニュースでも言っていた。


　噂うわさだと、由乃のお母さんが鬱うつ病びようになったとかで、そのためにお父さんも仕事に手が回らず、経営悪化の一因に繫つながったらしい。あくまで噂レベルの話だけど。


　確か今は、由乃の両親は外国の銀行の役員に乞こわれて、夫ふう婦ふ揃そろって海外出張中なんじゃなかったっけ……？


　由乃と親しくなってからまだ一週間しか経たっていない。それも未来日記のサバイバルゲームに巻き込まれたから、なし崩くずし的にこんな関係に行き着いただけだ。家族の事とか普ふ段だんの生活の事とか、あまり立ち入った話を聞く雰ふん囲い気きでもなかった。


「……お手洗い借りよ」


　不意に催もよおした僕は、立ち上がってふすまを開け、座敷から廊下に出た。トイレの場所を由乃に聞こうと思ったんだけど、まずそもそも台所がどこなのかも分からない。由乃を捜さがすよりトイレを探した方が手っ取り早そうだ。『無差別日記』を使えば、いちいち聞かなくてもトイレくらいすぐ分かるからね。


　僕は携帯を開いて画面を覗のぞき込んだ。





【５月４日　18：04】我妻由乃邸居間／由乃がリンゴをむくために席を立つ。


【５月４日　18：05】我妻由乃邸廊下／右手奥廊下途と中ちゆう、おかしな部屋がある。


【５月４日　18：07】我妻由乃邸廊下／廊下の突つき当たりにトイレがあった。


【５月４日　18：10】我妻由乃邸居間／由乃がむいたリンゴを持って戻もどってくる。





　なるほど、廊下の突き当たりか。


　たぶんこっちの方向だろう。


　暗い廊下を慎重に進んでいく。


　──その時の僕は、ただトイレを探すだけのつもりだった。


　日記の通りにトイレを見つけ、そして戻るだけ。


　だけど……。


「何だろうこの部屋……？」


　右手に不自然なふすまが見えてきた。他ほかのふすまはガムテープで乱雑に目張りされていて、開けられないようになっているのに、このふすまだけは全く手付かずだ。ちょくちょく出入りしている部屋という事か。それとも何か大事な物を匿かくまっている部屋なのか。日記の通り、おかしな部屋だった。


　日記には部屋の中の事は書かれていない。


　これを開けると、未来が変わるって事だ。


　別に開ける必要なんてないだろう。もし由乃の家族と鉢はち合あわせしたら気まずいし、そもそも他人の家の部屋を勝手に覗くなんて失礼だ。どうしても気になるなら、リンゴをむいてきた由乃にそれとなく聞いてみたらいい。


　そう思ったんだけど……。


　なぜか、僕の手は自然とふすまの引き手に指をかけていた。


　聞こえたような気がしたんだ。


　部屋の奥から、「たすけて」っていう弱々しい悲鳴が。





　でもまさかそれが。


　僕らの『未来』を大きく変えるなんて。


　その時は、思いもしなかったんだ──。





　暗い部屋の奥。


　そこに広がっていた光景は。


　どす黒く変色した血ち糊のりに、至る所に刻み込まれた刀傷。明らかに尋じん常じようじゃない荒あれ方だった。むせ返るような鼻を突つく異い臭しゆうが立ち込めている。蝿はえなのか蛾がなのか、無数の虫が湧わいてあちこち飛び回っていた。


　そして、畳たたみの上に無造作に転がっている物体がある。


　最初は暗くてよく分からなかった。けどよく目を凝こらしてみると、おぼろげながら形が見えてくる。かなり大きな塊かたまりだ。毛布に包くるまれ、干ひ涸からびて折り重なっている、三つの──。


　三つの──。


「全部上手うまくいってたんだよ……？」


　不意に、背後から由乃の声が響ひびく。


「何で……」


　背筋に冷たい汗あせが流れた。


「何で開けちゃうのユッキー……」


　由乃が泣いている。でもそんな虚うつろな表情は僕の目には入らない。それよりも目の前の物体の存在を理解する方が、よほど重大だった。


　部屋の奥にあったもの。


　それは毛布に包まれ、干涸びて折り重なっている、三つの──。


　三つの、『死体』だった。





【７月28日　21：10】ユッキーが由乃と結ばれる。《ＨＡＰＰＹ　ＥＮＤ》。





　由乃の携帯の画面に表示されていた《ＨＡＰＰＹ　ＥＮＤ》の画面が、ノイズ音と共に、ゆっくりと消え去っていった。
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　牢ろうの中は地じ獄ごくだった。


　私には外の世界は視みえない。


　逃にげる場所もない。


　私が生きる世界は、この格こう子しの内側。


　座ざ敷しき牢ろうの中。





　そんな私にとって、母の形見の手て毬まりだけが心の支えだった。


　苦痛は、『視えない』世界からやってくる。私の支えは、いつも『視える』世界にいてくれるこの手毬だけ……。





　でもそれをある時、失った。


　私は唯ゆい一いつの心の支えを失ったのだ。


　手毬のない私にはもう耐たえられない……そう思っても、否いや応おうなく耐え続けざるを得なかった。


　永遠とも思える苦しみの時を。


　その苦しみが分かるかしら？





「こんな世界は無くていい……」


　……嫌きらいよ。


『視えない』世界なんて大だい嫌きらい。


「こんな世界……、私が神になって消し去ってやるわ！」





　手毬は『視えない』世界に消えた──。


　その日から私は、一いつ切さいの希望を見失ったままだ。


　あの手毬は……一体どこに行ってしまったの……？





　　　　※





　五月五日。午後一時過ぎ。


　僕と由ゆ乃のは、来くる須すさんの車で移動していた。昨日、母さんの置き手紙にあった通り、来須さんが迎むかえに来てくれたんだ。どうやら日記所有者に関する情報を入手したらしいんだけど……。正直、今の僕にとっては、ルームミラーに映る由乃の表情の方が気になって仕方なかった。


　後部座席に座っている由乃は、瞬まばたき一つせずにじっと助手席の僕を見つめている。か、監かん視しのつもりか……？　そもそも雪ゆき輝てる日記がある限り、由乃には僕の行動が筒つつ抜ぬけなんだ。来須さんに昨日の死体の事を相談しようとすれば、すぐに邪じや魔まされるのは目に見えていた。どうしよう……。


「９ｔｈが捕つかまったんだ」


　来須さんが呟つぶやく。僕が後ろばっかり気にして無反応でいると、怪け訝げんな視線を向けてきた。


「おい大だい丈じよう夫ぶか雪輝？」


「えっ？　あ、うん……」


　そうか、詳くわしい事情は車内で……って言われて訳も分からず車に乗せられたんだ。ようやく僕は運転席の来須さんに注意を傾かたむける。そうだな、由乃の事も気になるけど、正体も分からない他の所有者の情報もしっかり把は握あくしておかないと。来須さんはハンドルを握にぎりながら、自分の携けい帯たいを開いて、捜そう査さ日記の画面を表示させた。


「ここから二キロ先に『御お目め方かた教』という宗教団体がある。俺の捜査日記にそいつらが９ｔｈを捕まえたと出たんだよ」





【５月７日　09：05】御目方教が雨う流りゆうみねねを捕とらえたとの情報が教団内部から寄せられる。確かく認にんのため近くの警官を手配。


【５月７日　12：30】雨流みねね本人と確認。





　あれだけ警察の捜そう査さ網もうをかいくぐってきた９ｔｈが、こうもあっさりと捕まってしまうなんて。ちょっと意外だった。『逃とう亡ぼう日記』を駆く使ししても逃げられなかったって事か……？　何なんだ、御目方教って？


「御目方教は通つう称しよう『御目方様』と呼ばれる一人の巫女みこを祀まつり上げている。こいつが『千里眼』を使い、他人の未来を言い当てるんだそうだが……」


　未来を……言い当てる？


　まさか？


　僕と由乃が同時に叫さけんだ。


「日記所有者……っ？」


「まぁ待てよ。そうとは限らねぇだろ？」


　道路沿いには、御目方教の総本山を案内する大きな看板が立てられている。千里眼の導きがどうとか、派手な文字で描えがかれていた。


「千里眼……ね……」


　日記所有者かどうかは別としても、多くの信者を持つ有数の宗教法人である事は間ま違ちがいないみたいだ。


　僕たちが到とう着ちやくした御目方教総本山は、有名な寺社仏閣に匹ひつ敵てきする広大な敷しき地ちと巨きよ大だいな本堂を持っていた。信者たちが長ちよう蛇だの列を作って参拝している。屋や根ね瓦がわらのついた大きな門から、幾いく重えにも続く鳥居の参道を通って、本堂の入り口まで人の流れが全く途と切ぎれていなかった。何でも、予約を入れておかないと、普ふ通つうは御目方様に会う事さえできないらしい。敷地内にいる信者は、パッと見ただけでも百人か二百人……屋や敷しきの中にはもっと人がいるんだろう。来須さんの話じゃ、信者の総数は一千人にも上るらしい。


　来須さんは警察手帳を見せて、信者の人に御目方様との取り次ぎをお願いしていた。予約がなかったんで最初はいい顔をされなかったけど、すぐに約束を取り付ける。さすが警察……と言うより、御目方様って人が無理を聞いてくれたのかな。やっぱり、僕たちと同じ日記所有者だから、かもしれない。


　ともかく、僕たち三人は信者の人の案内で、本堂の奥へと連れて行かれた。廊ろう下かを渡わたり、障子の向こうの大広間へと足を踏ふみ入れる。そこには既すでに、お目通りを願う信者たちが正座して、部屋の左右に整然と待機していた。この広間だけでその数五十人は下らない。


「何これ……」


　だけど僕が一番驚おどろいたのは、信者の人数の多さじゃなかった。広間の奥に設置された、巨大な『座敷牢』だ。


　太い角材で組まれた大きな格子が、広間を分ぶん割かつするように横一面に設置され、高さは天てん井じように届くほどもある。前後左右、そして上面までも格子で囲まれた牢の中は、完全に外界と隔かく離りされていた。さながら途と方ほうもない大きさの鳥とり籠かごか。あまりに巨大な座敷牢だから、逆に牢の内側が広々と感じられるくらいだ。


「初めまして皆みな様さま」


　その座敷牢の中から、少女のたおやかな声が響いてくる。


「私が『御目方』。春日かすが野の椿つばきですわ」


　声の主は、和服を着て畳の上に正座している女の子だった。僕と同い年くらいだろうか。いでたちはまさしく巫女と呼ぶべき紅あかい着物で、気品ある黒くろ髪かみによく似合っていた。長く垂れた前まえ髪がみで右目が隠かくれているけど、後頭部のリボンとあいまって、不気味と言うより神秘的で愛らしい雰ふん囲い気きを感じさせる。


　このシルエット、どこかで……？


「お顔を良く見せて下さらない？　雪輝君」


　椿さんが身を乗り出し、格子の隙すき間まから左目で僕を見つめた。


「目が……？」


「私は生まれつきひどい弱視なの。それ故ゆえ、幼い頃ころからこの牢に籠こもって生活をしてきた……。楽しみと言えば、遠方からの客人のお話を日記にしたためる事ぐらい」


　そういう事だったのか。どうりで、ちょっと瞳ひとみに違い和わ感かんがあると思った。椿さんが文ふ机づくえの上に置かれた日記を手に取る。丁てい寧ねいに表装された巻物……その和紙の上に、墨すみで文章が書かれていた。


「ところが数週間前からその日記が未来の出来事を教えてくれる様になったのです」


　未来の……出来事？


　って事は！


「私はこれを『千里眼日記』と呼んでいます。遠く離はなれたものの未来が予知できる。それが私、６ｔｈの未来日記」


「やっぱり日記所有者！」


　僕も由乃も来須さんも、一いつ斉せいに身を強こわ張ばらせる。


　いや待て、落ち着け。大丈夫。こんな事もあろうかと、来須さんは伏ふく兵へいを置いてきたって言っていた。定時の連れん絡らくが無ければ、桜見署に待機している来須さんの部下たちが、この御目方教総本山を攻せめる手はずになっているんだ！


「──なるほど。桜見署に伏兵を置いていますね。周しゆう到とうです」


　って、あっさり千里眼日記の予知で見破られてるし。


「うわっ！　わぁっ！」


[image: ]


　僕は思わず頭を抱かかえ、這はい蹲つくばるようにして来須さんの背後に隠れた。まさか９ｔｈに続いて、こんなに早く次の所有者が現れるなんて。ど、どうしよう……。敵の本ほん拠きよ地ちの真っ只ただ中なかじゃ、手も足も出ないよ！


　でもガタガタ震ふるえる僕を見て、不意に椿さんが噴ふき出した。巻物で口元を隠し、懸けん命めいに笑いを堪こらえている。


「クックックッ……。ひどい人じん畜ちく無害振ぶりね」


　堪えきれずに「アハハハ……」と小さく笑い声を漏もらす。僕たちはその意外な反応に面めん食くらった。相手の正体を確かめた途と端たん、問答無用で襲おそってきた３ｒｄや９ｔｈとはかなり違ちがうリアクションだ。


「言っておきますが、私は神になりたいとは思ってませんわ。神の声を聞く巫女ですもの。神そのものになろうなんておこがましい。……９ｔｈは地ち下か牢ろうです。もちろんあなた方も無事に帰します」


　一応、道理は通っているのかな？　日記所有者が必ずしも神の座を欲ほつしているとは限らない。中立な立場の所有者というのも、ありえる話だ。けどそれだけで信用していいものかどうか……。来須さんが憮ぶ然ぜんと言い返した。


「どういう事だ？　気持ち悪いぞ？」


「今の私に……些さ事じに構う余よ裕ゆうはないのですよ」


　椿さんが千里眼日記をめくり、僕たちに文面が見えるよう掲かかげてくれた。格子ごしに見えるその内容。紙に筆で書いた文字であっても、携帯に打ち込んだ日記と同じく、未来の改変に伴ともなって記述が書き換かわるらしい。


　巻物の幅はば一いつ杯ぱいに大きく書かれていた。





【今こ宵よい　春日野椿は殺される】完。





《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》





「《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》……っ！」


「……何で？」


　誰だれかが椿さんにフラグを立てたんだ！　僕や由乃、来須さんはまだそこまで明確な殺意は抱いだいていないはず。とすると、地下牢にいる９ｔｈの仕し業わざか？　それともさらに別の、新しい日記所有者が攻こう撃げきしてくるのかもしれない。


「《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》は不ふ可か避ひの死。このままでは私は今晩中に死にます」


　千里眼日記を巻き取りながら、椿さんが言い放つ。


「しかし、ここにその不可避を二度覆くつがえした雪輝君がいる。これは『取引』です。９ｔｈは引き渡します。その代わり──」


　僕は３ｒｄに立てられたフラグも、９ｔｈに立てられたフラグも、見事に回かい避ひした。それは由乃や来須さんのおかげでもあるんだけど……椿さんの狙ねらいは自分の《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》回避にあるんだ。奇き跡せきに賭かけ、死力を尽つくして生き延びる。そのためのノウハウを欲しているとも言える。つまり……。


「雪輝君を私に下さい」


　彼女の言葉に真っ先に反応したのは由乃だった。


「そ、そんな事できるわけないじゃないっ！」


　まぁそうなるよね。一方の来須さんは、何やら考え込んでいる。ここで９ｔｈを取り逃にがして、６ｔｈが何者かに殺されれば、状じよう況きようは混乱するだけ……とか考えてそうだなぁ。つまり椿さんの要求を呑のめって事？


「雪輝！」


「ユッキー！」


「雪輝君！」


　来須さんと由乃と椿さんが一斉に僕に視線を送る。


　だ、だから僕はそんな奇跡を呼び込むような凄すごい奴やつじゃないんだってば……。因果律大聖堂の時もそうだけど、なんでみんなそんなに僕を買い被かぶるんだ？　実力以上の期待をかけられても……。一体どうすりゃいいんだよ？


「うわあぁあん！」


　僕は思わず情けない悲鳴を上げてしまうのだった。





　　　　※





　午後六時近くになった。


　弱視の私はあまり夜よ更ふかしをしない。日の出と共に起き床しようし、日にち没ぼつと共に床とこに入る。蠟ろう燭そくの明かりの元では、そんな生活が最も過ごしやすかった。


　それに……夜は巫女としての重要な仕事もある。


　さすがに今夜は命の危険もあるゆえ、予定は入れていないけれど。


　夕ゆう餉げが済むと、お鈴りんと愛あいの二人が布ふ団とんを運び入れてきた。どちらも半月ほど前に入信した信者だ。信しん仰こう心も厚く、よく働く。外側から鍵かぎを開け、座ざ敷しき牢ろうの端はしに設けられた扉とびらから中に入ってきた。


　格こう子しの外にいる雪輝君が、不思議そうに搬はん入にゆうの様子を眺ながめている。本当にこの座敷牢の中で生活しているのだなと、驚いているのでしょう。交こう渉しようの末、彼には今晩だけ、傍そばにいてもらうようお願いした。それだけでも随ずい分ぶん心強いものだわ。


「……あまり公言はできないけれど」


　お鈴と愛が立ち去ってから、小声で雪輝君に話しかけた。


「私はむしろ内部の者を疑っているのよ」


　千人の信者に守られたこの総本山に籠っているにもかかわらず、《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》フラグを立てられた。この事実から考えれば、敵は外から攻めてくるよりも、既に中に潜ひそんでいると考えた方が自然でしょう。


　特に最近入信した者が怪あやしいわ。先ほどのお鈴と愛も、所有者かその手先である可能性は否定できなかった。９ｔｈを捕とらえた功績で昨日入信させた平ひら坂さかという男も警けい戒かいする必要がある。私はそれらの新参者に、あえて重要な仕事を与あたえていた。もちろん、密ひそかに古参の信者に監かん視しさせて……だ。


　もし日記所有者であれば、目の前の機会を見み逃のがさず、まんまとこれに乗ってくるはず。千里眼日記の特性を考えれば、私はどうしてもサバイバルゲームの序じよ盤ばんで身内を固めておく必要があった。あえて敵に好機を与え、返り討うちにする作戦だ。神を目指そうと目指すまいと、防ぼう御ぎよだけは整えておかなければならない。


「その千里眼日記で何か分からないの？」


「これにも色々制限があるわ。万ばん能のうじゃないのよ」


　言いながら、私はちらりと廊下の方に視線を送る。弱視の上に暗がりではよく分からないけれど、２ｎｄと４ｔｈがこっちを警戒している空気はすぐに伝わってきた。４ｔｈはともかくとして、２ｎｄはよほどお気に召めさないようね……私と雪輝君が一いつ緒しよにいる事が。彼も居い心地ごこちが悪そうだわ。


「雪輝君」


　私はもう一度、彼にだけ聞こえるように小声で囁ささやく。


「あの女は駄だ目めよ」


　捕らえた９ｔｈの話によれば、雪輝君と２ｎｄの日記は、互たがいを補完し合うような特性を持っているらしい。万が一、雪輝君たちが裏切って私を攻撃してきたとしても、二人の仲があまり親密になっていなければ、こちらとしては都合がいい事になるわね。


「一つ予言をしておきましょう。『あの女は必ず雪輝君を破は滅めつさせる』」


「それは……椿さんの日記に書いてあった事？」


　最初面食らったようだけど、雪輝君はそれほど怪け訝げんな顔はしなかった。彼にも心当たりがあるのでしょう。あの女が異常である事に。


「……女の勘かんよ」


　確かに雪輝君と２ｎｄの関係が壊こわれる事は私にとっても利点があるけれど……それ以上に、私は本心から２ｎｄを警戒していた。


　今まで千人に上る信者と接してきた私には分かるわ。あの女はとてつもなく『異常』なのよ。普ふ通つうの人間が普通の生活を送って、到とう達たつしうる狂きよう気きの領域を遥はるかに超ちよう越えつしている。どんな理由でそんな凄せい惨さんな精神状態にまで達したのかは私にも分からない。


　ただ一つ、間ま違ちがいないのは、２ｎｄが既すでに首まで狂気の沼ぬまに浸ひたっている事。そしてそう遠くない時期に、頭の先まで狂気の沼に沈しずみ込んでいく事。それだけは断言できた。


　そんな女と一緒にいたら、雪輝君を待っている未来はただ一つ。破滅だけ。そんな事、日記を使わなくても分かる事だわ。





　　　　※





　６ｔｈが妙みような真似まねをしないように、私は常に雪輝日記を監視し続けていた。《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》フラグが立った事は事実であっても、それが即すなわち６ｔｈを信しん頼らいできる理由にはならない。どうせあいつもすぐに裏切るに決まってるわ。





【５月５日　17：50】ユッキーが６ｔｈと話している。ユッキーが私の悪口を吹ふき込まれて困ってるよ。ひどいあの女！　私はユッキーと幸せになりたいだけなのに。





　座敷牢の方を睨にらみ付ける。確かに６ｔｈが格子越ごしにユッキーに話しかけていた。


　何なのあの女……。何ユッキーに変な事吹き込んでるのよ。鬱うつ陶とうしい前まえ髪がみしてるくせに可愛かわいい子ぶって怯おびえた振ふりして……それでユッキーをたらしこむつもり？　殺すわよッ？


　何が《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》よ。何が雪輝君を下さいよ。お前なんかさっさと死ねばいいんだわ！


　一言文句でも言ってやろうかと私が思った時。


　突とつ然ぜん、座敷牢に運び込まれた布団から火が吹き出した。私の雪輝日記がノイズ音と共に書き換わっていく……。日記所有者の攻撃だわ！　遠隔操作で発火装置を作動させたのね！　真っ赤な炎ほのおが格子を朱しゆ色いろに照らし、一気に室温が跳はね上がった。６ｔｈが悲鳴を上げる。


「キャアアッッ？」


　大広間にいた信者たちも騒そう然ぜんとなり、私の傍にいた４ｔｈが慌あわててどこかに走り去っていった。


「か、火事じゃああ！」


「だ、誰か水を……！」


　信者の一人が、バケツに入った水を火に振りかけた。ところが火は勢いが収まるどころか、より一層激しく燃え始める。これは……水じゃないっ？


「ば、馬ば鹿か者！　油じゃねぇかそりゃあ！」


「……あれ？　オラ今まで何を……」


　バケツを持っていた信者が、ハッと我に返った。


　変ね……。何者かに操あやつられていたって事？　確かにバケツを持って駆かけつけるのが早過ぎたわ。あらかじめ油を入れて用意していたとしか思えない。どっちにしろ、このまま火の手が広がり続ければ、座敷牢に閉じ込められている６ｔｈには逃げる術すべがなかった。


　丸焼きになるのをじっと待つしかないわね。


　あはは、ユッキーに私の悪口を吹き込んだりするからそういう目に遭あうのよ。


　いい気分だわ。


　──もっとも、６ｔｈを巫女に祀まつり上げる事で食い扶ぶ持ちを稼かせいでいる信者たちにとっては、生きた心地ここちがしない状況かしら？　座敷牢から６ｔｈを助け出すには、まず入り口の鍵を開ける必要がある。でも今から鍵を取りに行ったのではもう間に合わないんだから。別の信者が斧おのを持ってきて、勢いよく振りかぶった。


「は、早はよう入り口を壊して……！」


　そう言い掛かけた老人の頭に、迷う事無く斧を振り下ろす。頭ず蓋がい骨こつの砕くだける音と共に、脳天が真っ二つ。鮮せん血けつが噴ふき出した。


　これには私もユッキーも呆あつ気けにとられるしかない。


「あああ？　あれ？　オラ何で……」


　まただ。また信者が目を覚まして茫ぼう然ぜんとなっている。何らかの方法で彼らの行動をコントロールしているんだわ！　発動のトリガーは──、さっきの布団の発火ってところかしら？


　大広間に次々と信者が侵しん入にゆうしてくる。


　皆みな、手に手に斧や包丁やナイフを持ち、目は完全に正気の光を失っていた。そのまま６ｔｈめがけて押し寄せる……のかと思ったら、バラバラに動き回り、なぜか突然同士討ちを始めた。もう辺りは大混乱だ。


「これは……催さい眠みん術っ？」


　こんなに大多数の人間を、しかも一度に操るなんて、相当高度な術の使い手でないと不可能だろうけど……。でも今の状況を説明できるのは、催眠術以外に考えられない。


　もちろん全すべての人間を思い通りに動かせるわけではないみたいね。信仰心の厚さや性格、体質なんかでもかかりやすさが違ちがうんだと思う。だから一直線に６ｔｈは狙ねらえず、まずは同士討ちで『より確実に６ｔｈ暗殺を実行できる者』を選別しているらしかった。どうせ６ｔｈに逃げ場はない。火事の炎で焼き殺し、それができなければ信者たちに殺させればいい。敵はかなり周しゆう到とうに暗殺計画を立てていた。さすがに《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》……回かい避ひ不可能の死は伊達だてじゃないわ。


　まぁ６ｔｈなんて、今は死のうが生きようが知った事じゃない。何よりまずこの混乱した状況で私がすべき事は、ユッキーを守り抜ぬく事。それ以外には何もなかった。


　優やさしいユッキーなら、この状況でもたぶん６ｔｈを守ろうと無む茶ちやをするはず……。


　案の定、ユッキーは足元に落ちていた斧を拾い上げて、座敷牢の方へ駆け出そうとしていた。


「行っちゃ駄目！　ユッキー！」


　私はあらん限りの声を張り上げる。ユッキーが振り返った。


「何言ってるんだ、椿さんを見殺しにはできな……」


「見殺して！」


　冗じよう談だんじゃないわ。どうして６ｔｈごときのためにユッキーが危ない目に遭わなくちゃいけないの。私は携けい帯たいを開いて雪輝日記の画面を表示させた。


「おかしいよこれ……絶対何かの罠わなだわ。さっきから良くない事がどんどん私の日記に書かれてるの……ユッキーが死んじゃうよ！」





【５月５日　18：10】ユッキーが斧を持って６ｔｈを助けに行っちゃう。


【５月５日　18：20】ユッキーが炎で火傷やけどを負う。あの女のせいだ！


【５月５日　18：30】ユッキーが狂くるった信者に襲おそわれる。やっぱり罠だわ。





「帰ろうユッキー。ね？　そしたら……」


　そしたら……。言葉を継つぐ前に、ユッキーが言い放った。


「──そしたら、僕を殺すのか？」


　え？


　ユッキー……。


　急に、何を……言って……？


「昨日、あのまま由乃の家にいたら……僕もああなっていたんでしょ？」


　昨日……。私の家……。


　ユッキー、あのふすまの事を言っているのね……。


　ふすまの向こうに隠かくしておいたはずの、三つの──。


　ふすま……。


　ふすま……。


　ふ……すま？





　あれ？





　ふすまって何だっけ？


　昨日？　私の家？


　変だな……ユッキーは昨日、私の家になんか来なかったよね？


　何を言ってるんだろう、ユッキーは？


　訳が分からず混乱する私をよそに、ユッキーはさらに追い討うちをかける。


「はは……。信じられるわけないじゃん。あんなのを見たら……」


　見た？


　見たって、何を？


　ねぇユッキー、一体何を見たの？


「誰だれが由乃なんか信じるか！」


　おかしいよ、私なにも悪い事してないのに。


　どうしてそんな事言うの、ユッキー？


　私はただ、ユッキーの事が大好きで、大好きで、大好きで……。だから必死に守りたいって、そう思ってるだけなのに……。


「狂ってるんだよ！　お前はっ！」


　ユッキーはそう言い捨てて、炎の中を走り去っていった。６ｔｈのいる座ざ敷しき牢ろうの方へ向かっていく。


「ユッキー……」


　私の頰ほおを涙なみだが伝う。


　噓うそだ……噓だよ。


　ユッキーがあんな酷ひどい事言うわけない……。


　だって私は嫌きらわれるような事、何もしてないんだもの。私を狂きよう人じん呼ばわりするなんてありえない。


　それなのに６ｔｈを助けに行くなんて……。


　──６ｔｈ。


　そうか、きっと６ｔｈに何か吹き込まれたんだわ。純真なユッキーはあの女にまんまと騙だまされちゃったのよ。ユッキーの優しさに付け込むなんて、悪あく魔まみたいな女ね！　許せないわ！


　あいつさえ消えれば……。


　私は足元に視線を這はわせ、血塗れの斧に目を留めた。信者の誰かが同士討ちで使った物だろう。手に取ってみると、適度な重量感があって切れ味も良さそうだった。あはは、これなら簡単に６ｔｈの首を切り落とせそう。


　そうだよ。消せばいいんだ。


　私は斧を片手に、ゆっくりと座敷牢の方へ歩いていった。





　　　　※





　炎の中の騒そう乱らんはまだ続いていた。


　信者たちの同士討ち……何なんだよ、これは？


　僕は手にした斧を何度も振り下ろし、座敷牢の出入り口の鍵かぎを打ち壊こわした。椿さんを助けようと中に入るけど、もうかなり火の手が回ってしまっている。これじゃ近づく事さえままならない……！


　すると僕の鼻先に、水すい滴てきが一ひと粒つぶ命中した。次々と天てん井じようから雨粒が降り注ぎ、急速に火の勢いを弱めていく。大広間に設置されたスプリンクラーがようやく作動したんだ。


　僕は水滴に濡ぬれないように注意して、無差別日記の記述を確かく認にんした。





【５月５日　18：45】御目方教座敷牢内／来須さんから電話がある。来須さんは何者かに意図的に動作不能にされていたスプリンクラーを直していたようだ。





「来須さんの仕し業わざか……」


　信者たちの同士討ちはまだ続いているけど、これなら座敷牢の奥へと辿たどり着ける。僕は急いで椿さんの元へ駆け寄っていった。彼女は千里眼日記を胸むな元もとに抱だいたまま、じっと格こう子しの外を見つめている。


「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　椿さん」


　話しかけるが、反応はない。


「椿さん？」


　すると彼女は大きく息を吸い込み。


　開口一番、


「静まれっ！　愚おろか者どもっ！」


　……と大声で一いつ喝かつした。


　途と端たんに、大おお騒さわぎしていた信者たちの動きがピタリと止まる。さ、さすが教祖様……すごい迫はく力りよくだ。武器を振ふり回していた信者たちが、次々と正気に返り、驚おどろき慌あわてて武器を足元に捨てていった。


「……あら雪輝君」


「ヒィっ！」


　椿さんのあまりの剣けん幕まくに、僕まで思わず頭を抱かかえて縮こまってしまった。そんな様子に彼女は優しく微笑ほほえんでくれる。


「助けに来てくれたんだ？」


「な、何だったの……今の騒さわぎは」


　大広間の中は死し屍し累るい々るいだった。あちこちに血を流した信者の死体が転がり、生き残った信者たちは自分のしでかした所業に恐おそれ、親しい仲間の死に慄おののいている。まさに地じ獄ごく絵図だ。


「恐らく、催眠術だわ」


　催眠術？


　それが敵の武器って事？


　千人の信者に守られた御目方教総本山の中なら、敵の攻こう撃げきもへっちゃらだと思ってたけど、催眠術で信者が操あやつられるのなら、千人の信者が千人の刺し客かくにも成り得るって事だ。そしてほぼ間ま違ちがいなく、催眠術を仕し掛かけた敵はこの御目方教の内部に潜ひそんでいる。


　一体どこにいるんだ、僕と椿さんの敵は？





　　　　※





　──カビ臭くさい臭においが私の鼻をくすぐる。


　まぁこれでも中東にいた頃ころは下水道で寝ね起おきしてた事もあった。地ち下か牢ろうとはいえ、ここはまだ寝ね床どことしてはマシな方か。下着一枚の姿で、しかも両手を鎖くさりで拘こう束そくされてなきゃ……の話だがな。私は自分の無様さに自じ嘲ちようするしかなかった。


　ったく……。みねね様ともあろう者が、とんだドジを踏ふんじまったもんだ。警察から逃にげていたはずが、いつの間にか妙みような宗教団体に追われ、まんまと捕つかまっちまうとはね。


「目のお加減はいかがです？　雨流女史」


　鉄格子の向こうにいる男が話しかけてくる。


　私を捕まえた功績で、この御目方教とやらに入信できた……平坂黄泉よもつって名前の男だ。不思議な事に、どうやって私を捕まえたのか、私自身はハッキリ覚えていないんだがね。どうもこいつは催眠術を使うらしい。さっきもその術で、こいつを見張っていた信者を追い払はらったところだ。もしかすると私もあれに遅おくれをとったのかもしれない。


「悪くはなさそうですね。教団の治ち療りようの賜たま物ものです」


　私の左の眼球が入ったホルマリン漬づけの容器を掲かかげながら、平坂は恩着せがましく言い放った。くっ……目玉をえぐって１ｓｔの情報を引き出しておいて、何が治療だ。確かに左目は眼帯で保護してもらっているし、２ｎｄにやられた左ひだり肩かたも治療してあるが、両りよう腕うでを真上にねじり上げて鎖付きの手て錠じようで拘束してやがるんだ。どこまで本気で傷を治す気があるのか、疑わしいもんだった。


「脱だつ出しゆつしようなどとは考えない事ですよ。……おや？」


　平坂が天井を見上げる。


「信者たちの騒ぎが止まった」


　騒ぎ？　何を言ってやがる？　この地下牢は地表よりかなり下に造られているらしく、上の様子はまるで分からない。耳を澄すましたところで、聞こえるのは染しみ出した地下水の雫しずくと、ネズミの這い回る音くらいなものだ。


「──それに、あなたでは御目方には勝てません。『ジャンケン』の理り屈くつですよ」


　ホルマリン容器を机の上に置き、平坂は悠ゆう然ぜんと腕うでを組んだ。アームチェアがギシリと軋きしむ。畜ちく生しよう、私の携帯はあの机の上か……。ここから脱出するには手錠を外し、牢ろうから出て携帯を取り戻もどして、しかも６ｔｈの日記を打ち破らなきゃならねぇ。所持していた拳けん銃じゆうも爆ばく弾だんも取り上げられちまったし、万ばん事じ休すだな。


「グーはパーに勝てず、パーはチョキに勝てず、チョキはグーに勝てない。あなたと御目方の関係はそれです。常に逃げ続ける能力も、一度に千里を見通す千里眼には勝てない」


　ん？


　まさかこいつ……。


　日記の事を知ってる？


　もしや６ｔｈ以外にも日記所有者がいたのか？　だが右目をどれだけ凝こらしても、暗い地下牢の中では相手の顔はよく見えなかった。なぜこいつは好き好んでこんな暗がりで過ごしてやがるんだ？





　　　　※





　携けい帯たいで連れん絡らくしても、来須さんには繫つながらない。


　どこ行ってんだよ、あの人？


　ひとまず落ち着きを取り戻した大広間で、椿さんは文ふ机づくえの前に正座していた。懐かい紙しでスプリンクラーの水気を拭ぬぐい、巻物を卓たく上じように広げる。


「敵は恐らくこの敷しき地ち内のどこかから攻せめてきています。まずはその場所を突つき止めましょう」


　攻撃は最大の防ぼう御ぎよってわけだ。敵の攻撃を凌しのいでいるだけじゃ、椿さんの《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》は回かい避ひできないもんね。携帯のコールを切って、僕も椿さんの隣となりに立った。


「雪輝君には一度説明したわね。これは私が客人の話をしたためた『日記』だと」


　広げられた巻物には、びっしりと毛筆で記述がなされている。


　そうか、これが……。





信者【中なか間ま正ただし】宿舎休きゆう憩けい所で他信者と談話。その途と中ちゆう火災を知る。


信者【石いし垣がき圭けい太た】中庭にて待機。


本堂警備【一いち野の始はじめ】本堂内を捜そう索さく。異常無し。引き続き警備を続ける。


雅が楽がく係【田た村むら正しよう一いち】倉庫に太たい鼓こを片付ける。異常は無い。





「千里眼日記！」


　な、なんだこの圧あつ倒とう的な情報量は？　僕の無差別日記だって、僕の周囲で起こる全すべての事を予知できるけど……この千里眼日記は、信者一千人の周囲で起こるあらゆる事象を予知できる。桁けた違ちがいの記述量じゃないか。


「もっと言えばね。これは千人を超こえる信者たちの未来の『報告』が書かれているのよ。……ホラ見つけた」


　虫眼鏡を取り出した椿さんが、ものの数秒で目的の記述を探し出す。





見回り【吉よし田だ明あきら】宿舎内に不ふ審しん者しや有り。追うも見失う。





　凄すごい日記だ……。どうりで９ｔｈが捕まるわけだよ。


「近くの信者に向かわせましょう。……誰だれか！」


　椿さんが手の空いている信者を呼び寄せる。て、敵に回さなくて本当に良かった……。少なくともこの総本山の近辺なら、千里眼日記は無敵の未来日記と言えるだろう。椿さんは万ばん能のうじゃないって言ったけど、僕にはこの日記に何か制限があるなんてとても想像できなかった。


　あれ？


　この記述は……何だろう？


　気になった僕は、腰こしをかがめて記述の一つを指差した。


「椿さん、これは？」


「何？」





裏門門番【石いし井い聡さとし】門外に怪あやしい人ひと影かげ。信者数人でこれを追う。





「変ね？　裏門は宿舎の真反対よ」


「敵が二人いる？　いや……」





正門受付【池いけ上がみ良りよう子こ】正門から不審者が侵しん入にゆう。直ちに他ほかの信者に連絡する。





　二人じゃなくて三人？　違ちがう、そうじゃない。明らかに千里眼日記の予知が変なんだ。状じよう況きようを理解する間もなく、ノイズと共に巻物の記述がどんどん書き換かわっていく。





信者【田た中なか太ふとし】中庭で不審者を発見。


信者【池いけ上がみ昌しよう助すけ】宿舎で不審者を発見。


信者【大おお上がみ優ゆう介すけ】正門で不審者発見。


信者【中なか田た昌あきら】池の前で不審者発見。


信者【小こ池いけ明あきら】裏庭で不審者発見。


信者【忍おし田だ治おさむ】本堂裏に不審者発見。





「何だよこれ……っ！」


「信者が？」


　信者の報告が滅め茶ちや苦く茶ちやだ。


　そうか、千里眼日記はあくまで信者の報告を書き記したもの。椿さんが直接見た事を書いているわけじゃないんだ。信者が正確かつ正直に真実を報告してくれる事が大前提。それが崩くずれた瞬しゆん間かん、千里眼日記の圧倒的情報量は何の意味もなさなくなってしまう。


　椿さんが言っていた制限ってこれの事だったんだ。教祖様って立場にありながら、信者の中に裏切り者がいないか、常に警けい戒かいしてなくちゃいけない。


「たぶん信者が催さい眠みん術で幻げん覚かくを見せられているんだよ！」


「これではいくら予知をしても……」


　まして今みたいに全ての信者の報告が当てにできないとなると、完全にお手上げだった。


「何が正しい情報か分からない！」





　　　　※





「そう。ジャンケン論理は御目方自身にも当てはまる事。内部からの情報操作に弱いのが、６ｔｈの弱点です」


　薄うす暗ぐらい地下牢の前で、平坂は小さく笑った。


　６ｔｈだと……？　こいつ所有者か！　瘦そう身しんの男の所有者と言えば、思い当たるシルエットは11ｔｈ辺りだが……。


　けれどこっちが奴やつの正体を真しん剣けんに考えている間に、平坂は唐とう突とつに自分のバッグから一本のベルトを取り出した。バックル部分に大きな丸い装そう飾しよくが施ほどこされている。


「変身ベルトってあるじゃないですか」


　そのベルトを腰に巻きながら、何とも不気味な笑えみを浮うかべる。本人は心底楽しんでいるようだが……。


「実は私、『正義のヒーロー』というのに憧あこがれていましてね。……とうっ！」


　言うや否いなや、奴は椅い子すの上に立ち、さらに左足を机の上に乗せて、両腕を大きく振ふり回す意味不明のポーズをとった。


「変っ！　身っ！」


　な……何を始めやがったこいつ……っ？　いきなり「変っ！　身っ！」とか叫さけばれても……私にどうリアクションしろって言うんだ？


「変身～、タイツ！」


　言いながら、黒い全身タイツを着込んでいく。


　待てよ、そうか……。私も八つくらいまでは日本で育ったからな。何となく覚えてる。ガキの頃ころにテレビでやってた、炊すい飯はんジャーとか何とかいう、カラフルな五人組のアレか？　アレの真似まねをしたいのか、こいつ？


「変身～、グローブ！」


　次いで身に着けるのは黒いグローブ。


　あるいはお面だかサイダーだかって、バイクに乗ってる方かもしれん。どっちにしろあまり近寄らない方が良さそうだな。


「変身～、マ……」


　最後に平坂は、白い袋ふくろを頭から被かぶった。ロープを巻き、自分で自分の首を全力で締しめ上げていく。


「マ、マ、マス……ク……グギッ！　ゲッ！　グギギギギ……」


「お前は……」


　そうして仕上がった変装……ああ、いや、『変身』だったか？　とにかく、特とく徴ちよう的なシルエットが完成する。風船のように大きく丸い頭ず巾きんを被った、猫ねこ背ぜの不気味な姿。頭巾は白色で、中央に丸く黒い透すかしが設けられていた。あれが覗のぞき窓になっているらしい。さらにその黒い丸を縁ふち取どるように走るのは、幾き何か学がく的な赤いライン。


　日記所有者でこのシルエットなら、もう間ま違ちがいようがない。


「ドウダイ女史？　カッコ良イダロウ」


「12ｔｈ……」


　喋しやべり方の特徴的なイントネーションも、因果律大聖堂で見た時と全く同じだった。十二番目の日記所有者、12ｔｈか。６ｔｈを倒たおすために御目方教に潜せん入にゆうしてやがったな。


　６ｔｈは捕とらえた私を餌えさに１ｓｔたちを呼び寄せたらしい。まさかその過程で12ｔｈが懐ふところに入り込んでくるとは想定外だったろう。いくら他の信者に監かん視しさせても、催眠術を使われたら手も足も出ない。危険な敵を自分から呑のみ込んでいたとは、全く皮肉な話だ。


「……クク、上ハ混乱シテイルヨウダナ」


　地ち下か牢ろうの天てん井じようを見上げつつ、12ｔｈが呟つぶやく。こいつまた……？　さっきも同じような事を言っていた。まさか……。


「聞こえているのか、お前？　上の様子が」


　そういえばずっと気になっていたんだ。なぜこいつは暗い地下牢の中で、ろくに電気も点つけずに過ごしているのか。他の信者が点けていった小さな明かりはあるが、普ふ通つうの人間が過ごすにはあまりに不快な暗さだというのに。


　種を明かせば簡単な事だ。12ｔｈは目が見えない。だから電気など点ける必要もなかったんだ。


「６ｔｈガ、千ノ『視覚』ヲ持ツ者ナラバ……私ハ千倍ノ『聴ちよう覚かく』ヲ持ツ者。全ぜん盲もう、故ゆえニ」


　さらに12ｔｈは、珍ちん妙みような振り付けとリズムに乗せて、訳の分からん歌を歌い始める。


「死ネ～、死ネ～、邪じや悪あくノ教団、打チ滅ほろボセ～」


　あーくそ……。頭痛がしてきた。


　何だってこんなジメジメした暗い地下牢で、頭のネジの外れた阿あ呆ほうと二人っきりにならなきゃいけねぇんだ。だいたいお前、どう見たって正義の味方って格好じゃねぇだろ。気は進まないが……私はあえてツッコミを入れてやる事にした。このまま無視して黙だまってたら、いつの間にかこっちまで洗脳されちまいかねない。


「……御目方教の悪事の証しよう拠こでもつかんでいるわけ？」


　とりあえず常識的な方向で揚あげ足を取る。まぁ私を捕らえた末に拷ごう問もんにかけて１ｓｔたちの情報を聞き出した連中だ。確かにまともじゃねぇとは思うが。善良な宗教法人が自じ白はく剤ざいなんざ常備してねぇよな、普通。


[image: ]


　けど、12ｔｈの答えは私の予想を遥はるかに超えていた。


「何ヲ言ッテイル。『正義』トハ勝ツ事。負ケル者ハ全テ『悪』ダロウ？」


　一いつ切さいの淀よどみなく断言する。


　あー……。


　こいつの言う『正義』ってのは、そういう意味の『正義』なわけね。意外と真っ当な事言うじゃねぇか。仰おつしやる通り、国家間の戦争でもテロリストの掃そう討とうでも、勝った方が『正義』で負けた方が『悪』だ。どんな悪逆非道を行おうが、負けない限りそいつは『正義』。それが世の中の仕組みって奴さ。私も自分自身の体験を通して、痛いほど実感してきた。


「上ノ連中ハ私ヲ倒セナイ……！　私正義！　奴等悪！」


　興奮した12ｔｈががなり立てる。


「私ノ正義ノ『殲せん滅めつ作戦』ハ……常人ニハ、見破レヌノダ！」


　ふん、常人……ね。


　確か１ｓｔは２ｎｄ・４ｔｈと三人で、私や他の所有者を倒すため、未来同盟とやらを組んだらしいな。今回も三人のチームで行動しているだろう。て事はつまり……奴も今、この御目方教総本山の中にいるってわけだ。


「いや……あいつなら見破るさ」


　私は二回目のツッコミを入れてやった。


　むしろこれは忠告だな。12ｔｈがどんな策を弄ろうしたかは知らねぇが、それが常人には見破れないっていうんなら……異常な奴には見破られるって事だろ？　だったら殲滅作戦とやらは失敗で間違いない。上にはあいつがいるんだから。


「とびきり異常なあの女ならね」


　私の左ひだり肩かたにガラスの刃はを突つき刺さしたあいつ……。


　１ｓｔを助けるためなら平気でクラスメイトを爆ばく発はつに巻き込んだあいつ……。


　人を殺す事に何の躊ちゆう躇ちよも抱いだかないあいつ……。


　二番目の日記所有者、２ｎｄ。


　我が妻さい由乃が、いるんだから。





　　　　※





　とにかく今は座ざ敷しき牢ろうから脱だつ出しゆつするのが先決だ。


　もちろん、敵の日記能力も分からないのに迂う闊かつに行動するのはリスクが高い。けど背に腹は代えられなかった。信者たちが信しん頼らいできず、千里眼日記の予知も封ふうじられた今、いつまでもここに留とどまっているのは自殺行こう為いに他ならないだろう。


　弱視の椿さんを誘ゆう導どうして、安全な場所まで避ひ難なんさせるんだ。僕は椿さんの手をとって外へと促うながした。


　と、そこに座敷牢の外から由乃が近づいてくる。鍵かぎの壊こわれた出入り口のドアを開けようとガチャガチャやっていた。


　え？　ていうか、何で斧おのなんか持ってんだ？　由乃の奴……。


「……とっ！　ちょっと待て由乃！」


　何だか胸むな騒さわぎがした僕は、慌あわてて由乃を制した。彼女はもう半分身を乗り出して座敷牢の中に入り込んできている。


「入ってこなくていい……いや、い、今そっちに行こうと思ってたんだよ」


　その瞳ひとみ。


　明らかに常人のそれとは異なっている。どこか焦しよう点てんが合ってないというか、感情の欠片かけらが全く見受けられなかった。


「……うん分かったよ。早く来てねユッキー」


　そう返事する様子は可愛かわいらしい女の子そのものなんだけど……。何か今凄すごい嫌いやな予感がした。由乃と椿さんはあまりニアミスさせない方が良さそうだ。


　座敷牢は、床ゆか面めんから一メートルくらい高くなるよう設計されていた。教祖としての威い厳げんを出すためだろう。だから出入り口にも大きな段差がある。僕が椿さんの手を取って牢ろうから出るのを手伝ってあげると、由乃が「ユッキーは優やさしいね」と呟いた。


　そしてすぐに椿さんに視線を移し、再びあの感情のない瞳を向ける。な、何だこの異常な威い圧あつ感かんは……。


「で、お前はいつユッキーを解放するんだ？」


　顔はにこにこ笑っているけど、目は全く笑っていなかった。


「……まだ策はあるわ。そのために雪輝君が必要……」


「必要ないッ！」


　大広間に響ひびく由乃の怒ど号ごう。


「お前はどうせここで死ぬ」


　有う無むを言わさぬ断定口調だ。僕も椿さんも、ただ茫ぼう然ぜんと由乃を見つめるしかなかった。確かに椿さんには《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》フラグが立てられてるけど……でもまだ死ぬと決まったわけじゃないだろう。どうしてそこまで断言する？　斧なんか持って……。


　斧？


　ま、まさか由乃の奴──。


　自分で直接椿さんを襲おそうつもりじゃないだろうな？　敵がどう攻こう撃げきしてこようと、自分が手を下すから「どうせここで死ぬ」って言ってるのか？　いくら日記所有者同士が敵だからって、そんなの無む茶ちや苦茶だ。


「由……」


　僕が言いかけた瞬しゆん間かん。


　激しいノイズ音と共に日記の記述が書き換かわっていく。僕の無差別日記。由乃の雪輝日記。それに椿さんの千里眼日記も、全すべて同時に……だ。


「敵が仕し掛かけてくる！」


　でもどうやって椿さんを殺す？　布ふ団とんの発火装置による火事はスプリンクラーで消し止められた。催さい眠みん術によって扇せん動どうされた信者も、同士討うちをしている間に、椿さんの一いつ喝かつで正気に戻もどってくれた。敵の武器が催眠術だとしたら、もう使える駒こまは残っていないはず。いよいよ直接姿を現す気か？　それならこっちも三対一で十分戦えるはずだ。


　ノイズを発し変化していく僕の携けい帯たいの画面。見ると、うっすらと僕の《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》の表示が現れようとしていた。





【５月５日　18：31】御目方教本堂／信者たちに襲われ僕は殺される。





《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》





「ユッキーの《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》フラグが立ちかかってる……」


　由乃の雪輝日記にも同様の変化が起きてるみたいだ。まだ完全に表示はされていないけど、このままじゃ椿さんに続いて僕も死ぬ事になる。





【５月５日　18：30】ユッキーが信者たちに殺されそう！　大変だわ！


【５月５日　18：40】ユッキーが死んじゃった。





　敵の方が一枚上手って事なのか。早く向こうの手の内を暴あばかないと、僕たちは全ぜん滅めつしてしまう！　でも一体どうしたら……。どこから攻撃してくるっていうんだよっ？


　焦あせれば焦るほど、こっちは追い詰つめられていく。椿さんも敵の出方が全く分からないみたいだ。由乃はどうだろう。３ｒｄの時も９ｔｈの時も、ここ一番で頼たよりになったのはいつも由乃だった。彼女なら分かるか？　敵の仕掛けた罠わなが？


　由乃は心ここにあらずといった様子で、ぼんやりと周囲を見回していた。さすがの由乃でも今回ばかりは無理かもしれない。それとも……。


「あはっ」


　ふらりと前に進んで、斧を持った手に力を込める。


「あははははははははははははっ」


　そして両手で振ふり被かぶったかと思うと、足元の死体の頭に向かって、鋭するどい刃を一直線に振り下ろしていった。


「ちょろいっ！」


　骨の砕くだける音と共に、斧が深々と頭の中にめり込んでいく。血が噴ふき出し、潰つぶれた脳のう味み噌そが傷口から飛び散った。さらに次の死体、続けて別の死体と、次々に斧を振り下ろし、頭ず蓋がい骨こつをかち割っていく。その姿はまるで、無む邪じや気きに海岸でスイカ割りを楽しむ女の子みたいだった。


「な、何やってんだ由乃！」


　生きている敵ならいざ知らず、同士討ちをして畳たたみの上に転がっている死体に無意味な一いち撃げきを加えるなんて。まさか本当に狂くるった……？


　だがよく見ると、由乃に頭や喉のどを潰された死体は、苦しそうにうめき声を上げていた。死体なのに……そう、本来なら痛みも苦しみも感じない、死んだ人間であるはずなのに。


「ユッキー！　死体を殺してっ！　死体が死んでないわっ！」


　これってつまり──。


「『死体のフリ』をする催眠術……かっ！」


　見破られた途と端たん、死んでいたはずの信者たちがゾンビのように起き上がり、手にした武器を振りかざして一いつ斉せいに椿さんに襲い掛かかった。


　あの同士討ちは最初から仕組まれた罠だったんだ。椿さんの一喝で正気に戻るような、催眠術のかかりにくい信者たちはあえて生かし、確実に操作できる信者たちを死体に偽ぎ装そうする。きっと首の皮一枚だけ切って派手に出血させ、ほとんどダメージを与あたえずに死んだフリをさせたんだろう。


　まずい、椿さんは視力が弱いんだ。日記も、携帯性や耐たい久きゆう性せいに劣おとる巻物タイプ。一度に大量の信者に襲われたらひとたまりもない。


　何とか……助けないと！


　でも僕が動くより先に、もう由乃が動いていた。


　椿さんに迫せまっていた信者の顔面に斧を振り下ろし、返す刀で別の信者の胸を斬きり裂さく。右みぎ腕うでを切断して敵の武器をなぎ払はらったかと思うと、今度は刃の先せん端たんで相手の両目を突き潰した。背後から迫る信者には、柄えの先を叩たたきつけて一撃で鼻の骨を打ち砕く。


　由乃が、椿さんを助けた？


　どうして？


「６ｔｈにはっ！　ユッキーが脱出するまでの囮おとりになってもらうッ！」


　血ち塗まみれの斧を振り回しながら、由乃は高らかにそう宣言した。なるほど、そういうわけか。とにかく、僕たちはいま共通の敵に襲われてるんだ。どんな形でも由乃と椿さんが休戦してくれればありがたい……。


「選んでユッキー！」


　僕のそんな安あん堵どの気持ちを嗅かぎ取ったんだろうか。由乃があざとく訊きいてくる。


「……何を？」


「私を選んで『生き延びる』か、６ｔｈを選んで『死ぬ』か」


　ちょ、そんな、いきなり何を……。


　満面の笑えみで尋たずねる質問じゃないだろう。椿さんも愕がく然ぜんと由乃を見つめていた。うわぁ……顔が怖こわい……。


「いや……あ……。それは……」


　な、何て答えれば──。


　いつの間にか僕の背後にも信者たちが詰め寄ってきていた。由乃が斧を一振りし、敵の腹を搔かっ捌さばく。内圧で大腸や小腸といった内臓が飛び出してきた。僕の頰ほおに飛び散る血ち飛沫しぶき。


「狙ねらわれてるのは６ｔｈなんだから、捨てて逃にげればいいんだよ。ね、ユッキー。さっさと行こう？」


　由乃にそう詰め寄られると、こっちはもう何も反論できない。襲い来る信者をなぎ払っているのは由乃一人だ。椿さんはもちろん、僕もろくに戦えないでいる。戦せん闘とうを由乃一人に押し付けておいて、由乃の提案を真っ向から否定なんてできるわけないじゃないか。


　だからといって、椿さんを囮にして二人だけで逃げるのも駄だ目めだ。今晩だけは傍そばにいるって約束したのに……見捨てるわけにはいかないよ。


　ううっ、椿さんを守るんじゃなかったのか？


　僕は……一人じゃ何もできないのかよっ？


「走ろうユッキー！」


　返答に窮きゆうしていると、由乃は斧で障子をなぎ払い、強ごう引いんに僕の手を取って廊ろう下かを走り出した。じ、実力行使か？　有無を言わせず椿さんを見捨てさせる気だな？　駄目だよ囮なんてっ！


「椿さんもっ！」


　僕は無意識のうちに彼女の手を握にぎっていた。弱視だからちゃんと手をとってあげないと、一いつ緒しよについて来られないんだ。


「あ、ありがとう……雪輝君」


「いや……」


　前を行く由乃の表情は見えなかったけど、いい気分じゃないんだろうな。怖くてとても表情を確かく認にんできない。きっとどこかで振り落とす腹づもりなんだろう。


　その時、ストラップで右手首に固定していた僕の携けい帯たい電でん話わが鳴り出す。来須さんからだった。


『無事か雪輝？　今どうなってる？』


「来須さん！」


『悪いな、スプリンクラーの修理に手こずった』


　電話の向こうで水音が聞こえている。椿さんを焼しよう死しさせるために、敵はかなり念入りにスプリンクラーを壊こわしていたみたいだ。


「えと今は……信者たちが催眠術にかかって……」


『催眠術？』


　手短に事の次し第だいを話した。操あやつられた信者たちに襲われている事。由乃の活かつ躍やくでどうにか無事でいる事。椿さんと一緒に大広間から脱だつ出しゆつした事。


『──状じよう況きようは分かった。お前たちはそのまま正門へ向かえ。署に応おう援えんを要よう請せいする。三十分もすればお前たちを保護してくれるだろう』


「来須さんは？」


『９ｔｈを捜さがす。奴やつはどさくさに紛れて逃げかねんからな』


　９ｔｈか……すっかり忘れていた。あっちの方は来須さんに任せておけばいいだろう。きっと確実に逮たい捕ほしてくれるはずだ。


　こんな状況になった以上、僕たちはとにかく、御目方教総本山から脱出する事だけを考えよう。





　　　　※





「どうした？　正義とは勝つ事じゃなかったのか？」


　地ち下か牢ろうの中で、私はしてやったりと言ってやった。


　案の定、12ｔｈの策略は２ｎｄに見破られたらしい。奴の狼ろう狽ばいぶりは見ていて気の毒になってくるくらいだ。


「だから言っただろう。我妻由乃は異常だと」


　その後は数の力に任せ、操った信者たちを総動員して６ｔｈを襲っているようだが……それも無む駄だな足あ搔がきだな。あの２ｎｄなら二、三十人は軽く殺せる。卓たく越えつした運動神経と、人殺しをクソとも思わない強きよう靭じんな精神力を持つ女だ。数で圧して勝てるようなら苦労はしないさ。12ｔｈの様子から見ても、やはり連中を追い詰めるには至っていないようだった。


　全ての策が破れた12ｔｈは、懐ふところから四角い箱を取り出し、スピーカーから流れる音声に耳を傾かたむけ始めた。あれはボイスレコーダー？　それを再生して聴きいているのか？


「あんまり訊ききたくないけどさ……何なのよそれ？」


「ン？」


　私の問いに、意外と素す直なおに12ｔｈが答える。


「私ノ日記『正義日記』！　倒スベキ悪事、守ルベキ弱者ヲ記録シタ、私ノ正義ノ未来日記ダ」


　自分の日記能力を自分から解説してくれるとはね。まぁ隠かくして有利になる能力でもないし、大方想像できる能力でもあったが。





『５月５日18時48分──机ノ隅すみニ、ゴミヲ発見』





「何ッ？　ドコダッ？」


　日記の音声に反応し、12ｔｈが箒ほうきと塵ちり取とりを持ち出す。とても全ぜん盲もうとは思えない鮮あざやかな動きでこれを掃そう除じしていった。


「フー、スッキリダ」


　他ほかの所有者との戦闘時にこの余よ裕ゆう。とんでもない大物かただの馬ば鹿かかどっちかだろう……。というか、間ま違ちがいなくただの馬鹿だなこいつ。上手うまい事言い包くるめて、今だけでも同盟を結ぶフリをすれば、地下牢から脱出できるかもしれない。


「今ナラ頃ころ合あイカ」


　ところが12ｔｈは唐とう突とつに、壁かべにかけられていた地下牢の鍵かぎの束を取り外し、いきなり私に向かって放ほうり投げてきた。鍵は鉄てつ格ごう子しの隙すき間まを縫ぬって、私の足元に音を立てて落ちる。


「今ノウチニ逃にゲルガイイ」


「は？」


　言い包める前に助けてくれた？　どういう事だ？


「私ガ信者ニ仕込ンデイタ催さい眠みん術ハ、全テ破ラレタ。遠カラズ全テノ信者ハ、正気ニ返ルダロウ……」


「６ｔｈは殺すのに私は助けるのか？」


「６ｔｈノ『目的』ニ比ベレバ……テロリストナド、カワイイモノダ」


　ふん、天下の雨流みねね様を捕つかまえて、カワイイものだ呼ばわりとはね。６ｔｈってのはよっぽどの悪女らしい。まぁいいさ、逃がしてもらえるんならカワイイだろうとカッコイイだろうと知ったこっちゃねぇ。私は裸足はだしの指で器用に鍵を摑つかみ、手首を拘こう束そくしている手て錠じようを取り外していった。牢ろうの中に放置されていたワンピースに袖そでを通す。


「ン？」


　その時、正義日記とやらを聞いていた12ｔｈの動きが硬こう直ちよくした。


「どうした？」


　明らかに動どう揺ようが感じられる。何だ？　日記に良くない事でも書いて……いや吹ふき込んであったのか？　奴は私の問いかけを無視して、地上への出入り口に向かっていく。重い鉄製の扉とびらだ。その脇わきには、私から取り上げた銃じゆうや爆ばく弾だんがトレーに載のって保管されていた。


「……オマエノ、コノ爆弾、借リテイクゾ」


「待て！　いま何が予知されていた？」


　やはり12ｔｈは答えない。


「サテナ。私ハ正義ヲ、マットウスルダケダ」


　それだけ言い残して、地下から出て行った。


　──ケッ。何かっこつけてんだかあいつは。


　敵である他の所有者がどうなろうと知ったこっちゃないんだけどね。少しの間だけでも一緒にいたもんで、ちょいと情が移っちまったか。


　それに……どうも記き憶おくが消されてるみたいなんだが、12ｔｈとは御目方に捕まる前にも一度会っている気がする。感謝と怨えん嗟さが入り混じった奇き妙みような気持ちが、私の胸の中で淀よどんでいた。


「ヒヒッ、とにかくこれで脱出でき……」


　言いながら、逃とう亡ぼう日記を開いた私の右目に。


　かなり痛切な記述が飛び込んでくる。





【５月５日　18：50】御目方教地下牢→地下牢前　４ｔｈと遭そう遇ぐう。別ルート無し。畜ちく生しよう、逃げられねぇぇぇ！





　　　　※





「もうちょっとで正門だよユッキー！」


　廊下を全速力で駆かけながら、由乃が叫さけんだ。その瞬しゆん間かん、急に進路変へん更こうして左の通路を曲がっていく。


「あたたたっ！」


　悲鳴を上げたのは椿さんだ。三人が手を繫つないでいるのに、急に曲がったりしたら、一番後ろの椿さんは壁や柱にぶつかってしまう。それくらい由乃だって分かってるだろうに。


「ちょっと！　今わざとやったでしょう！」


　椿さんが文句を言ってもどこ吹く風だ。完全無視していた。相変わらずギスギスしてるなぁこの二人……。


　それにさっきから、どうも由乃の様子がおかしかった。


　呼吸が荒あらいし、汗あせの量も多い。そりゃ全力疾しつ走そうしていれば多少は息が上がるだろうけど……普ふ段だんの由乃ならここまで苦しそうにはしないはずだ。


　由乃……調子悪いのかな……？


　やがて僕たちは廊下を抜ぬけ、本堂の縁えん側がわに出た。血の匂においが籠こもった室内の空気に代わって、一気に新しん鮮せんな夜の空気が肺に流れ込んでくる。


　外へと繫がる正門もすぐそこに見えていた。


　縁側や庭には、多数の信者たちが集まっていたけど……彼らの目は生気に溢あふれ、視線もしっかりと椿さんを見つめていた。催眠術で操られた人間の、ぼんやりした目つきとはまるで異なる。


「御目方様……」


「御目方様じゃ」


「御目方様！」


「御目方様！」


　それどころか、みんな笑え顔がおで椿さんに畏い敬けいと親愛の視線を向けていた。これは今までの殺意の視線とはまるで違ちがう。信者が教祖に対して向けるはずの、本来あるべき視線だった。


「信者たちが……！」


「正気に返ったんだわ！」


　集まってきた信者の数はざっと二百人ほどか。これが全部敵だったらと思うとぞっとする。でも敬けい虔けんな元の信者に戻もどったんなら、力強い味方になってくれるだろう。


「ほらユッキー正門だよっ！　あそこまで行けば助かるわ！」


「うんっ！」


　正門の扉は大きく開かれていた。来須さんの言っていた応援はまだ到とう着ちやくしてないみたいだけど……とりあえず外に逃にげれば安心だ。椿さんを狙ねらう敵も、一いつ旦たん退たい却きやくせざるを得ない。


　そうやって僕たちは、欄らん干かんのついた縁側を走り抜けていく。庭へ降りられる階段がどこかにあるだろうから、靴くつ下したのままで地面に降りて、正門まで一気に──。


　と、思ったその時。


　急に僕の右手が引っ張られた。


　椿さんだ。


「いえ雪輝君。ここで敵を迎むかえ撃うちましょう」


「わわっ？」


　由乃は左ひだり腕うでを引っ張っているから、瞬間、僕は左右の腕をそれぞれ反対方向に綱つな引ひきされる格好になってしまった。やむなく由乃も足を止める。


「信者が回復した今こそ敵を倒たおすべきよ！」


　確かに椿さんにしてみれば、このまま脱だつ出しゆつしても敵の正体は分からないままだ。もしかするとまだ御目方教の中に潜ひそんでいるのかもしれない。一気に勝負をつけたい気持ちも分からない事はなかった。


「いやでも……椿さん」


　ただ、警察の応援ももうすぐそこまで来ているんだ。彼らが総本山の敷しき地ち内に立ち入って、公的な捜そう査さを始めれば、敵もいつまでも隠れてはいられないだろう。やっぱりこのまま一度脱出する方が安全だ。《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》フラグを侮あなどっちゃいけない。


　ふと、左腕を引っ張っていた感かん触しよくがなくなっている事に気づく。


　あれ？　左腕は由乃が持っていたはず……。


「由乃っ？」


　見ると彼女は両手で斧おのを構え、迷わず椿さんに詰つめ寄ろうとしていた。慌あわてて僕が身体からだで進路を塞ふさぐ。


「ま、待て由乃！」


　僕が右に行けば左に、左に行けば右に……執しつ拗ように通り抜けようとする。


「大だい丈じよう夫ぶだから……ちょっとそこどいてユッキー？」


　ヤバイ、由乃のスイッチが入った！


　冷静な口調だけに怖こわ過ぎる。


　僕を挟はさんで由乃と椿さんが静かに対たい峙じしていた。ふ、二人ともとてつもないプレッシャーだ……。


「お前はまたユッキーを騙だまそうとしているな？」


　例の感情のない瞳ひとみで由乃が睨にらむ。


「言いがかりよ妄もう想そう女」


　椿さんも全く引かない。


　う、うわぁぁぁっ？　どうすりゃいいんだよっ？


　いくら信者が正気に返ったからって、こんな所で仲間割れしてる場合じゃないだろ！


　すると天の助けか、そこに再び来須さんから電話が入った。二人の女の子が視線で火花を散らす中、僕はおずおずと携けい帯たいに出た。


『雪輝！　今12ｔｈがそっちに向かっているぞ！』


「は？　12ｔｈ？」


　それが……椿さんをずっと狙っていた敵の正体か。12ｔｈと言えば、あの特とく徴ちよう的なシルエットとイントネーションの所有者だ。


『こっちは９ｔｈを確保した！　９ｔｈの話では、12ｔｈは全ぜん盲もうを超ちよう聴ちよう力りよくで補っているらしい』


　全盲……。全く目が見えない所有者って事？　そんなハンデを持ちながらここまで僕たちを追い詰めるなんて。僕は由乃や椿さんと顔を見合わせた。因果律大聖堂で見た時は、何だかイロモノの所有者に思えたんだけど、結構手ごわいみたいだな。


　来須さんが９ｔｈを確保したんなら、とりあえず12ｔｈさえ倒せば一件落着って事になりそうだ。


『気をつけろ！　奴やつは９ｔｈの小型爆弾を持ち出している！』


「爆弾？」


『どうせろくでもない事に使ってくるぞ！』


　来須さんが電話を切ったのと、由乃が夜空を指差したのは同時だった。


「ユッキー、屋根の上！」


　離はなれの屋根に人ひと影かげが見える。風船のように大きく丸い頭ず巾きんを被かぶった、猫ねこ背ぜの不気味な姿。間違いない、12ｔｈだ。


「あれかっ！」


　ところが影は一つじゃなかった。五つ……全部で五人だ。


「え？　五人……？」


　彼らの黒いコスチュームはみんな同じデザインだったけど、覗のぞき窓の周りに描えがかれたラインの色だけが異なっている。赤、青、黄色、緑、ピンクの、全部で五色。瓦かわら屋根の上で横一直線に並ぶと、一人一人意味不明の決めポーズをとっていった。


「12ｔｈレッド！」


「12ｔｈブルー！」


「12ｔｈイエロー！」


「12ｔｈグリーン！」


「12ｔｈピンク！」


　最後に、端はしに立っていた12ｔｈイエローが起爆スイッチを押す。


「五人揃そろッテ！」


「『ゴ12ｔｈ』ッ！」


　瞬間、五人の背後で派手な爆ばく発はつが起き、決めポーズの締しめを派手に演出した。まさか……まさかこの名乗り上げのためだけに、９ｔｈから爆弾を借りたのか？　ただカッコつけるという目的のためだけに？


「……本当にろくでもないっ！」


　五人の12ｔｈは、それぞれヒラリと屋根から飛び降り、渡わたり廊ろう下かを通ってゾロゾロとこっちに近づいてきた。一言ずつ口を開いて頭を下げる。


「初メマシテ」


「１ｓｔ」


「私ハ」


「12ｔｈトイウ」


「モノデス」


　何て息の合った五人組なんだろう。でも何と言うか……く、口をきいちゃいけない気がする！


「雪輝君っ！　見た目はともかく気をつけて！」


　椿さんはそう言ってくれるけど、見た目がインパクトあり過ぎて、気にするなという方が無理だ。僕がまごついていると、12ｔｈの一人が


「挨あい拶さつデキナイ奴ハ悪人ニナルゾ！」


　と叱しかってきた。


「うわぁ！　ごめんなさい！」


　な、何で敵の日記所有者に説教されなきゃいけないんだよ……。


　ともかく、こいつを倒さなくちゃ椿さんの《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》は覆くつがえらない。椿さんを守るためには、何としても12ｔｈを撃げき退たいしないといけないんだ。どうやって倒そう……。


「──１ｓｔ」


　12ｔｈの一人……ええと、頭巾に赤いラインが入っているから、12ｔｈレッドだっけ？　彼が僕に向かって話しかけてきた。


「オマエハ、６ｔｈニ騙サレテイル」


　次いでその隣となり、12ｔｈブルーが言葉を継つぐ。


「少ナクトモ、９ｔｈニ拷ごう問もんヲ加エテ、１ｓｔタチノ情報ヲ、引キ出スヨウナ教団ダ。何モ企たくらンデナイ方ガ、オカシイ」


　騙されてる……？　僕が？　椿さんに？


　はは、まさか……。


「私ノ目的ハ６ｔｈノ抹まつ殺さつ！　巻キ込マレタクナケレバ、逃にゲルガイイ」


　12ｔｈピンクがご丁てい寧ねいに忠告してくる。あ、やっぱりピンクの中の人は女性なのか。


　因果律大聖堂で聞いた12ｔｈのシルエットの声は男性だった気がするけど……全身を覆おおうコスチュームに作り声だから、今ひとつ判然としなかった。もしかすると女性が低い声を出していた可能性もなくはない。あるいは、五人で一つの日記を持つ、五人組の日記所有者という線も考えられた。


「コノ五人ノ中ニ、時限爆ばく弾だんヲ呑のミ込ンデイル者ガイル！　ソレガ本物ノ私ダ」


　本物の私？　12ｔｈイエローの言葉に、僕は思わず訊きき返す。


「じゃあ他ほかの四人は……？」


「催さい眠みん術デ調達シタ、ダミーダヨ。私モ必死デネ」


　そう言ってボイスレコーダーを取り出したのは、12ｔｈグリーン。あれが12ｔｈの日記か。なら日記を所持していたグリーンが本物……？　いやそんな分かりやすいヒントを出してくれるわけないよね。


「残念ダガ……私ニモ、ツイ先ホド《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》フラグガ立ッタノダ」


　そう言って廊下の上にボイスレコーダーをそっと置く。自分の日記を……手放した？　あれを傷つけられたら所有者の命も危ないはずなのに、一体どういうつもりだ？　敵を前にして日記を肌はだから離すなんて自殺行こう為いじゃないか。


　自殺……行為……。


　まさか……？


「マァ、御目方ノ火中ダカラナ……シカシ６ｔｈダケハ、道連レニスル」


「じ、自じ爆ばくする気か！」


「サァ時間ダ」


　12ｔｈレッドの号令と共に、五人の12ｔｈが一いつ斉せいに廊下を駆かけ出した。自分の『日記』を飛び越こえ、こっちに向かって全速力で走り込んでくる。


「イクゾ……ッ！」


　ど、どうする？　自爆覚かく悟ごの日記所有者を相手にするなんて初めてだ。五人の中にいる本物さえ……爆弾を呑み込んでいる12ｔｈさえ倒せば、後はどうにでもなるんだけど……。


　そうだ！


　僕の無差別日記を使って先に攻こう撃げきすればいい！





【５月５日　19：07】御目方教本堂廊下／五体のうち右から二番目の12ｔｈが爆発する。





　よし、右から二番目！


　と思った矢先。


　五人の12ｔｈが突とつ然ぜんバラバラに列を乱し、並んでいる順番をランダムに入れ替かえてしまった。


「んな、シャッフル？」


　そんなのあり？　これじゃ予知してもどれが本物かすぐ分からなくなってしまう！　そうか、御目方教は９ｔｈから僕たちの情報を入手したって言ってたな。内部に潜せん入にゆうしていた12ｔｈも、その情報から僕の日記の特性を知ったのかもしれない。


　まずいぞ、このシャッフルがある限り、椿さんの千里眼日記でも本物の特定は不可能だ。もちろん由乃の雪輝日記も同じ。どれが本物か見分ける方法は……カンしか無いって事か？


　不意に由乃がその場でしゃがむ。


　足元に落ちていた小石を拾い上げ、突然ダッシュして前方に走り出した。12ｔｈたちと真正面からぶつかる格好だ。


「由乃っ？」


「馬ば鹿かね２ｎｄ！　五分の一に賭かける気っ？」


　椿さんの言う通りだろう。五人のうちどれが本物の12ｔｈか分からない以上、ダミーを攻撃してしまう可能性は五分の四に上る。互たがいに走り込んでいるんだ。仕留めるチャンスは一回しかなかった。


　でも由乃なら……。


　由乃なら、何か策を考えているかもしれない。


「見なさい12ｔｈ！　『石を投げる』わっ！」


　これ見よがしに右手の小石を掲かかげた。


　そ、そうか！　本物以外はマスクに穴の開いた、見えている人間たち。だから石の持ち手をすり替えれば……。


　由乃は胸の前で左右の手を素す早ばやく交差させ、右手に握にぎった小石を左手に移し替えた。左手には斧おのを持っているのに、大した早はや業わざだ。そして右手で大きく『左』に投げるフリをしつつ、実際には背中に回した左手で……『右』に投げる！


　ヒュッ、という風を切る音だけで既すでに、一人の12ｔｈが反応を見せた。他の四人が右側……僕たちから見て左側を見ていたのに、その12ｔｈだけは反対側に思わず顔を向けてしまっていた。


　小石が雨戸に命中し、ガシャンと音を立てる。もう間ま違ちがいない。頭巾に赤いラインの入った12ｔｈ……即すなわち12ｔｈレッド。彼が本物だ。由乃は迷う事無く斧をフルスイングした。


「──耳がいいね」


　刃はは12ｔｈの首筋に命中し、その頚けい動どう脈みやくを完全に切断する。傷口から赤い鮮せん血けつが噴ふん水すいのように噴ふき出していった。


「グッ……！　オマエ……正義……」


　断だん末まつ魔まの悲鳴と共に、12ｔｈの身体からだが欄らん干かんを乗り越え、真下に墜つい落らくしていく。直後、地面をえぐって巻き起こる大爆発。何かの誤作動だろうか、彼のボイスレコーダーから音声が聞こえてきた。





『５月５日19時07分──12ｔｈ・平坂黄泉ハ死亡スル。《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》』





　やった……。12ｔｈを倒たおしたぞ。


　催眠術の切れた、ダミーの12ｔｈたちがその場でバタバタと倒れていく。僕は彼らを飛び越えて由乃に駆け寄った。


「由乃！」


　肩かたを激しく上下させながら、まるで糸の切れた人形みたいに、由乃がその場にくずおれていく。慌あわてて身体を支えてやった。


　身体が凄すごい熱い……。やっぱり無む茶ちやしてたんだこいつ……。どうしよう、とにかく椿さんに頼たのんで、どこかの部屋で休ませてもらわないと。


　そう思って顔を上げると。


　なぜか、椿さんは心底楽しそうな笑え顔がおを浮うかべていた。


「さすがね２ｎｄ。上出来だわ」


　パチンと指を鳴らす。


　それを合図に、外にいた信者たちが数人がかりで正門の大きな扉とびらを閉めていった。かんぬきをかけ、外からでは絶対に開かないように扉をロックしてしまう。


「門が……！」


　さらに信者たちが詰つめ寄り、よってたかって僕と由乃を拘こう束そくし始める。


「あっ？」


「ユッキー！」


　どういう事？　信者たちの目は正常だ。もう催眠術にはかかっていない。正常なのに……どうしてこんな事を？　正常なら椿さんの指示には従うはずじゃないか。


　僕と由乃を捕つかまえるなんて、そんなの、椿さんが命令するはずが……。


　はずが……。


　ない、よね？


　まさか……、椿さん？


「こっちはもう終わりだから、来須圭けい悟ごと雨流みねねの方に人を割さきなさい」


「はい」


　椿さんは近くの信者に、淡たん々たんとそう命令した。差し出される煙管キセルを手に取り、煙草たばこ盆ぼんの炭火で火を点つけ、美味おいしそうにその煙けむりを吸い込んでいく。


「何のつもりだよ椿さんっ？」


　僕が問い詰めてもそ知らぬ顔だ。ゆっくりと紫し煙えんを吐はき出し、呆あきれたような冷たい視線を向けてくる。


「……まだ分からないの雪輝君？」


　その瞳ひとみ。


　スイッチの入った由乃の、感情のない瞳とは違ちがうけど……今までの椿さんの瞳とも明らかに異なっていた。強きよう烈れつな悪意と敵意を秘ひめた、一いつ切さいの輝かがやきを持たない暗い瞳だ。


「あなたたちこれから死ぬのよ」


　平然と言い放つ。


「９ｔｈを餌に、１ｓｔ・２ｎｄ・４ｔｈを一気に始末する計画が──12ｔｈのせいでっ！」


　忌いま々いましげにボイスレコーダーを踏ふみつけ、足で蹴け飛とばして欄干の向こうに弾はじき飛ばしてしまう。


　最初から……最初から、椿さんは僕たちを殺すつもりだったのか？


　僕と、由乃と、来須さん……。捕とらえた９ｔｈから聞き出した日記所有者の情報を元に、一いち網もう打だ尽じんにして皆みな殺ごろしにするつもりだった……。


　ところが12ｔｈが内部に潜入し、椿さんの命を狙ねらった事から、急きゆう遽きよ予定を変へん更こうして味方のフリをした。


　全すべては、サバイバルゲームに勝ち残るため。


　神の座を手に入れるため。


「神に仕える巫女みこって言ったじゃん……」


　僕は未いまだに信じられない思いだった。あの椿さんが、そんな悪い事を企たくらんでいたなんて……。


「巫女じゃないわよ」


　椿さんの瞳がより一層暗く沈しずんでいく。


「処女を失った日から……」


　どこまでも暗い、暗い……暗黒の、瞳だった。


　あんな瞳で、何が見えるというのだろう？


　いくら弱視でも、光ある世界はきっと見えるはずなのに。


「騙だまし合いには慣れなよ、雪輝君。それとも私が教えてあげようか？」


　近づいてきた椿さんが、煙管から吸い込んだ煙を僕の顔に吹ふきかける。数人がかりで手足を押さえられているから抵てい抗こうできない。そして僕の頰ほおに手を添そえたかと思うと……。


　椿さんは、僕にキスをした。
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　同じく拘束されている由乃に見せ付けるように。


　椿さんの唇くちびる。


　それは、由乃がしてくれるキスと違って……。


　そう、あの甘い、由乃のキスと違って。





　ひどく苦い……煙草の味がした。





「さて、これでようやく《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》も消えて……」


　僕から離はなれて、椿さんが千里眼日記を広げる。12ｔｈを倒したんだから、彼に立てられたフラグも無効になっているはず。《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》を覆くつがえす奇き跡せきが起きた……はずだった。





【今こ宵よい　春日野椿は殺される】完。





《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》





「え……？」


　でもその記述は何一つ変わっていない。相変わらず、椿さんには『死の宣告』が突つきつけられたままだった。さすがに彼女の表情にも動どう揺ようが隠かくせない。


「ユッキーをぉぉ！　汚けがすなぁぁっ！」


　刹せつ那な、凄すさまじい怒ど号ごうが縁えん側がわに響ひびき渡わたる。


　僕と椿さんとのキスを見せ付けられた由乃が、逆上して斧を振ふり上げたんだ。手足を拘束していた信者たちの脳天をかち割り、舞まい散る血ち飛沫しぶきの中、こっちに向かって突とつ進しんしてくる。


　狙いはもちろん、椿さんただ一人。


「死っ！　ねぇぇっっ！」


　思わぬ事態に、椿さんは慌てて千里眼日記を巻き取った。まさか疲ひ労ろう困こん憊ぱいの由乃に、こんな力が残っていたとは予想外だったんだろう。とにかく日記は守ろうと、巻物を胸に抱だき寄せる。


　後は一いつ瞬しゆんだった。


　由乃の振り下ろした斧が、椿さんの右手首を振り抜ぬく。


　一いち撃げきで手首は切断され、鮮血を撒まき散らしながら宙を舞った。骨と動脈の露ろ出しゆつした傷口から溢あふれんばかりに血液が迸ほとばしる。


「ああああぁぁっ！　腕うでがああぁぁっ！」


　椿さんの絶ぜつ叫きようの中、由乃は振り向きざまに僕に携けい帯たいを投げてよこした。


「え……？　由乃の携帯……？」


　そのまま僕を突き飛ばし、欄干の外の地面に追いやる。


「ユッキー逃にげてっ！」


「由乃、何を……」


　自分が囮おとりになって、僕を逃がすつもりか？　だから僕が逃げられるよう、自分の日記まで渡して……。


　冗じよう談だんじゃない、由乃を置いて逃げられるもんか……っ！


　すぐに縁側に戻もどろうとするけど、結構な高さがあって簡単には這はい上がれない。その上、外にいた信者たちが騒さわぎを聞きつけてどんどん集まってきていた。これじゃ、あっという間に捕まってしまう！


「うわ、うわわわっ！」


　とにかくまずは逃げるしかなかった。くう、情けない……。由乃を犠ぎ牲せいにして一人だけ逃げるなんて！


「ユッキーは私が守……る……」


　いくら由乃でも、あれだけ激しい戦いを経へた上で、さらに何百人の信者相手に大立ち回りをできるはずもない。体力はとうに限界を超こえていた。フラフラとその場にくずおれ、あっという間に信者たちに取り押さえられてしまう。


「２ｎｄォォォっっ！」


　怒いかりに満ちた椿さんの雄お叫たけびが、夜の本堂に響き渡った。





　　　　※





　事態は最悪だった。


　そもそも、地ち下か牢ろうから出た途と端たん、降りてきた４ｔｈと鉢はち合あわせになるってのが計算外だったんだ。私の武器は入り口のトレーの上。４ｔｈに銃じゆうを突きつけられりゃ、こっちは観念してホールドアップするしかねぇだろ。


　その後は、４ｔｈに問われるまま、こっちの情報を喋しやべらされた。まぁ12ｔｈに関する情報だけだがな。６ｔｈに拷ごう問もんされて日記所有者の情報をゲロさせられて、今度は４ｔｈ相手に尋じん問もんかよ。つくづくついてねぇ。


　12ｔｈが持ち出した爆ばく弾だんが爆発した事で、奴やつが死んだ事を直感した私は、すぐに４ｔｈと一いつ緒しよに脱だつ出しゆつを試みた。６ｔｈが善人ヅラしてやがるのは、12ｔｈに命を狙われていたから。その障害が無くなりゃ、本ほん性しよう剝むき出しにして襲おそい掛かかってくるのは目に見えていたからな。


　けどもう手て遅おくれだった。


　私らは信者の追つい跡せきを避さけ、どうにか本堂の屋根にまで逃のがれたが……もはや手も足も出ない状じよう況きようになってる。１ｓｔはどうせ当てにならん。せめて２ｎｄがひと暴れすれば、その隙すきに脱出する活路が開けたかもしれなかったんだが……。


「我妻は捕まり雪輝は逃とう亡ぼう……俺たちは屋根まで追い詰められてる。そして頼みの応おう援えんも絶賛足止め中か。こりゃ全ぜん滅めつかな」


　縁側で取り押さえられている２ｎｄ、そして正門の外で手をこまねいているパトカーの群れを眺ながめて、４ｔｈがやれやれとため息をついた。


「全滅かなじゃないわよ！」


　左手を引っ張りながら、私は嚙かみ付く。


「さっさと手て錠じようを外しなさいよ！　刑けい事じと共とも倒だおれなんて無む駄だ死じにもいいとこだわ！」


　そう、私の左手首には、銀色の忌々しい手錠が嵌はめられていた。それはあろう事か４ｔｈの右手首に繫つながっている。幸い、自分の日記だけは右手に確保しているが、進しん退たい谷きわまっている事に変わりはなかった。


「これじゃ結果的に悪の教団と戦った12ｔｈの方が、まだマシな死に方だわ！」


　くそ、どうやって逃げりゃいいんだ……。最低でも４ｔｈから解放されて、単独行動が取れるようにならなきゃ話にならん。


「いいだろう」


　すると何を思ったか、意外にもあっさり、奴はこっちの要求を呑のんでくれた。


「では条件付きで手錠を外してやるぞ。９ｔｈ」


「条件……だと？」


　このままじゃ二人とも逃げられない事くらい、奴も分かっているはずだ。取引に応じてくるのは不自然じゃないが……私に何をしろって言うんだ？　いくら非常時でも、できる事とできない事はあるぞ？


「なぁに大した事じゃない。お前……俺とメル友にならないか？」


「は？」


　メ……メル友？


　メル友って、あのメル友の事か？


　メールのやり取りで下らねー話を交かわし合う、あのメル友？


「俺とメルアドを交こう換かんしようって言ってるんだ。そしたら手錠を外してやる」


「な、おま、何……言って……っ？　ふざけるなっ！　お前まで西島の馬ば鹿かが伝染うつったか？」


「西島？　西島がどうした？」


「あ、いや……こっちの話だ。今のは忘れろ」


　４ｔｈの部下の西島は、私が女性警察官に成りすまして桜見署に潜せん入にゆうした時、知り合った男だ。４ｔｈの指示で私とコンビを組んだんだが……。その時、あろう事か私に「付き合ってみないか？」なんて告ってきやがった。


　もちろんそれは、私が変装した女性警察官に対して言った言葉だ。勘かん違ちがいだったとか、気の迷いだったとか、無かった事にしろと言えばそれで済む話だったんだ。


　ところがあの馬鹿、３ｒｄと戦った時に偶ぐう然ぜん再会するや、「君が魅み力りよく的だったのは事実だよ」なんて歯の浮うくような台詞せりふ言いやがって……。


　まぁ西島の事は今はいい。


　それより問題は４ｔｈの方だ。


　何を企んでやがる？


「メルアドを交換してくれれば、俺はそれを使って警察の情報をお前に流そう。それに当面の間はお前を攻こう撃げきする事もない。いくら逃亡日記があるといっても、今回みたいに他ほかの所有者が絡からんできたら、お前だってドジを踏ふむかもしれん。悪い話じゃないだろう？」


「悪い話どころか、都合が良過ぎて気持ち悪いわね。美味うまい話には落とし穴があるもんだけど……そっちの狙ねらいは何？」


　４ｔｈは手錠の鍵かぎをちらつかせながら、一つ一つ確かく認にんするように口を開く。


「今のところは無い。俺は雪輝たちと協力してお前を倒たおす……フリをするだけだ。ただしお前も派手な行動は慎つつしめよ。大人しくしておいてもらわないと、いくら俺でもかばいきれん」


　それじゃ取引にならねぇだろ。あまりにも私にメリットが多過ぎる。こっちの疑念を感じ取ったのか、４ｔｈはさらに言葉を継ついだ。


「当面、俺は神を目指すつもりは無い。他の所有者の情報を探さぐるのは、あくまで馬鹿げたゲームを終わらせるためだ。だがもしかすると……俺が神を目指さなきゃならん事情が出てくるかもしれないんでな」


　事情？　何か４ｔｈにも心当たりがあるらしいな。もし神を目指す事になれば、私に力を貸せって事か。もちろん、こっちだって神になるつもりなんだ。最終的には対立する宿命だが……他の所有者を蹴け落おとす間だけなら、同盟を結ぶのも現実的な選せん択たくと言える。


「て事は……お前、場合によっちゃ１ｓｔや２ｎｄも裏切る覚かく悟ごがあるのか？」


「可能性は否定しない。あいつらはそもそも神になるつもりが無いからな。その点、お前は歪いびつでも神を目指し『世界を良くしよう』としている。俺の同盟相手には、その強い意志が必要なんだ。俺が志半ばで倒れても、俺の志を継いでくれるような、強い意志が」


　──ふん、面おも白しろい。


　奴が何を案じているのかは知らんが、なかなかどうして、食えねぇ狸たぬき親おや父じじゃねぇか。てっきり12ｔｈみたいな正義馬鹿かと思ってたのに……。同盟か。乗ってみるのも悪くないかもしれん。


　どのみちここから脱出するには手錠を外してもらう事が絶対条件だ。刑事と組むなんて性に合わないけど、妥だ協きようも必要だろう。


「いいわよ」


　私は左手の手錠の鎖くさりを鳴らしながら、承しよう諾だくの言葉を返す。


「その話、乗った」





　　　　※





　牢ろうの中は地じ獄ごくだった。


　元々、大広間に造られた座ざ敷しき牢ろうは、私を守るための砦とりでだった。幼い私が、弱視ゆえに怪け我がをしないよう、父と母が造った……大きな揺ゆり籠かご。私が成長すれば、無用の長物となるはずだった。


　しかし父母が死に、私が二代目の教祖として祀まつり上げられると、揺り籠はいつしか鳥籠になった。私は千里眼の巫女みこ。信者千人の平へい穏おんを守る教団の長おさ。常に監かん視しカメラで見張られ、外側から鍵をかけられ、座敷牢の中だけで孤こ独どくに生き続ける……それが私に課せられた宿命なのよ。


　そして私には、巫女としての重要な仕事もあった。


　夜の仕事。


　即すなわち、信者との通過儀ぎ礼れいだ。


　教団ではイニシエーションなどと呼んではいるが、実態は私の身体からだを貪むさぼるだけの、野や蛮ばんで下品な性せい行こう為いに過ぎない。若く美しい巫女との肉体的交わりにより、精神を更さらなる高みへと昇しよう華かさせる修しゆ行ぎようの一つ……。


　これによって、若い男性を中心とする信者が飛ひ躍やく的に増加し、傾かたむいていた教団の経営は持ち直した。教団の運営にはカネがかかるのよ。いくら信者の財産を巻き上げても全く足りない。カネは山ほど必要だった。だから当然、金かね蔓づるの信者も山ほど必要になる。


『視みえる』世界と『視えない』世界……。


　いつもだ……。


　私を苦しめる者はいつも『視えない』世界からやって来る……。


　身体だけが目当ての男ども。


　カネを貪るだけの教団幹部。


　そして──２ｎｄ、我妻由乃。


「──方様！　御目方様！」


　お鈴と愛の声が遠くで聞こえる。この二人を始めとして、医い療りよう担当の信者が私の周りに集まっていた。切断された右手首を止血し、必要最低限の応急手当を施ほどこす。


「御目方様！　失血が酷ひど過ぎます。これじゃ命に……！」


「……うるさいわね。このくらい平気よ！」


　もちろん総本山には、ちょっとした大病院クラスの医療設備は整っている。９ｔｈの目玉を抉えぐり出し、治ち療りようできるくらいの設備。手首の切断という大おお怪け我がであっても、傷口を塞ふさいで抗こう生せい物ぶつ質しつを投とう与よし、輸血で血を補う処置程度なら造作も無いはずだった。


　しかし今は戦いの最中……。１ｓｔ、２ｎｄ、４ｔｈ、そして９ｔｈを皆みな殺ごろしにするまでは、ゆっくり落ち着いて処置を受ける暇ひまなぞあるはずもない。私は時間を惜おしみ、最小限の鎮ちん痛つう剤ざいと麻ま酔すいでこの場を乗り切る事にした。


「父と母が死んでから、私はずっと教団の慰なぐさみ者になってきた……」


　脂あぶら汗あせを垂らしながらも、歯を食いしばって懸けん命めいに痛みを嚙み殺す。


「私はその苦痛に耐たえてきたんだから」


　そう、たった一人で……。


　何の心の支えもなく。


　誰だれの助けを受ける事もなく。


　私はただひたすら、耐え忍しのんできた。


　永遠とも思える苦しみの時を。


「こんな世界は無くていい……」


　飛びそうになる意識を繫ぎ止めるように、激痛にあえぎながら呟つぶやく。


　……嫌きらいよ。


『視えない』世界なんて大嫌い。


「こんな世界……、私が神になって消し去ってやるわ！」


　それが今の私の心の支え。


　この世界の破は滅めつを成じよう就じゆさせる事だけが、唯ゆい一いつの願い。


　私が教団に留とどまり、サバイバルゲームに参加し、神の座を目指す、たった一つの理由だった。


「それじゃユッキーが消えちゃうじゃない！」


　２ｎｄが子犬のように吠ほえ立てる。


　広間で治療を受ける私の目の前には、屈くつ強きような信者たちによって２ｎｄが取り押さえられていた。さっきは不覚を取ったけれど、さすがにもう体力は残っていないでしょう。武器も取り上げたから手も足も出ないはずだわ。


　ふん……。


　ユッキー、ユッキー、ユッキー……か。


　そんなにあの男が大事？


　男なんて所しよ詮せん、女の身体だけが目当ての生き物なのにね。


「いい事を思いついた。お前を囮おとりにして１ｓｔを引きずり出しましょうか。目の前で『ユッキー』を殺してあげるわ」


　私はお鈴と愛に、マイクの準備を命じた。右手首は包帯を巻かれ、とりあえずの処置は終わっている。一時間程度なら騙だまし騙し動けそうね。こっちの体力が残っているうちに……まずは１ｓｔと２ｎｄを嬲なぶり殺しにしてやる。


「何を始める気？」


　お鈴がコードを引っ張り、私の前までマイクを運んでくる。その様子を２ｎｄが訝いぶかしげに眺ながめていた。フフ、このマイクはね、総本山の至る所に設置されているスピーカーに繫つながっているのよ。１ｓｔがどこに隠かくれていようと声は必ず聞こえるはず。


「いい機会ね２ｎｄ。これで１ｓｔがお前をどう思ってるか試ためせるわよ？」


　お前も心の支えを失ってみるがいい。


　私が母の形見の手て毬まりを失ったように……何の支えもなく、誰の助けもなく、ひたすら永遠の苦しみを耐え忍んでみるがいい。


「私と同じ目に遭あうがいいわ！」


　２ｎｄが着ているブラウスとカーディガンを、左手の指で一気に破り捨てる。ボタンが弾はじけ飛び、左右に衣服がはだけた。さらにブラのフロントも切り裂さく。染しみ一つ無い胸の谷間が私の前にさらけ出されていった。


「あ……」


　突とつ然ぜんの事に２ｎｄは言葉が出ないようだ。へぇ、人殺しは平気でできるくせに、そっちの方はまだ初心うぶだったとはね。表情を見ればすぐに分かる。今どき処女信しん仰こうとは律りち儀ぎな事。まぁ奥手で童どう貞ていの１ｓｔが相手じゃ仕方が無いか。


　どうせ女の身体を貪るしか能がないくせに。


　女を心から理解して寄り添そってくれる男性なんて、いるはずがない。


　どうせ……。


　どうせ……。


　どうせ……。


　──私は冷れい徹てつに言い放った。


「押さえて順番に犯おかしなさい」


「なっ？」


　フフフ、楽しいわ。その穢けがれのない純潔をズタズタに踏みにじれるかと思うと、ゾクゾクする。この広間にいる男性信者だけでも百人ちょっとはいるはず。大だい丈じよう夫ぶ、死にはしないわよ。最初から何十人と相手にしたって、ちょっとやそっとで壊こわれる事はない。……実際、私がそうだったんだから。


　仮に使い物にならなくなっても関係ないでしょう？　お前はもうすぐ死ぬ。散々信者たちを楽しませた後で、すぐに１ｓｔの後を追わせてやるから安心なさい。


　取り乱す２ｎｄを見下ろしながら、私はお鈴が用意したマイクを手に取った。





　　　　※





　僕は本堂の床ゆか下したを匍ほ匐ふく前進していた。庭先ではたくさんの信者たちが、懐かい中ちゆう電灯や棍こん棒ぼうを手にして懸命に不ふ審しん者しやを捜さがしている。僕の無差別日記と、由乃から託たくされた雪輝日記があれば、当分の間捕つかまる事はないだろうけど……。逆に反はん撃げきの糸口も全く見つからなかった。


　由乃は捕まり、来須さんとも連れん絡らくがつかない。９ｔｈはどうなったか知らないけど、椿さんは大勢の信者に守られて、手傷を負いながらも健在だ。隠れてるだけじゃ僕もいずれ見つかってしまうだろう。


　行くも地獄、退くも地獄だった。


　一体どうしたらいいんだ……？





【５月５日　20：10】ユッキーが本堂の床下に隠れてる。がんばってユッキー！


【５月５日　20：20】ユッキーが本堂の床下に隠れてる。じっとしててね。


【５月５日　20：30】ユッキーが本堂の床下に隠れてる。助けが来るまでがんばって。





　僕は床下の暗くら闇やみの中、仰あお向むけになって雪輝日記の画面をスクロールしていった。大丈夫、記述によれば、ここでじっとしていれば見つかる事はない。由乃の雪輝日記はこういう時本当に頼たよりになる。何もかも由乃のおかげだ。


　由乃……。


　そうだ、結局正しいのは由乃の方だった。


　由乃はずっと僕を守ろうとしていたんだ。それなのに僕は椿さんに騙されて、すっかり信じきってしまっていた。「誰が由乃なんか信じるか！」とか「狂くるってるんだよ！　お前はっ！」とか、由乃に酷い事まで言っちゃって……。


　たぶん、椿さんも根っからの悪人ではないと思う。悪い人には見えなかったもん。ただ何か一つ、歯車がズレてしまっただけなんだ。たった一つの歯車がズレた事で、どんどん因果がかみ合わなくなっていって、間ま違ちがった未来に辿たどり着いてしまった。


　もし過去に戻もどって、その歯車を直す事ができれば──。


　そんな夢みたいな事考えたって仕方ないんだけど。


　でももしそれが可能なら。


　きっと椿さんだって、普ふ通つうの女の子みたいに、泣いたり笑ったりできると思う。恋こいをしたり、友達とふざけ合ったり、そんな幸せな人生を送る事ができると思う。


　何か一つ、歯車さえ直せば。





【５月４日　13：10】ユッキーが私とデートする事になる。こんな日が来るなんて夢みたい。





「これは……？」


　雪輝日記を確かく認にんしていた僕は、間違って昨日の日記のページを表示してしまった。


　未来日記は九十日先の未来までを予知し、一日経たてば次の一日が補ほ充じゆうされる仕組みになっている。けど日記の記録システム自体は、単なる携けい帯たい電でん話わのメモ帳機能に過ぎない。ただのメモ書きだから、確定した過去の記述に関しては、テキストデータとして携帯のメモリーの中に残っているんだ。





【５月４日　15：00】ユッキーの手が一いつ瞬しゆん触ふれる。ど、どうしよう手をつないじゃおうか？


【５月４日　15：10】ユッキーが私とお化け屋や敷しきに入る。ユッキーがなんだか頼たのもしく見える。カッコイイよユッキー。





　ハハ、由乃の奴やつ……。あのデートの時こんな事思ってたんだな。雪輝日記は僕の観察を記録する目的で、由乃が毎日書き続けていた日記だ。自分だけが読む事を想定して書いている。それはつまり、自分自身の気持ちを正確に、正直に綴つづった日記とも言えた。


　十分刻みに僕の未来を把は握あくする日記。


　それが雪輝日記。


　由乃が持つ、愛の未来日記だ。


　我妻由乃……。


　最初はわけの分からないストーカーだと思ったし、それは今でも変わらない。僕とちゃんと話すようになったのはつい最近の事だ。正直なところ、僕はまだ恋こい人びとみたいな目で彼女を見てはいなかった。顔は可愛かわいいんだから、せめて性格がもうちょっと普通だったら、少しは恋れん愛あい感情も生まれると思うんだけど。


　由乃は実際異常なのかもしれない。


　でも、それ以上に確かなのは……





【５月４日　15：20】ユッキーがお化け屋敷でずっと傍そばにいてくれた。どうしよう大好きな気持ちが止まらない。好きよユッキー。





　僕の事が好きで守ろうとしてくれてたって事だ。こっちに恋愛感情があろうと無かろうと、あいつは懸命に僕に尽つくしてくれる。


　僕はいつまでもそれに甘えていていいんだろうか？


　由乃は言った。


『選んでユッキー！』、と。


　僕は選ばなくちゃいけない。


　由乃か。


　それとも椿さんか。


　二人とも僕と同じ、未来日記の所有者だ。どちらを選ぼうと、いずれは殺し合わなくちゃいけない運命にある。単に早いか遅おそいかの違ちがいだけだった。


「どうするんだよ……。僕は誰だれも選ばないまま、逃にげちゃうのかよ。僕はぁ……」


　なんでこんな事になってしまったんだろう？


　未来日記を手に入れたがために、僕たちは否いや応おうなしにサバイバルゲームに参加させられている。そして今度は由乃を選ぶか、椿さんを選ぶか……眼前に突つきつけられたのは、究極の選せん択たくだ。


　由乃を選べば、逃げ場のないこの状じよう況きようで、椿さんと信者たちを敵に回してしまう。


　椿さんを選べば、利用できるうちは利用されて、その後やっぱり殺されるんだろう。


　比ひ喩ゆじゃなくて本当に涙なみだが出てきた。


　生き残るため、自分が助かるためにどっちを選ぶか……。いや、違う。そんな風に考えてたら駄だ目めだ。どうせ助かる可能性はどっちも低いんだから。もっと自分の気持ちに正直になって選ばなきゃ。


　僕は由乃を好きになれるだろうか？


　それとも椿さんを好きになれるだろうか？


　本当に心から好きになった相手になら、殺されたって本ほん望もうと思えるかもしれない。


　僕が死ぬという事は、それだけ相手の生き残る可能性が上がるという事だ。サバイバルゲームに参加している、由乃や椿さんのために、死ぬって事だ。


　僕は──。


　僕が好きになれるのは──。


　ふと、涙を拭ぬぐおうと動かした僕の手に、何かが触ふれる。


「……手毬？」


　暗闇の中、軽く掘ほり出してみると、それは色いろ鮮あざやかな刺し繡しゆう糸いとで編み上げられた小さな手毬だった。どうしてこんな物が床下に……？　誰かが大切にしていた物なのかもしれない。汚よごれてはいたが、丁てい寧ねいに仕上げられた縫ほう製せいはしっかりしていて、持ち主の品の良さを如によ実じつに伝えていた。


　待てよ？


　手毬か……。


　これはもしかすると、使えるかもしれない。


『──聞こえてるかしら雪輝君』


　考え込んでいると、そこに椿さんの声が響ひびいてきた。総本山のあちこちに設置されたスピーカーから、マイクを通して喋しやべっているみたいだ。床下まで鮮せん明めいに聞こえてくる。


『もうすぐ２ｎｄが傷物になっちゃうわよ？』


『やっ、あっ……！』


　続けて聞こえてきたのは、戸と惑まどう由乃の声と、何か布が破られるような音。何だ？　一体何をしているんだ、椿さん？　まさか由乃を……。


『助けたければ出て来なさい！』


『ヤダっ！　ヤダよっ！　私の最初はユッキーって決めてるんだから……っ』


　間違いない。由乃の服を破って、信者たちに乱暴させようとしてるんだ。体力を使い果たして抵てい抗こうできないのを良い事に……。椿さんがここまで強ごう引いんな手を使ってくるなんて。


　ううっ……由乃！


　これはあからさまな挑ちよう発はつだ。椿さんは何十人もの信者たちを引き連れて、僕がおびき出されるのを待っていた。いま出て行けばきっと殺される。


　で、でも出て行かなかったら由乃が……。


『ユッキーィィィッッ！』


　由乃の絶ぜつ叫きようがスピーカーから響いた。


　いいのか？


　僕は由乃を見殺しにして……一人だけ助かろうとして……。


　それでいいのか？





　昨日の観覧車でのやり取りが脳のう裏りをよぎる。


『何でおでこなのさ……？　ま、前みたいに……』


『次はユッキーからしてね。私はいつだってユッキーを守るから、そのご褒ほう美びに』


　僕は……。


　僕はっ！





「ゆっ、由乃から離はなれろォォォっっ！」


　気がつくと、僕は床下から飛び出し、夢中で本堂に乗り込んでいた。作戦も計画もあったもんじゃない。ただ由乃を助けたい一心で、何も考えずに走り出していた。手にした斧おのを振ふり回して、信者たちを遠ざける。


「うわぁっ！　離れろよぉっ！」


　由乃に纏まとわりついていた連中が慌あわてて離れていく。良かった、間に合ったみたいだ……。由乃のブラウスは無残に破られ、スカートも脱ぬがされかかっていたけど、まだ酷ひどい事はされていない様子だった。


「……本当に来るとはね１ｓｔ」


　椿さんが憮ぶ然ぜんと呟つぶやく。


「ユッキーどうして……」


　僕の無む謀ぼうな行動に、由乃ですら戸惑いを隠かくせないでいた。自分でも分からないよ。どうしてこんな無む茶ちやな事をしたのか。もう理り屈くつじゃない。ただ一心に、由乃を放っておけないって、そう思っただけだった。


　肩かたで大きく息をしながら、僕はポーチに入れていたダーツを左手に持った。


「私の日記を破は壊かいする気？　無む駄だよ」


　椿さんが鼻で笑う。


「私と信者たちの前に姿をさらした以上、千里眼日記であなたはいつでも殺せる。あなたは信者たちの前になすすべも無いわ」


「そうだね。こっちの日記でもそう予知してるよ」


　一度ダーツを戻し、左手首に結ゆわえた無差別日記の表示を確認する。既すでに由乃を助けに向かった時点で、日記の記述は書き換かわっていた。承知の上での行動だ。





【５月５日　20：42】御目方教本堂／由乃を助けに行くが、信者たちに取り囲まれて僕は殺される。





「でも、《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》フラグはまだ立ってない」


　由乃と椿さんが目を丸くした。《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》フラグは回かい避ひ不可能の死。でもこれは違う。ただ単なる死の予告に過ぎない。フラグが立っていない以上、この死の宣告は、僕の力で逆転可能な……。


「僕の力で逆転可能な未来だ！」


　ジャケットを脱ぎ、由乃に羽織らせてやった。これで少しは身体からだを隠せるだろう。それから右手首に結わえていた由乃の日記も返した。


「──由乃を選ぶよ」


「え？」


　由乃が上ずった声を上げる。そんなに意外な台詞せりふだったかな。


　でも僕は、


「僕は由乃を選んで二人で生き延びる！」


　再びダーツを左手で持った。


「１ｓｔォォォっ！」


　椿さんが逆上する。


　ごめん……勝手な言い分だけど、由乃と生き延びるためには椿さんを倒たおすしかないんだ。僕は駆かけ出すと同時に、右手に持っていた手て毬まりを宙に放ほうり投げた。ダーツを左手で持っていたのはこのためだ。右手は、手毬で塞ふさがっていたから。


　一いつ瞬しゆんでいい……！


　一瞬だけでも、予知を妨ぼう害がいできれば！


　手毬はほんの数秒間、広間の中空をふわりと漂ただよった。椿さんと、広間にいた信者全員が、思わず手毬に視線を送ってしまう。もしあれが爆ばく弾だんか何かだったら大変だ。注目してしまうのは仕方ないだろう。


　でも、これで千里眼日記の記述は……っ！


　椿さんがハッとして日記の巻物を広げる。もう手て遅おくれさ。千里眼日記の予知は封ふうじた！





信者【江え川がわ勝かつ夫お】投げられた手毬を見る。


信者【西にし村むら二じ郎ろう】投げられた手毬を見る。


信者【池いけ田だ高こう一いち】投げられた手毬を見る。


信者【七なな尾お圭けい司じ】投げられた手毬を見る。


信者【佐さ藤とう卓たく夫お】投げられた手毬を見る。





　日記の撹かく乱らん。そう、12ｔｈの時の応用だ。あの時は催さい眠みん術で幻げん覚かくを見せていたけど、そこまで大おお掛がかりじゃなくても良かった。信者全員の注意を一瞬だけ、僕から逸そらせば……千里眼日記の予知能力は何の意味もなさなくなってしまう。


「クッ……！」


　椿さんは慌てて左手の日記を巻き取り始めた。予知が封じられた以上、日記の防ぼう御ぎよに切り替かえなければ危険だと判断したんだろう。僕だって必死だ。同じ手は二度と通用しない。この一瞬で勝負をつけなければ、殺されるのは僕たちなんだから……！


　信者たちの合間を縫ぬって走り、右手に持ち替えたダーツを構えた。


　椿さんも右手で日記を巻き取っていく。


　右手……。


　右手、で。


「あ……」


　千里眼日記がハラリと足元に落ちた。椿さんの右手は由乃に切断されて、もう手首から先が無くなっていたんだ。左手から足元の畳たたみまで、無防備に広がった巻物に、僕が投げたダーツが苦もなく突き刺ささる。


　勝負は決した。


　僕の、勝ちだ。


　一呼吸置いて、宙を漂っていた手毬が床ゆかに落ち、畳の上を転がっていった。その手毬を見て呆ぼう然ぜんと椿さんが呟く。


「何で今さら……」


　大きく見開いた目から涙なみだがこぼれていった。


「遅おそいわよ戻もどってくるのが……っ！」


　遅い？　戻ってくる？　どういう意味だろう。


　でももうそれを確かめる事はできない。椿さんは日記を傷つけた所有者として、代だい償しようを払はらわなければならないのだから。身体の中心から渦うずが生じ、椿さんをメキメキと吸い込んでいく。空間がねじれ、歪ゆがみ、淀よどんでいった。


　ほんの一瞬。信者たちの見ている前で、椿さんが跡あと形かたもなく消しよう滅めつしていく。


　殺して……しまったんだ。僕が。


　３ｒｄに続いて、また人を殺してしまった。


　しかも一度は信じて助けようとした人を。


　これで良かったんだろうか？


　他ほかに何かもっと、方法は無かったんだろうか？


「ユッキー……」


　由乃が僕の背中に顔をうずめてくる。


　……いいんだ。これでいい。これは僕が選んだ未来。由乃を守るため、由乃と二人で生き延びるために選んだ未来なんだから。後こう悔かいはしない。


「遅おくれてごめん。由乃」


　僕はそっと、背中に向かって呟いた。





　　　　※





　我妻由乃……。


　こいつは一体何なんだろう。


　僕たちはパトカーの中に保護され、ようやく身体を休める事ができた。椿さんが消滅した事で、あっという間に御目方教は瓦が解かいし、教団幹部たちが正門を開けて次々と投降していったんだ。早めに警察に協力して、自分だけは罪から逃のがれようって自己保身だと思う。敷しき地ち内に次々と警察官が入っていく。


　その陣じん頭とう指揮を執とっているのは来須さんだった。９ｔｈには混乱に乗じて逃にげられてしまったそうだ。それを追っていて僕たちと連れん絡らくが取れなかったらしい。御目方教の事件に関しては、教団幹部との取引を通して、信者の集団自殺という方向で処理してくれるみたいだ。頼たよりになる大人だもんね。細かい事は全すべて任せておこう。


　由乃は心身ともに疲つかれ果てたのか、パトカーの中で寝ね息いきを立てていた。僕の肩を枕まくらにして、幸せそうに目を瞑つぶっている。


　我妻由乃。


　電気が止められてて死体が転がってる家に住んでる……僕のストーカー？


　彼女に纏わりつかれるのは最初不気味だと思ったし、今でもその気持ちはまだ残ってる。僕たちの関係はとても普ふ通つうの中学生の男女関係ではなかった。


　盲もう目もく的てきに僕に尽つくす由乃と、生き延びるために由乃を利用している僕。その上、サバイバルゲームが続く限り、いつかは二人で殺し合わなくちゃいけない関係なんだ。椿さんの『予言』じゃないけど……。その先にあるのは破は滅めつしかない。


　それでも少しずつ、二人の関係は変化している。


　僕はそう思っていた。


『次はユッキーからしてね……』


　由乃の言葉がリフレインする。


　別に由乃が好きになったわけじゃない……。


　でも……。


　でも今だけは──。


「お休み由乃……」


　僕はそっと、眠ねむっている由乃と唇くちびるを交かわした。





【７月28日　21：10】ユッキーが由乃と結ばれる。《ＨＡＰＰＹ　ＥＮＤ》。





　そして同時に、由乃が持っている雪輝日記の記述が、書き換わっていった。
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「おうおう、お熱いカップルじゃのう。まったく見せ付けてくれる。儂わしも一度でいいからあんな胸キュンもののキッスをしてみたいもんじゃ」


　アカシックレコードの中で浮ふ遊ゆうしながら、ムルムルが頰ほおを赤らめて身体をくねらせていた。彼女とワタシの目の前には、いくつものモニターが整然と広がっている。モニターと言うよりは、四角く切り取られた映像そのものが浮うかんでいると言うべきか。その一つ一つが、アカシックレコードに収められた『記き憶おく』……確定した事象だった。


　ムルムルが見ていたのは、御目方教事件が終わった後、パトカーの中でキスを交わす天あま野の雪ゆき輝てると我が妻さい由ゆ乃のの映像だ。


「どうじゃ？　ここまで色々な『記憶』からサバイバルゲームを振ふり返ってみたが……少しは自分が何者か、思いだしたかのう？」


「ああ……少しは」


「ちなみに６ｔｈに仕えておった、愛あいとお鈴りんの二人はこの後も出てくるのでな。要チェックじゃぞ」


　愛とお鈴……。聞いたことのある名前だ。ワタシはこの二人を知っていたらしい。少しずつ少しずつ、忘れかけていた記憶が頭の中で呼び起こされつつあった。ムルムルが別の『記憶』を手元に引き寄せる。


「では続きを見るとしようかのう。この後は、１ｓｔと２ｎｄのコンビが５ｔｈと戦う事になる。５ｔｈの正体は豊ほう穣じよう礼れい佑すけという幼子で……」


『記憶』の映像に映っているのは、両手にパペットの人形を被かぶせた、三つ四つの男の子だ。この子の顔にも見覚えがある。ワタシは無意識のうちに一人呟つぶやいていた。


「確か……５ｔｈは１ｓｔの家の中で様々な罠わなを張り巡めぐらせたはず……。毒殺、感電、毒ガス。子供の所有者にしては物ぶつ騒そうなものを揃そろえていた覚えがある」


「おっ。だんだん思い出してきておるようじゃな！　では次の10ｔｈはどうじゃ？　奴やつは大量に飼っていた犬を使って、他の日記所有者を捜し出して倒そうとした」


　10ｔｈ……。いや、そいつに関しては顔も名前もよく思い出せない。あるいは元々知らないのかもしれなかった。いくらサバイバルゲームに参加していたとしても、他の日記所有者全ての素す性じようを知っているとは限らないだろう。


　だが10ｔｈとの戦いを通して、ワタシは何人かの重要な人物と出で逢あったような気がする。そうだ間ま違ちがいない。ワタシはこの時出逢ったのだ。この後の戦いに多大な影えい響きようを与あたえる、とても重要な人物に……。


「10ｔｈの次にサバイバルゲームの中心となったのは、４ｔｈじゃ。警察官である４ｔｈは１ｓｔ、２ｎｄを裏切って二人を殺そうと動き出してな。ここに９ｔｈや西にし島じまという刑けい事じが面おも白しろく絡からんできてのう。４ｔｈはゲームの調整役としてはあまりに有能過ぎた面もある。ここで退場したのは、ゲームを面白くするには丁度良かったかもしれん」


「４ｔｈも死んだのか、ここで……。ああ、おぼろげに覚えているぞ。息子むすこの命を救うために１ｓｔや２ｎｄを裏切ったんだったな。果ては９ｔｈとの同盟も破は棄きして、逆にこの三人が組んだ『新未来同盟』に敗れ去った」


　そして９ｔｈはこの事件の際、西島と三度目の邂かい逅こうを果たしたのだ。以後、何だかんだと腐くされ縁えんが続いていく事になる。


「ふむふむ。順調に記憶が戻っておるようじゃ。ならば少し飛ばして、次は一気に監かん禁きん事件の記憶を覗のぞいてみるかのう」


「……監禁事件？　誰だれが誰を監禁したというのだ？」


「それは見てからのお楽しみ。ほれ、この厄やつ介かいな男が大だい活かつ躍やくした事件じゃぞ？」


　ムルムルがワタシの方に映像を一つ、投げてよこしてきた。そこにはクールに微笑ほほえむ一人の美しい少年が映し出されていた。色素の薄うすい髪かみに赤みがかった瞳ひとみ。不敵な表情には年ねん齢れい以上の落ち着きが感じられる。


「名前は『秋あき瀬せ或ある』。10ｔｈとの戦いの過程で、１ｓｔが出逢った友人の一人じゃ。２ｎｄにとってはある意味最後まで厄介な敵じゃったし、９ｔｈにとっても後々重要な人物の一人になる……自じ称しよう『探たん偵てい』の小こ僧ぞうじゃよ」


　ワタシは映像の中の少年をじっと見つめた。胸の奥がズキリと疼うずく。彼がワタシにとって忘れられない人物である事は間違いないようだ。いったい彼とワタシは、どういう関係だったのか。


「秋瀬……或」


　記憶の糸を手た繰ぐり寄せるように、ワタシは小さく呟いた。
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　僕の名前は秋あき瀬せ或ある。


　探偵だ。


　いずれは世界的な探偵になる事が夢でね。今は世を忍しのぶ仮の職業として、梅うめ里さと中学校二年Ｃ組の生徒にもなっている。


　今日は、僕のクラスメイト二名が失しつ踪そうした事件について、友人たちと協力してこれを解決するつもりだ。


　失踪した二人の名前は──。


　天あま野の雪ゆき輝てる。


　そして我が妻さい由ゆ乃の。


　僕の推理では……我妻さんが雪輝君を監禁していると思うから、正確には『我妻さんから雪輝君を取り戻す』つもりだと、表現するべきかもしれない。相手が未来予知能力を持っている日記所有者となると、これはかなり難しい仕事だろう。


　……おっと失礼。


　少し説明を端折はしより過ぎたかな？


　僕とした事が、慌あわてて話を進め過ぎたみたいだ。


　ではそもそも、どうして僕が雪輝君たちと知り合ったのか。


　そこからまず話を始めようか。





　　　　※





　僕の住んでいる桜見市では、四月の末から五月初頭にかけて、立て続けに大きな事件が三つも発生した。


　連続通り魔ま事件。


　桜見中学校爆ばく破はテロ事件。


　御目方教集団自殺事件。


　いずれもニュースなどで大きく報道された事件ばかりだ。通り魔は未いまだ逮たい捕ほされておらず迷めい宮きゆう入り、爆破テロの犯人である雨う流りゆうみねねも逃とう走そう中。集団自殺事件は、実際は何者かによる虐ぎやく殺さつだったとも噂うわさされていた。


　そして僕はこの三つの事件に、ある共通点が存在する事を発見した。


　天野雪輝。


　彼は全すべての事件に関かん与よしていたのだ。しかも御目方教の事件の数日後には、自宅に不ふ審しん者しやまで侵しん入にゆう。その時たまたま天野家に預けられていた少年が消息不明になっている。


　雪輝君には何か重大な秘密がある。


　そう判断するのは当然だろう？


　その後、桜見中学校の閉校と、それに伴ともなう近きん隣りん中学への生徒の振り分けにより、偶ぐう然ぜんにも彼は僕と同じ梅里中学校の……しかも同じクラスとなった。そして新たな連続通り魔の事件に遭そう遇ぐうする事となる。多数の犬を使し役えきして惨ざん殺さつする手口の、今までに無い凶きよう悪あく犯罪だった。その解決を通して、僕は雪輝君と知り合い、彼の秘密を知ったんだ。


　彼が『未来日記』の所有者である事。


　同じく所有者である我妻由乃さんと共にサバイバルゲームに参加している事。


　過去の大きな事件は、それら日記所有者との戦いによって引き起こされたものである事。


　ゲームに勝ち残れば『神の座』が得られる事。


　現に、天野家に侵入した不審者の一件は５ｔｈ・豊ほう穣じよう礼れい佑すけの仕し業わざだったし、犬を使った連続殺人は10ｔｈ・月つき島しま狩人かりゆうどが犯人だった。さらに、雪輝君たちをバックアップしていた４ｔｈ・来くる須す圭けい悟ごも神の座を欲ほつして同盟を破は棄きし、警察組織を駆く使しして戦いを挑いどんできたらしい。


　彼には妻と幼い息子がいる。その息子が重い心臓病であると発覚し、命を救うために苦く渋じゆうの決けつ断だんを下した……というのが裏切りの真相だった。雪輝君にとって４ｔｈは頼たよりになる大人。事情があったにせよ、彼に裏切られた事は少なからずショックだったようだ。


　日記所有者たちにはそれぞれの事情があり、目的がある。たった一人だけが生き残れるサバイバルゲームである以上、哀かなしい事だけど、信しん頼らい関係はいつかは壊こわれる運命にあるんだ。





　ともあれ彼らを全て撃げき退たいし、サバイバルゲームは今、半数の参加者が脱だつ落らくした状じよう況きようにある。


　死亡したのは、３ｒｄ・４ｔｈ・５ｔｈ・６ｔｈ・10ｔｈ・12ｔｈ。


　存命なのは、１ｓｔの雪輝君と２ｎｄの我妻さん。


　それに９ｔｈの雨流みねね。


　未だ正体不明の所有者が、７ｔｈと８ｔｈと11ｔｈというわけだ。





　一方、激しい戦いの中で、雪輝君と我妻さんの関係は徐じよ々じよに親密になっていった。雪輝君はそれほど我妻さんを恋れん愛あい対象とは見ていなかったんだが、二人で何度も死線を越こえていく事で、だんだん絆きずなが深まっていったんだろう。しかしこれが思わぬ波は紋もんを引き起こす事になる。


　元々、我妻さんは非常に危あやうい精神バランスを有していた。


　雪輝君に対して献けん身しん的なまでの想おもいを寄せているものの、それは愛情表現と言うよりむしろ、自分の壊れそうな心を懸けん命めいに支えるための依い存そんだった。何が彼女をそこまで追い込んだのかは知るよしもないけれど……。雪輝君なしでは彼女は脆もろ過ぎる。雪輝君なしではとても一人で生きていけないんだ。


　常に雪輝君の隣となりを歩き、道が交わる事がなくても見守り続ける事ができればそれでいい。そう思っていた我妻さんが、雪輝君に振り返ってもらえた時──彼女の喜びはどれほどだったのだろう。喜びのあまり、理性のタガが外れてしまうのも当然か。


　４ｔｈとの戦いで、彼の指揮の下もと動いていた警官を多数射殺した我妻さんには、警察の捜そう査さの手が及およびつつあった。僕は雪輝君を心配して『我妻さんには近付かないように』と警告のメールを出しておいたんだが……手て遅おくれだったらしい。


　六月十九日、雪輝君と我妻さんは突とつ如じよ失踪した。


　そして一週間後、僕はある人物からメールを受け取り、友人たちと協力して彼らを捜さがす事にしたんだ。表向きは温泉旅行という事で、メールの人物から宿しゆく泊はく券も送ってもらっている。バイキング形式の食事までつくんだから悪い話じゃない。


　メールを受け取ってから、さらに四日後の六月三十日。


　僕たちはタクシーに乗って、目的地を目指していた。





　　　　※





「見ろよっ！　湖が見えてきたぜーっ！」


　タクシーの助手席で、高こう坂さか君が歓かん声せいを上げる。


　彼のフルネームは高坂王おう子じ。


　雪輝君と同じく桜見中学校出身で、その時からクラスメイトだった。ただし仲の良い友達かというとそうでもなく、ハッキリ言えばいじめっ子といじめられっ子の関係にあったらしい。爆破テロ事件でも雪輝君を裏切るような行動を率そつ先せんしてとっていたそうだが……まぁ腐れ縁という奴かな。


「うおー白鳥うぜぇーっ！」


　白鳥の群れを指差しながら大はしゃぎしている高坂君に対し、僕の隣……後部座席に座っている二人の女の子が冷たい視線を送っていた。


「何でこいつまで一いつ緒しよにっ？」


　二人同時に叫さけぶ。元々、僕がこの二人を誘さそい、三人で旅行に行く予定だったんだ。高坂君まで参加した事があまり愉ゆ快かいではないらしい。


「まぁ券は余ってたし、僕はいいけどね」


　奇くしくもこの四人はかつて、雪輝君と我妻さんと共に10ｔｈの陰いん謀ぼうに巻き込まれたメンバーだった。同じ二年Ｃ組のクラスメイトであり、未来日記の秘密も知っているから、むしろ今回の旅行にはうってつけの面めん子つとも言えるだろう。人手は多い方がいいかもしれない。


「見ろよ俺のタッパー！　これでバイキング持ち帰り放題だぜ！」


「やめいっ！」


　嬉き々きとして振ふり返った高坂君の顔面に、容よう赦しやなく正せい拳けんを打ち込んでいるのは、日ひ野の日向ひなた。関かん西さい訛なまりが特とく徴ちよう的な、ボーイッシュな女の子だ。タンクトップにホットパンツと、服装も活動的だった。


　実は彼女は10ｔｈ……月島狩人と因いん縁ねん浅からぬ関係にあったんだが、まぁそれについて詳しよう述じゆつするのは別の機会に譲ゆずろう。少なくとも今はもう、僕や雪輝君の素す晴ばらしい友人である事に間ま違ちがいない。雪輝君にとっては初めての友人と言ってもいいかな。


　もう一人、後部座席の真ん中に座っている女の子は、野の々の坂さかまお。ベレー帽ぼうにロングスカートというファッションからも分かる通り、淑しとやかで上品な少女だった。さっきから僕がノートに日記をつけているのに気づき、怪け訝げんな視線を向けてきている。


「秋瀬くん、その黒いノートは……？」


　今どきノートに日記をつけるなんてアナログな人間は少ないかもしれないね。ほとんどの人は携けい帯たいのメモ帳や、あるいはインターネットのブログなどに書いているだろう。日向も僕の日記に気づいた。


「なんや少年探たん偵てい。あんたも日記か？」


「まぁ……」


　これは雪輝君や我妻さんたち、未来日記所有者の行動を観測し、記録する日記だ。次々と未来を書き換かえていく所有者同士の戦いを正確に理解するには、こうやって地道に記録をとっていくしかなかった。言うなれば『探偵日記』だね。


「ばっか！　日記なら俺だってつけてるぜーっ！」


　高坂君が性しよう懲こりもなく振り返り、僕たちに見せ付けるように携帯を開く。





【６月29日】


　今日は一度も赤信号に捕つかまらなかったぜ！　俺って輝かがやいてる！


　今日はガシャポンでダブリが出なかったぜ！　俺って輝いてる！


　今日はカッコいい木の棒を拾ったぜ！　俺って輝いてる！





「俺の輝いてた瞬しゆん間かんを記した『高坂ＫＩＮＧ日記』だ！」


　渡わたされた携帯のディスプレイを覗のぞき込んだ日向とまおちゃんは、口々に露ろ骨こつな陰かげ口ぐちを叩たたき合った。


「何このキモイ文章……」


「ひょっとして病気？」


　一応ヒソヒソ声にしているが、狭せまい車内ではどうしても聞こえてしまう。まぁ聞こえるように言っているんだろうけど。


「病気じゃねぇ！」


「不ふ憫びんな……」


「憐あわれむなっ！」


　高坂君の日記はメモ帳機能を利用したものではなく、ネット上のブログに書き込んであった。投とう稿こう者しやの氏名として、『平民・高坂王子』と表示されている。まおちゃんが首を傾かしげた。


「『平民』……？」


「投稿数に応じてランクが上がるシステムみたいだね」


「ああ、レンタルＢＬＯＧですか……」


　広告の表示などで運営費を捻ねん出しゆつしているため、利用者は無料で自分の日記を作る事ができる。ログインＩＤとパスワードを設定するだけだから、メールアドレスさえあれば誰だれでも日記を持つ事ができるわけだ。


「ふう、全く何やのあんたら。日記、日記て」


　日向が呆あきれたようにシートに身を預ける。


「それじゃまるで雪輝やん」


　一瞬の間。


「あ……」


　口走ってしまった本人も気づいたようだ。タクシー車内が一気に気まずい空気に包まれていった。


　雪輝君と我妻さんが失しつ踪そうしてもう十日以上経たつ。


　学校でも、クラスメイトたちは既すでに心配する時期を通り越して、あまりその話題に触ふれないようになっていた。無理もない。十日も音信不通、何の手がかりも無いとあれば、誰だって最悪の結末を想像せざるを得ないのだから。


「──さて。今はどこでどうしているやら」


　重苦しい車内で、僕は誰に言うでもなく独りごちた。それはクラスのみんなが抱いだいている疑問だ。我妻さんは二年Ｃ組とは別の組だけど、休み時間の度たびに満面の笑えみで雪輝君に会いに来るため、教室の誰もがよく知る存在だった。


　仲なか睦むつまじいカップルの──まぁ雪輝君の方は戸と惑まどい気味だったものの、その突とつ然ぜんの失踪。真相解明に興味を抱かない者などいなかった。


　意外な事に、高坂君がぶっきらぼうに返事する。


「死んでんじゃねーの？」


　酷ひどいと言えば酷い一言だね。


　でも日向もまおちゃんも、誰もそれを否定しなかった。口には出さないが、みんな思っている事だ。もう既に、手遅れなんじゃないか……と。


　けれども、たとえ手遅れであろうと捜そう索さくはしなければいけない。行方ゆくえ不明のまま、生きているのか死んでいるのかさえ分からないなんて、あんまりだろう。


　困っている人たちを救うのが『探偵』なのだから。無事かそうでないかを問わず、雪輝君を本来あるべき場所に帰してあげる事が、探偵として……そしてクラスメイトとしてのなすべき事だった。


「実はその件で、君たちに会ってもらいたい人がいるんだ」


　僕はいよいよ、本題を切り出す事にした。





　　　　※





　ホテルに着くと、僕たちはタクシーを降り、ある人物の待つ高台へと歩いていった。今回の旅行の宿泊券を送ってくれた人物。そして、僕に捜査の依い頼らいをしてきた人物。三人に会ってもらいたい人物だ。


　その人物は背広にネクタイを締しめ、ポケットに手を入れたまま、立ち並ぶホテルの群れを静かに見下ろしていた。少し長めの髪かみが風にそよいでいる。決して二枚目ではないが、強さと優やさしさを秘ひめたスマートな背中だった。


　背後に気配を感じたのか、僕たちが近づくとクルリと振り返る。


「お疲つかれ様。遠い所までよく来たね」


　日向たち三人は、この人物とは初対面だろう。僕がみんなに紹しよう介かいする。


「今回のスポンサー、西にし島じまさん。警察の方だよ」


「え？」


「警察やて？」


「どうしてまた……？」


　西島真ま澄すみ。


　桜見署の刑けい事じだ。


　４ｔｈこと来須圭悟の右みぎ腕うでとして桜見署で数々の成果を挙げ、４ｔｈ亡なき後は署の中心人物として刑事課の職員を纏まとめ上げている。４ｔｈ戦において、ずっと追い続けていた９ｔｈ・雨流みねねを一時拘こう束そくした事もあった。すぐに逃にげられてしまったようだが……。


　その時に未来日記の秘密も教えられている。


　まさに今回の救出作戦にうってつけの人物……というか、彼だからこそ僕たちに仕事の依頼をしてきたのだろう。


　ちなみに９ｔｈ・雨流みねねに対しては、単に逮たい捕ほすべき国際指名手配犯というだけでなく、一人の女性として好意を抱いているらしい。本来であればこういうゴシップ的な情報を集める事は探偵の本意ではない。ただ刑事とテロリスト……しかも片方は未来日記の所有者とあれば、やはり留意しておくべき特別の情報でもあった。


「第三セクター開発の夢の跡あと……。この街の六割のホテルは廃はいホテルでね」


　西島さんが再びホテルの群れに視線を投じる。見ると何なん軒けんかのホテルは空き家となっており、窓ガラスにヒビも入っていて、全く人ひと気けが感じられなかった。


　桜見市の前市長が残した負の遺産だ。前市長はいわゆる箱物行政に御ご執しゆう心しんで、ホテルだけでなく様々な公共設備に予算を割さいていた。結果、甘い収益見込みと不ふ況きようのダブルパンチで、多くの事業から撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされている。


　現市長はその辺りをシビアに判定しているようだね。噂うわさでは、水面下で進んでいた児童養護施し設せつの援えん助じよ計画まで握にぎり潰つぶしたとか何とか……。その割に破は綻たんした我妻銀行を強ごう引いんに救済した事もあった。ワンマンな政治手法でありながら支持されているのは、現市長の卓たく越えつした弁論術と議会対策によるところが大きいと言われている。


　そんな市政の都合に翻ほん弄ろうされた街が、今回の舞ぶ台たいというわけだ。


「雪輝君と我妻さんの居場所は、目もく撃げき情報などからこの一角に絞しぼり込んでいる」
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　西島さんの言葉に、日向たち三人が顔を見合わせる。思いがけず、知りたがっていた答え──雪輝君と我妻さんがどこでどうしているのかを、知る機会がやってきたんだ。色めき立つのも無理はない。


　高坂君が憮ぶ然ぜんと問うた。


「……それで？」


「相手が予知能力者じゃなければ、とうに踏ふみ込んでるところだけど……。警察が捕まえようと動けば、彼らは逃げ出してしまうだろう？」


　４ｔｈが存命ならいざ知らず、今の桜見署には予知能力者はいない。いくら警察組織といえども、未来日記を持つ人間に対たい抗こうする術すべは持ち合わせていなかった。相手は未来予知ができるんだ。雪輝君たちに近づける者がいるとすれば、接近を予知されてもそれを許容されるような人間……つまり雪輝君たちが心許せると思っている人間しかいなかった。


「だからお友達ならと……」


「面めん倒どう臭くせえ」


　即そく座ざに高坂君がきびすを返す。僕は彼らに旅行の事しか話していなかったからね。いきなり捜そう査さを手伝えと言われても、騙だまし討うちにあったような気がして面おも白しろくないのかもしれない。下手へたに話してしまうと、他ほかの日記所有者に情報が漏もれる危険もあったから黙だまっていただけなんだけど……。


　高坂君に待ったをかけるように、日向が訊きき返した。


「雪輝は生きてるんですか？」


　彼女は10ｔｈの事件の際、身体からだを張った雪輝君の活かつ躍やくで救われている。放ってはおけないんだろう。


　同時に高坂君も、口ではああ言っていても無関心ではいられないようだ。足を止めて耳をそばだてる。


「分からない。でも……僕の見立てでは雪輝君はおそらく我妻さんに監かん禁きんされている。君たちには彼を救うお手伝いをして欲ほしいんだ」


　それは僕の推理とも合がつ致ちしていた。やはり犯人は我妻さん。だとすれば、彼女が盲もう目もく的てきに愛情を注いでいる雪輝君が、早々に殺されているとは考えにくい。生きている可能性は十分あった。


　死んでいるかもしれないと思うのと、恐おそらく生きているはずと思うのでは、モチベーションが遥はるかに違ちがってくる。日向、まおちゃんはもちろん、高坂君までもすっかり西島さんの話に乗せられてしまっていた。


「お手伝いって、い……いつから？」


「今からだよ」


「今からっ？」


　西島さんが両手を叩き、その乾かわいた音をホテルの群れに大きく響ひびかせた。


「はい、よーいドン！」





　　　　※





　結局、僕たちは二手に分かれて捜索する事になった。僕と高坂君、日向とまおちゃんというコンビだ。強引に協力させられたのが気に食わないのか、未いまだに高坂君が僕に対して愚ぐ痴ちをこぼしている。


「秋瀬……。やっぱりお前は信用ならねぇ」


「労働の対価が支し払はらわれるアルバイトみたいなものさ。それに日向のために身体を張ってくれた雪輝君を放ってはおけないだろう？」


　10ｔｈの事件でいちばん恩義を感じているのは日向だ。でも彼女だけでなく僕や高坂君、まおちゃんもまた、雪輝君のおかげで命を救われた。彼はずっと友達のいない生活を送っていたから、逆に友達の大切さを誰よりも知っている。それは高坂君だってよく分かっているはずだ。


「……ケッ、関係ねぇよ」


　ぶっきらぼうに言い捨てつつも、僕の隣となりを歩いて一いつ緒しよに雪輝君を捜さがしてくれる。態度はどうあれ、力を貸してくれるのはありがたかった。今は少しでも戦力が欲しい時だからね。


　後は何か一つでも手がかりがあれば……。


　我妻さんもそう簡単にボロは出さないだろうけど、雪輝君の日記を通して僕たちの動きを把は握あくしているはずだ。何か先手を打ってくる可能性は大いにあった。逆に言えばそこが狙ねらい目でもある。日記所有者が一番無防備になるのは、未来を変えようと行動し、その結果変化した日記の記述を正確に把握しきれていない瞬しゆん間かんなのだから。


　と、程ほどなくまおちゃんから電話がかかってくる。


『秋瀬君、大変ですわ！　天野君からメールがあったんだけど、日向が先に一人で助けに行ってしまって……！』


「何だって？　雪輝君からメールがあった？」


　妙みようだな……。


　まおちゃんの話によれば、日向の携けい帯たいに届いたメールは次のような内容だったらしい。もちろん送信元のアドレスは、登録されている雪輝君のメールアドレスと合致していた。





『助けて日向！　今僕は由乃に監禁されてて、隙すきを見つけてメールしてる。僕はグランドホテルの最上階２０１２号室にいる。たぶん今この一瞬しか逃げる機会はないかもしれない。今すぐに、由乃に見つからないよう一人で来てくれ』





　さらに続けて、『まずい今由乃が戻もどってきたみたいだ。助けて』というメールまで送られてきたとか。雪輝君が自分の携帯からメールを送ったのなら、同時に無差別日記の記述も確かく認にんできるから、それで僕たちが来る事を知ったのだろう。話の筋は通っていた。


　慌あわてた日向はメールで指示された通り、僕への連れん絡らくをまおちゃんに任せ、自分一人だけで２０１２号室に向かったそうだ。


「監禁されててメール打つ隙があんのかよ？」


「いやそれよりも……雪輝君はその行動を全すべて我妻さんに予知されているはず。これは雪輝君が出したメールじゃない。我妻さんの偽ぎ装そうメールだ！」


　我妻さんの日記は、雪輝君の行動をつぶさに記録した『雪輝日記』。肌はだ身み離はなさず持っているなら、雪輝君の行動は筒つつ抜ぬけと考えていい。そもそも「一人で助けに来てくれ」などと友人を危険にさらすような事を、あの友達想おもいの雪輝君が言うはずもなかった。


　僕たちはまおちゃんと合流し、すぐにグランドホテル２０１２号室へと向かった。


「日向が危ないわ……っ！」


「何とか追いついて連れ戻そう。このままじゃ我妻さんの思う壺つぼだよ」


　グランドホテルは建設途と中ちゆうで事業が凍とう結けつされ、野ざらしになっている建物だ。屋根は完成しておらず、一部鉄骨が剝き出しになっている。なぜかエレベーターは稼か働どう中だったが、これは我妻さんが自家発電機を動かして、パソコンや周辺機器と接続し、管理室を制せい御ぎよしているからだろう。


　僕たちはエレベーターに乗り、２０１２号室を目指した。このケージごと一いち網もう打だ尽じんにされる危険もあったが、背に腹は代えられない。今はとにかく日向に追いつくのが先決だ。


　すると今度はまおちゃんの携帯にメールが着信する。件名は『アカンまおこれは罠わなや！』。日向からの強い警告文だった。


「やっぱり罠だったんだわ！」





『今うちは我妻から逃げとる。雪輝は２０１２に監禁されとった……！　うちが追われとる今があいつを救うチャンスや。頼たのむ雪輝を助けたっｔ８ｔｄｄｄｄｄｄｄｄ』





　よほど慌てていたのか、最後は文章が乱れて日本語にすらなっていなかった。


「日向……」


「おい俺にも見せてくれよ」


　高坂君を無視して、まおちゃんが日向の携帯にコールする。しかし反応は無かった。スピーカーの向こうで虚むなしく呼び出し音を繰くり返すだけだ。


「日向に繫つながらない！」


「先に雪輝君を助けよう」


「だから俺にも見せろって！」


　騒さわぐ高坂君をなだめ、僕たちはエレベーターから降りた。２０１２号室を目指して全力で廊ろう下かを駆かけ抜ぬける。


「雪輝君っ！」


　問題の部屋は鍵かぎもかかっていなかった。


　最新式の電子ロックの扉とびら。普ふ通つうなら、ドアを閉めただけで自動的に鍵がかかりそうなものだが……ここで僕は不ふ審しんな点に気付くべきだったのかもしれない。何せ天てん井じよう近くの部屋の隅すみには監かん視しカメラまで仕し掛かけられていたんだ。カメラ付きの客室なんて聞いた事もない。


　しかし雪輝君がいるであろう場所を目の前にして、僕もやや冷静さを欠いていた。我ながら致ち命めい的てきな失態だ。


　２０１２号室はスイートルームにする予定だったのか、かなり天井は高かった。本来なら広々とした落ち着きのある客室になっていたのだろう。しかし工事が放ほう棄きされた今では、壁かべは無機質なパネルが露ろ出しゆつし、家具らしい家具も一いつ切さい見当たらない。そもそも屋根の一部が覆おおわれていないんだ。天井パネルがあるべき場所は青空が覗のぞいており、露出した鉄骨が無残な空気をより一層濃こくしていた。


「雪輝……？」


　高坂君が真っ先に部屋の奥へ足を踏み入れる。何も無い室内にぽつんと、椅い子すが一脚きやく用意されていた。腰こし掛かけているのは雪輝君らしき人物。


　しかし僕はすぐに高坂君を止めた。


「いや、これは……」


　服装こそ雪輝君にそっくり──と言うより、彼の服を着せられているようだが、中身はただのマネキン。カツラを被かぶせられた人形だった。


「こりゃマネキンじゃねぇか……」


「どういう事でしょう？」


　その刹せつ那な。


　僕たち全員が部屋に入るのを待っていたかのように、唯ゆい一いつの出入り口の扉が電子音を奏かなで、鍵をロックしてしまった。監視カメラだ。我妻さんが監視カメラの映像を見て、ロックするタイミングを計っていたんだ。


　慌てた高坂君とまおちゃんがノブに飛びつくが、当然ながら開く気配は全く無かった。


「鍵が開かねぇ！」


「電子ロック？」


「しまった……」


　遅おくればせながら、ようやく僕はこれが巧こう妙みように仕組まれた罠だと悟さとった。なぜもっと早く気づかなかったのか……。雪輝君を助けようとするあまり、焦あせりで正確な判断力を失っていたのだろう。


「日向に届いたメールは我妻さんの偽装メールだった。同様に、まおちゃんに届いた日向のメールも、我妻さんの偽装メールだったんだ」


「じゃ、じゃあ日向は……」


「本物の雪輝はどこにいるっ？」


「日向がこの２０１２に来た所までは間ま違ちがいない。その後彼女は襲おそわれ、どこかに運ばれた……。ここからそう遠くない場所だ。恐らく雪輝君もそこにいる」


　我妻さんは僕たちが来る事を日記で確認し、周しゆう到とうに罠を用意していたはずだ。雪輝君の元をあまり長い時間離はなれずに作業でき、日向の身体を手て際ぎわよく運び入れ、さらに追いかけてきた僕たちに攻こう撃げきを仕掛けるタイミングも計れる……これらの条件をクリアしようとすれば、おのずと我妻さんの居所も限られてきた。


　例えば、ホテル内のシステムを把握できる管理室。これだけの高層ホテルなら、下の階だけでなく屋上近くに管理室があっても不自然じゃない。雪輝君と日向は、この２０１２号室と同じフロアにいる可能性が非常に高かった。


「じゃあ雪輝は何やってたんだよっ？」


「黙だまって見てたって言うわけ……っ？」


　友達想いの雪輝君なら、日向が監かん禁きんされるのを放っておくはずがない。それなのにどうして我妻さんの自由にさせているのか。僕たちとの友情より、我妻さんとの恋れん愛あいを優先させたという事なのか？


「……違ちがう。見過ごしていたわけでも黙もく認にんしていたわけでもない。彼は動かなかったんじゃなく、今も──」


　恐おそらく、物理的な拘こう束そく。


　および薬物による、精神的な拘束。


　その両方で、


「動けないんだ」


　だから我妻さんが僕たちを殺そうとしても……雪輝君にとって大切な友人たちである、僕たちがどんな目に遭あおうと、彼はそれを止める事ができない。


　けたたましいエンジン音が響き、頭上から２０１２号室の中へと、何かが大量に投入されてくる。さっきから車体が少し見えていたんだが、どうやらあれはアジテータ・トラックで間違いないようだ。一いつ般ぱん的にはミキサー車と呼ばれているね。コンクリートを撹かく拌はんしながら運うん搬ぱんし、排はい出しゆつする事も可能な工事車両だった。


　そのミキサー車が、七、八台ほどグランドホテルの屋上に配置されていた。たぶん管理室からスイッチ一つで操作できるように改造してあるんだろう。一いつ斉せいにエンジンを始動させ、ドラム内部に溜ためてあったコンクリートを勢いよく２０１２号室に流し込んでくる。


「な、何だぁっ？」


「え……えっ？」


「コンクリートだっ！」


　まずい、この部屋の窓やバルコニーへの出入り口は、全て壁へき面めんパネルで厳重に封ふう鎖さされていた。最初来た時に奇き妙みような感じがしたんだが……窓一つ無い部屋に仕立て上げたのはこれが目的だったのか。


「脱だつ出しゆつしないと生き埋うめになるっ！」


　それにしても一体どんな方法を使って廃はいホテルの最上階まで、あれだけの数のミキサー車を運び上げたのか。コンクリートを調達するだけでも一苦労だったろうに。時々我妻さんは、まるで神のような所業を成し遂とげる事がある。


　以前、僕は彼女の自宅を調査した事があった。それはれっきとした不法侵しん入にゆうだけれど、ああでもしないと彼女の秘密に迫せまれそうになかったからね。何も知らない雪輝君と我妻さんにデートをしてもらって、その隙に屋や敷しきの中をくまなく調べ上げたんだ。


　そして見つけた。


　奇妙な部屋の向こう……ふすまの奥にある、異様な光景を。


　大穴だ。


　てっきり死体でも出てくるのかと思ったんだが……。屋敷の一部が完全に損そん壊かいし、庭に巨きよ大だいな大穴が開けられていたんだ。底の方が全く見えないほどの深さ。かなり大おお掛がかりな掘くつ削さく機を使わなければ造れないほどの大穴だった。


　我妻さんはどうやってあれほどの大穴を掘ほったんだろう？　まさに神のような所業としか言い様がない。


「くそっ……。まるで開かねぇ！　我妻の奴やつ、俺たちを殺す気かよ……っ！」


　高坂君は何とかドアから脱出しようと、肩かたで体当たりを繰り返した。もちろんそれでどうにかなる強度ではない。瞬またたく間に液体のコンクリートが僕たちの膝ひざまで達してくる。


「僕らが埋まるのに三十分もいらないだろうね」


「でも俺たちゃ友達だろっ？」


「そうですわ。天野君が我妻さんに、私たちみんなを友達と認めさせたって、日向が……」


　それは10ｔｈの事件の話かな？　確かにあの時、我妻さんは雪輝君に言われて、渋しぶ々しぶながらも僕たちを友達と認めた。カッターで重傷を負わせたまおちゃんにも後で謝あやまったし、雪輝君の彼女らしく振ふる舞まう事も誓ちかった。


　けど彼女はもうその事を意図的に忘れていると思う。


　例の大穴を発見した時も、我妻さんは『初めてユッキーが家に来てくれた』と言っていた。実際には以前に一度、雪輝君を招き入れ、その時にふすまの奥の死体を見られたらしいのだが……。


　彼女は自らの記き憶おくを、自分の意思で改かい竄ざんしているんだ。


　そうしなければ『正常な精神』を保てないほど、何らかの事情で追い詰つめられているから。そんな異常な方法でバランスをとっている精神を、果たして『正常な精神』と言っていいのかどうかは、既すでに疑わしい限りだけれどね。


　だから今の我妻さんはもう、僕たちを友人などとは考えていない。雪輝君との仲を引き裂さく敵という認にん識しきだ。僕たちを殺す事に何のためらいも葛かつ藤とうも持っていないだろう。


「彼女は本気だ」


　高坂君とまおちゃんが顔を見合わせる。いよいよ洒落しやれにならない状じよう況きようになってきたと、分かってきたらしい。


「い、いい考えがありますわ。こう三人で肩かた車ぐるまをして……上の人がポーンとジャンプすれば！」


「アクションゲームじゃねーんだぞっ！」


　ツッコミを入れた高坂君が、半泣きになりながら自分の携けい帯たいを取り出した。レンタルＢＬＯＧにアクセスして、投とう稿こうフォームを表示させる。例の『高坂ＫＩＮＧ日記』だ。


「チクショオ！　せめて遺ゆい言ごんだけでも残して……」


「まだ早い」


　でもそれは僕が制した。二人が視線を向けてくる。


「まるで無策ってわけでもないさ。遺言を書くのは試ためせる事を試した後にしよう」


　監視カメラが天井近くにあったのは僥ぎよう倖こうだ。コンクリートがあそこまで達する間、まだ我妻さんとのチャンネルは閉じられていない事になるからね。駆け引きの余地は僅わずかに残っていた。僕は自分の携帯電話を取り出し、メールの送信準備を整えていく。


「……さて。藪やぶを突つついてみようか」





　　　　※





　私とユッキーの愛の巣に、土足で上がりこんできた虫けらども。


　まずは一いつ匹ぴき片付けた。


　名前は確か……日野日向とか言ったっけ。ユッキーの携帯から送ったメールでおびき出して、スタンガンを押し付けたら呆あつ気けなく気絶しちゃった。両りよう腕うでを胴どう体たいごとロープでぐるぐる巻きにして、足もちゃんと縛しばって、その辺に転がしておく。


　残るお邪じや魔ま虫は三匹びき。それと刑けい事じが一人。


　刑事は警察組織としてではなく、個人的に動いてるみたいだし、三匹は既に網あみにかかった。そう焦らなくても全員殺せそうだね。


　まずはユッキーにご飯を食べさせてあげなくっちゃ。お腹なかすかせてたら可哀かわい想そうだわ。私はトレーに食器を載のせ、ユッキーの所まで運んであげた。


「ユッキー、ご飯だよー」


　ユッキーは椅子の上で大人しく座って待っててくれた。今朝も『薬』をたっぷり飲ませたから、逃にげ出そうとはしてないみたい。仮に正常な意識が戻もどったところで、両手両足にそれぞれ鍵かぎつきの枷かせをはめて、太い鎖くさりで壁かべに繫つないでいるんだもの。部屋から出る事は絶対不可能なんだけどね。


　でもどうしてそんなに逃げようとするんだろう？　ここにいれば安全だし、いつでも由乃と一いつ緒しよにいられるのに。


「ユッキーの好きなビーフシチュウだよ！　いっぱい食べてね！」


　ちょっとはしたないけど、私はユッキーの太ももの上にまたがって、トレーの上のスプーンを手に取った。結構蒸むし暑いから、私もユッキーも下着姿なの。私はブラとショーツだけ。ユッキーもランニングシャツとトランクス。あはは、ユッキーの太ももが股こ間かんに当たって、気持ちいい。余計身体からだが熱くなっちゃう。


「はい、あーん」


　スプーンでご飯と、その上にかかっているビーフシチュウを掬すくい上げ、ユッキーの口元に運んであげる。
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「……あれ？」


　でもユッキーは歯ぐきを閉じていて、なかなかスプーンが口の奥に入っていかなかった。


「あれあれ？」


　おかしいなぁ、何で食べてくれないんだろう。ちゃんと栄養つけないと、病気になっちゃうよ？　ユッキーは七月二十八日に私と一つに結ばれるんだから。しっかり精力をつけておいてもらわないと困るわ。


「ユッキー？」


「やめろ我妻。嫌いやがってるやろ！」


　背後から声が聞こえる。床ゆかの上に転がしておいた、日向とかいう女だ。意識が戻ったみたいね。面めん倒どうくさいなぁ。殺すと臭くさくなるから、ご飯が済むまで生かしておくつもりだったけど……先に殺しちゃおうか？


「……何だ？」


「嫌がってるって言うたんや」


「ううん喜んでるよ」


　お前みたいな女に何が分かるって言うのよ。私とユッキーは相思相愛。ユッキーの事なら私が一番よく分かってる。


「ね、ユッキー。ここにいれば日記所有者に襲おそわれる事もないし。警察に追われる事もない」


　私は左手でユッキーの顎あごをこじ開けて、口の奥にビーフシチュウを流し込んだ。そのまま顎を上下させ、咀そ嚼しやくさせる。唇くちびるの端はしについたシチュウを指で掬った。


「何よりずっと二人でいられるものね」


　ペロリと、指を舐なめる。


　うふふ、美味おいしい。


　ユッキーの味がする。


「──あ、そろそろおしっこの時間だわ」


　ユッキーの体調管理は私がみんなやっているから、排はい泄せつもしっかりお世話しないと。私はユッキーの太ももから降りて、近くに置いてあった尿し瓶びんを手に取った。足元に跪ひざまずき、トランクスに手をかける。


「ばっ、馬ば鹿か！　何はじめる気やっ！」


「はーいユッキー、パンツ下ろすね」


　あはは、恥はずかしがらなくてもいいんだよ。もう一週間以上もこうやってお世話してきたんだから。小さい方も大きい方も、ぜぇんぶ由乃が綺き麗れいにしてあげるからね。


　そうやってユッキーのパンツを引き摺ずり下ろし始めた時。


　コンソールのスピーカーから男の声が響ひびいた。


『……我妻さんに確認したい事がある』


　２０１２に閉じ込めた、秋瀬或だ。


『大事な話だ』


　うるさい奴。もうあと十分、二十分で死ぬんだから、大人しく泣いてればいいのに。耳みみ障ざわりだから、私はコンソールに歩み寄り、マイクの音声スイッチを切る事にした。邪魔なのよ。こいつらの声。姿。存在自体……その全すべてが。


　けれど指先がスイッチに触ふれた瞬しゆん間かん、秋瀬は思いもかけない事を言ってきた。


『今ひょっとして君の元には──、死体の頭部が二つあるんじゃないかな？』


　私の指が止まる。


「お前……？」


『君たちが失しつ踪そうして一週間以上。その間に僕が何もしなかったと思うかい？』


　確かに秋瀬の言う通り、この部屋には死体の頭部が二つあった。天窓から日光が注ぐ室内に余計な物はなく、必要最小限の物だけが置いてある。


　壁かべ際ぎわには、鎖に繫いだユッキー。


　反対側には、グランドホテルを管理するモニターやコンソール機器。


　その中間地点に、ユッキーと向かい合うように、三つの椅い子すを並べてある。真ん中の椅子は私のための席だ。


『もう一度君の家の、例の大穴を調べたのさ。そして穴の底に埋うまっているものを見つけた』


　右みぎ隣どなりは髪かみの短い頭部の席。


『──死体だ』


　左隣は髪の長い頭部の席。


『しかし、不思議な事に見つけた死体には頭部が無く、また切り口も新しかった』


　どちらも半ばミイラ化していて、生前の面おも影かげはほとんど残っていない。


『君が持ち歩いているんじゃないかと思ってね』


　二つの頭部は、かつて、私の両親だった人たちのものだ。


「パパとママを起こしたなっ！」


　ユッキーとの《ＨＡＰＰＹ　ＥＮＤ》を保存するためには、あの死体は無かった事にしなければいけない。だから私は大穴を掘って、そこに死体を埋めておいたんだ。頭部だけは切り離はなして。全てはユッキーのため……ユッキーとの《ＨＡＰＰＹ　ＥＮＤ》のために。


　その後、ここでユッキーと二人っきりで暮らそうと決意した時、私は下着や『薬』と一緒に、二つの頭部をスポーツバッグに詰め込んだ。そしてユッキーとの待ち合わせの場所に行ったんだ。パパとママにも、ユッキーとの幸せな生活を見守ってもらおうと思ったから。


　音声スイッチを入れたままだから、こっちの声もマイクを通して２０１２に届いている。秋瀬が満足気に笑えみを浮うかべた。


『御ご両りよう親しん……やはり出張中というのは噓うそか。安心していいよ我妻さん。死体は元通り埋め直したから』


　勝手な事を……。モニターの向こうでは、秋瀬の後ろにいる二人が奴やつに何か話しかけていた。


『あ、秋瀬君、何の話を……？』


『おい与よ太た話ばなししてる場合じゃねーぞ？』


　しかし秋瀬はそれを無視して話を進める。


『本題はここから。だとすると今の話には妙みような点がある。僕が見つけた死体は三体。頭部の無い死体が二体と、完全体の死体が一体。頭部の無い二つが御両親だとすると……』


　秋瀬或……。


　初めて会った時から目障りな奴だと思っていたけど、まさかここまで私の邪魔をしてくるなんて。


『残る一体は、誰の死体だ？』


　もっと早く殺しておけば良かった。


『さて我妻さん。ここで交こう渉しようだ。今の内容を警察に知られたくなければ僕たちを解放するんだ』


　秋瀬がこれ見よがしに携けい帯たいの画面を監かん視しカメラの前に晒さらす。このモニターの解像度では判別できないけど、西島とかいう刑事にメールでも送るつもりなんだろう。既すでに本文を打ち込んであれば、送信ボタン一つで警察に密告できる。


『推察するにこれは我妻さんも調べられたくない事こと柄がらだろう？』


　くそっ！


　どうする？


　どうしよう？


　警察ごときに知られてもどうって事はない。調べたければいくらでも調べればいい。でもユッキーには……。


『我妻さん。答えは？』


　ユッキーには知られたくない。


　知られるわけにはいかない。


　あの死体……三つ目の死体の正体だけは。





　あれは……あの死体は……。


　死……体……は。


　シ……タ……イ……。





　あは。


　あははは。


　あははははは。





　死体？


　死体って何だっけ？


『答えは？』


　モニターの向こうで変な男が変な事を言っている。


　誰だっけ、こいつ？


「答え？　何の答え？」


　私の言葉に、変な男が憮ぶ然ぜんと問い直す。


『質問の意味が伝わらなかったかな？』


「質問……？」


　こいつ、何か私に質問したっけ？


　意味が分からない。


　きっと頭がおかしいのね。可哀かわい想そうな人たち。私は背後のユッキーに声をかけた。


「ねぇねぇユッキー、この人たち変な事言ってるよ？　怖こわいからもう切るね」


　コンソールの音声スイッチをオフにする。狂くるった人間なんて無視するに限るわ。近づいたら何されるか分かったもんじゃない。


　モニターの向こうでは、見覚えのない三人組が、コンクリートの海に呑のみ込まれようとしていた。ああ、この人たち怖いから、殺そうと思ったんだっけ。ユッキーに何かあってからじゃ遅おそいもんね。


　私はコンソールのリモコンスイッチを操作して、２０１２に流れ込むコンクリートの量をさらに増やしていった。





　　　　※





「記き憶おくの改かい竄ざん……。僕たちを忘れたな？」


　僕とした事が迂う闊かつだった。我妻さん相手にまともな交渉ができると考えたのは甘過ぎたよ。強い精神ストレスを受けると、彼女は無意識の内に自分の都合のいいように、記憶を書き換かえてしまう。取引は失敗だ。


「お、おい！　コンクリートが！」


　高坂君が叫さけぶ。


「さっきよりスピードが増してるぞ！」


　液体のコンクリートはたちまち僕たちの腰こしに到とう達たつし、さらに胸めがけて水位を上じよう昇しようさせていった。まずいな、いよいよ打つ手なし……だ。


「キャアアア！」


　まおちゃんが悲鳴を上げる。高坂君はコンクリートに水すい没ぼつしないよう、胸の高さまで携帯を掲かかげ、必死に親指を動かしていった。


「チクショオオ、だからこいつらに関かかわるのは嫌いやだったんだっ！」


　高坂ＫＩＮＧ日記にログインして投とう稿こうする。


「結局……遺ゆい言ごんかよォォっ！」





【６月30日】


　俺は最さい期ごまで頑がん張ばった。父ちゃん母ちゃん先に行っちまってゴメンな。俺は最期まで輝かがやいてたぜ！





　ところが、その遺言を高坂君が投稿した時。


　なぜか、普ふ段だんとは異なる画面が携帯のディスプレイに表示されていった。


　その内容は次の通りだ。





『平民』高坂王子様へ。８ｔｈより。


　日ひ頃ごろの投稿ありがとうございます。さてあなた様の投稿数が規定値に達しました事をお知らせします。


　よってランク上昇！





「俺の……高坂ＫＩＮＧ日記が……。ランクが上がった？」


　高坂君の携帯からノイズ音が発生する。


　このノイズは確か……日記所有者のノイズだ。未来日記を持つ者が、未来を書き換えた時に発生するノイズ。僕も10ｔｈの事件の際に聞いた事がある。しかしどうして高坂君の日記からこのノイズが……？


「な、何だこりゃっ？」


　さらに新しく表示された画面を見て、高坂君が驚おどろきの声を上げた。





　ＢＬＯＧ新機能『未来日記』の能力の一部が解放されます。


　ようこそ『日記所有者見習』高坂王子様。


　日記は節度ある用法をおすすめします。８ｔｈより。





　ユーザー名が、『平民』高坂王子からさらに上のランクへ。


『日記所有者見習』高坂王子へと上昇していたのだ。


「日記……所有者……。見習ィィィっっ？」


　試ためしに本文のページを表示させると、そこには本来まだ書かれていないはずの……未来の日記が既に記述されていた。





【６月30日】


　三人肩かた車ぐるまの上からジャンプ！　さらに高坂キックで部屋から脱だつ出しゆつっ！　俺って輝いてるぜっ！





「これはっ？」


　にわかには信じられないが、どうやら高坂君の日記が未来日記に変化したらしい。つまりこれは未来予知。この記述通りに行動すれば、部屋から脱出する事が可能のはずだった。


　迷っている暇ひまはない。コンクリートは既に胸まで達している。


　僕の肩かたの上にまおちゃんが足を乗せ、さらにまおちゃんの肩の上に高坂君が足を乗せる。ロングスカートの女性を肩に乗せるなんて役得……と言いたいところだけどね、三人ともコンクリートまみれでは色気も何もあったものじゃない。


　それに二人分の身体からだの重みを一身に受け、僕は顎あごの先までコンクリートの水面に浸ひたってしまっていた。チャンスは一度。これを逃のがしたら生き埋うめだ。


「今だ、高坂君っ！」


「おおおおおっっ！」


　まおちゃんのアシストも受けながら、彼女の肩から思いっきりジャンプする。さらに壁へき面めんパネルを蹴け飛とばし、ミキサー車が並ぶ屋上めがけて舞まい上がっていった。


「高坂キィィィックゥ！」


　作戦は成功だ。


　高坂君はそのまま屋上を飛び越こえ、天窓のガラスを突つき破る。


　けたたましい破は砕さい音と共に、我妻さんが雪輝君と日向を監かん禁きんしている管理室へと……直接乗り込む事ができた。


「俺って輝いてるぜっ！」





　　　　※





　あの日……。


　僕は由乃と一いつ緒しよに星を見に行こうって約束した。


　来須さんの突とつ然ぜんの裏切りと、その戦いの決着から、六日後の土曜日。僕は自分から由乃を誘さそったんだ。朝から出かけて、父さんの所に寄って望遠鏡を借りて、高台で星を見て、それから一いつ泊ぱくして──。


　自分でも不思議だった。


　由乃をそんな大だい胆たんなデートに誘うなんて。


　でも５ｔｈや10ｔｈ、そして来須さんとの戦いを通して、僕は少しずつ由乃に心惹ひかれていったんだ。最初は訳の分からないストーカーだった由乃が、だんだん愛いとおしくなっていって、僕の中で大きくなっていって……。


　前に秋瀬君が言っていた。由乃は僕なしでは脆もろ過ぎるって。僕が由乃に依い存そんしているんじゃなくて、実は由乃の方が僕に依存している。


　由乃には僕が必要なんだ。


　そう知った時、僕ははっきりと自分の気持ちに気がついた。


　僕も、由乃が好き。


　由乃は、僕が幸せにする。


　だから二人で一緒に星を見に行くんだ。


　由乃は、僕の未来の──お嫁よめさんなんだから。





　やっとそう思えるようになった。


　それなのに……。





　あの日、僕は由乃に『何か』を呑まされた。


　睡すい眠みん薬やくか、筋肉弛し緩かん剤ざいか、とにかく由乃がくれたジュースに薬が溶とかしてあったんだ。薄うすれゆく意識の中で、由乃は「ユッキーと私のこのＨＡＰＰＹを、七月二十八日まで保存しなくちゃ！」って言っていた。


　その言葉通り、由乃は僕をこの廃はいホテルの一室に監禁した。壁かべに繫つないだ太い鎖くさりと枷かせで、両手両足を拘こう束そくし、毎日おかしな薬を呑ませて意識を朦もう朧ろうとさせる。もちろん逃にげ出そうとはしたけれど……。雪輝日記を持つ由乃の監視は、その隙すきを与あたえなかった。


　僕はどうなるんだ？


　このままずっと死ぬまで……由乃に拘束され続けるのか？


「俺って輝いてるぜっ！」


　ガラスの割れる音。遠くで誰だれかの声が聞こえる。


「お前は……っ？」


「おーっと、忘れたとは言わせねぇ。最終兵器リーサル・ウエポンの高坂王子様だぜ！」


　高坂……？


　そうだ、この声は高坂の声だ。


　どうして高坂の声が……。幻げん聴ちようか？


　酷ひどく重いまぶたを、僕はどうにか持ち上げていく。視界に映るのは、たくさんのモニターと操作パネル。その前に並ぶ三つの椅い子す。真ん中はいつも由乃が座る席で、向かって右側に髪かみの長い死体の頭部、左側に髪の短い頭部が安置されていた。


　ここまでは一週間以上前から見続けている光景だ。


　今回は他ほかに三つの見慣れないものが映っていた。


　床ゆか一面に散らばるガラスの破は片へん。これは天窓のガラスだろう。


　それと携けい帯たいを右手に持って由乃と対たい峙じする高坂。


　後は、ショートカットの女の子……あれは日向だ？　日向がロープで縛しばられて、椅子の前に転がされていた。


　きっと秋瀬君が手を回したんだ。秋瀬君が日向や高坂、それに多分まおちゃんも連れて、僕を助けに来てくれたんだと思う。でもまずい、今の由乃は容よう赦しやなくみんなを殺そうとするだろう。危険過ぎる。普ふ通つうの人間が、日記所有者に勝てるわけがない。


　逃げるんだ、みんな！


　そう叫ぼうとしたけれど、僕の声はほとんど喉のどから響ひびかなかった。声が出ない？　くそ、由乃が飲ませた変な薬のせいかっ？


「もう諦あきらめな我妻。俺にはこの『俺の輝いていた瞬しゆん間かん』を予知する『高坂ＫＩＮＧ日記』がある」


　高坂が右手の携帯をかざした。『高坂ＫＩＮＧ日記』……だって？


「──お前も日記所有者？」


　な、何で高坂が日記を？


　まさか日記所有者だったなんて……。いや待てよ。おかしい。いま正体不明の所有者は、７ｔｈと８ｔｈと11ｔｈの三人だけだ。高坂の体型や声は、そのいずれのシルエットとも合がつ致ちしなかった。


　だいたい高坂が所有者なら、学校で僕が９ｔｈに襲おそわれた時の行動も、もっと違ちがうものになっていたはずだ。あの時の高坂は、間ま違ちがいなく普通の、未来日記とは無む縁えんの人間だった。


　とはいえ単なるハッタリだとも思えない。


　何か未来日記を増ぞう殖しよくさせる手段でもあるのか……？


　由乃は僕の右手に無差別日記を握にぎらせた。僕を監禁して以降は、ずっと由乃が持っていた、僕の携帯だ。高坂と戦う際に、万に一つの確率でも破は壊かいされる危険を恐おそれたんだろう。


「へへ、既すでに俺の日記には『秋瀬たちの部屋を開放する事』と『雪輝を解放する事』が予知されてる。要はこの日記通りにしてりゃ、俺は負けねぇって事だろ？」





【６月30日】


　部屋のロックを解除、秋瀬たちを救出したぜ！　俺って輝かがやいてるぜっ！


　我妻から鍵かぎを奪うばって雪輝を救出！　俺って輝いてるぜっ！





　な、何だか分からないけど……やっぱり高坂の未来日記は本物みたいだ？　でもそれでやっと条件は五分五分。由乃がそんな脅おどしに乗るわけ──。


「分かったわ」


　え？


「諦めましょう。この二つの『鍵』をお前に渡わたすわ」


　意外にもあっさりと、由乃は引き下がった。にこりと笑って二つの鍵を取り出す。


「……『鍵』？　何の鍵だ？」


「一つはユッキーの枷の『鍵』よ。そしてもう一つは……操作パネルの『鍵』。これを挿さして２０１２の部屋番を押せば向こうの部屋のロックは解除される。今からそっちに操作パネルの『鍵』を投げるわ」


「待てよ。もう一つは？」


　チャリン、と由乃が右手の鍵を足元に捨てる。僕の枷を開けるための鍵だ。


「ここに置いておく。私は私でそっちのパパとママを取り戻もどしたい。そのための時間稼かせぎね。別に問題ないでしょう？　お前はロックを解除した後、こっちの鍵も拾いに来ればいい」


　由乃が立っているのは僕のすぐそば。高坂は死体の頭部が置かれた椅子の近くに立っていた。確かに、高坂は操作パネルの鍵を受け取ったら、背後のコンソールを操作して秋瀬君たちを救出できる。その間に由乃は死体の頭部を回収。そして高坂が僕の近くまでやって来て、鍵を拾い上げて枷を開けてくれれば……日記の予知は問題なく成じよう就じゆする。


　高坂は自分の日記の記述を確かく認にんした。特に異常は無いらしい。


「……いや、まぁそうだけどよ」


　変だ……。こんなにあっさり由乃が負けを認めるわけないぞ？　ただの時間稼ぎとは思えない……。


　僕は朦朧とする意識を懸けん命めいに覚かく醒せいさせ、周囲の状じよう況きようをよく確認した。


　僕のすぐ傍そばに由乃。


　椅子の近くに高坂。


　彼の背後に操作パネル。


　日向が転がっているのが、椅子と僕との中間くらいで、椅子の脇わきには由乃のスポーツバッグが置いてあった。


　……スポーツバッグ？


　まさかっ！


「じゃあいくわよ」


「オウ」


　駄だ目めだ、ここからじゃ枷の鍵に手足が届かない！　ある程度鎖の長さに余よ裕ゆうがあるから、もうちょっとこっち側にあれば自分で脱だつ出しゆつできるのに……っ！


　まずいぞ……。


　これは由乃の罠わなだっ！


　何も知らず、高坂は由乃の投げた操作パネルの鍵を受け取った。


「よしっ！」


　こ……このままじゃ高坂が……。


　高坂が、死ぬっ！


「秋瀬、ロックを解除したぜ！」


　由乃に教えられた通り、鍵を操作パネルに挿して、２０１２のロックを解除する。監視カメラの映像と繫がっているモニターには、扉とびらが開いてコンクリートの海から脱出する、秋瀬君とまおちゃんの姿が映っていた。


　ここまではいい。


　順調だ。でも高坂は気づいていなかった。


　死体の頭部を取り戻したいと言っていた由乃が、それには目もくれず、一直線にスポーツバッグの元に走っていった事を。


「後はもう一つの鍵を……」


　高坂が振ふり返ると。


　そこには、矢をセットしたボウガンを構える由乃の姿があった。


「な……」


「……よ……けろっ！　高坂ぁっ！」


　僕は必死に声を絞しぼり出した。そうだ。由乃はスポーツバッグの中に、調達してきたボウガンと矢を入れておいたんだ。最初からこれが目的で……。


「グアア……っ！」


　躊ちゆう躇ちよなく撃うたれた矢が、見事に高坂の左ひだり肩かたに突つき刺ささった。痛みのあまり床に突っ伏ぷす。


　クッ……。どうすれば……。


　あの鍵に……枷の鍵にさえ手が届けば、脱出できるのに！


　鍵に……。


　──鍵、に？


「何で……」


　高坂が苦しそうに呻うめく。


「お前はまだ予知能力者同士の戦いに慣れてないわね」


　由乃は容赦なく二の矢、三の矢を高坂めがけて撃ち込んでいった。といっても威い嚇かくのために撃っているだけだ。高坂の身体からだには全く当たっていない。それが由乃の狙ねらいでもあるんだ。


「さぁユッキーを解放しなさい。お前の予知通りに。その後、私はお前を殺すわ」


　そう。


　高坂の日記は、高坂の活かつ躍やくだけを記したもの。それによって高坂がどうなったのか、周囲がどう反応したのかは一いつ切さい記述されていなかった。未来予知に穴があり過ぎるんだ。僕を解放した後に殺されても、日記に記述は出てこない。翌日以降の日記が白紙である事を確認して、そこから推測するしかなかった。それを見み抜ぬいたからこそ、由乃はあっさりと鍵を渡したんだ。


「だいたいお前の日記は大して強くない。予知の対象はお前だけで周りが全然見えてないのだから。そんなもので私とユッキーを引き裂さく事は……」


　言いかけた由乃の日記が、ノイズ音と共に書き換かわっていく。由乃の日記……つまり雪輝日記が書き換わったという事は、僕の未来が変わったという事だ。由乃は驚おどろいて僕の方を……僕を監かん禁きんしていた椅子に視線を向けた。


　でもそこはもう既に、もぬけの殻からだった。


　両手両足を拘こう束そくしていた四つの枷かせが全すべて鍵で開けられ、僕の姿はどこにもない。当然だ。僕は自分の手で拘束を解き、既に自由の身になっているんだから。


「それはお前も同じだろ？」


　隙すきを突いて、由乃の死角から近づき、僕は彼女の手からボウガンを奪い取る。


　そして由乃の頰ほおを思いっきりひっぱたいてやった。


　密室に響く、甲かん高だかい音。


「ユッキー……どうして？」


「予知の対象の範はん囲いが狭せまいのはお前も同じだ。お前の日記じゃ日向の行動は予知できない。ギリのところで鍵を日向に蹴けってもらった。ただそれだけさ」


　あの時、どうにか鍵に手が届けばと思っていた僕の目に、床ゆかを這はいつくばって近づいてくる日向の姿が見えたんだ。幸い、由乃は高坂との戦いに集中して気付いていなかった。日向に鍵を蹴ってもらい、それを拾い上げて拘束を解く。そこまで行けば後は簡単だった。由乃の背後から近づいてボウガンを奪い取るだけだ。


　僕は日向の元に歩み寄り、命の恩人のロープを解いてやった。


　けどまだ安心するわけにはいかない。


　ノイズ音が発生し、僕の無差別日記の記述が変化し始めたんだ。





【６月30日　16：11】廃はいホテル内二十階廊ろう下か／日記所有者三人が侵しん入にゆうしてきた。





「日記所有者……？　敵が来る！」


　この廃ホテルの場所は知られていないはずなのに……どうやってこんなタイミングよく居場所を特定してきたんだろう。高坂の日記と何か関係があるのかもしれない。


　とにかく今は逃にげるが勝ちだ。僕も日向たちも、とてもじゃないけど他ほかの所有者と戦えるコンディションじゃなかった。


「さぁ行こう」


　日向と目配せして、左右から高坂の身体を支えて立たせてやる。幸い傷は浅い。秋瀬君、まおちゃんも廊下の向こうから走り寄ってきていた。コンクリートまみれになって……可哀かわい想そうに。由乃に相当酷ひどい目に遭あわされたらしい。


「あ……ユッキー！」


　僕が管理室を後にしようとすると、由乃は慌あわてて走り寄ってきた。ランニングシャツの裾すそを摑つかんで涙なみだ目めになる。


「あれ……？　ユッキー、私を置いてくつもりじゃないよね？」


　可愛かわいらしい猫ねこなで声。


「わ、私ほら、ユッキーがいないと生きていけないの……」


　守ってあげたくなるような弱々しい表情。


「……あ、じゃあ、今から星を見に行こうよユッキー」


　僕が肩かた越ごしに視線を向けると、由乃の顔がぱぁぁっと明るくなった。振り返ってもらえるのがよっぽど嬉うれしいらしい。ここに連れて来られるまでは、僕もこの笑え顔がおが好きだった。由乃を幸せにしたいと思ったし、一いつ緒しよに幸せになるつもりだった。由乃の事が好きだって、自分でも思っていた。


　でも今は……。


　僕は、ランニングシャツの裾を摑む由乃の右手を、乱暴に払はらいのけた。そして一言、鋭するどく言い捨てる。


「知るか！」


　今はもう、どうでもいい。


　二度と由乃なんかと、関かかわり合いになってたまるか。




Epilogue　想いそれぞれ







　グランドホテルを脱出した後、僕たちは西にし島じまさんの車に乗ってこの場を後にした。念のために近くに待機してもらっていたらしい。


　だ、だったらコンクリートで生き埋うめにされそうになる前に、もっと早く助けを呼べば良かったんじゃないかな……。まぁ無事だったから良かったけど。秋あき瀬せ君の冷静沈ちん着ちやくぶりには、感心を通り越こして呆あきれてしまうよ。


　一緒に乗っている日向ひなた、まおちゃん、それに高こう坂さかも苦く笑しようしていた。みんな無事で良かった。高坂だけはボウガンで撃たれちゃったけど、傷は大した事ない。全員揃そろって帰る事ができたんだ。何よりだろう。


　全員……揃って、か。


　僕の表情が暗く沈しずむ。


　由ゆ乃のだけはここにいないんだな……。


　未来日記のサバイバルゲームに参加して以降、ほとんどいつも由乃が傍にいたから、由乃のいない状況って何だか奇き妙みような感じがする。


　一体どこで僕たちは道を間ま違ちがえたんだろう。


　由乃は僕の事が好き。僕も、由乃の事が好き……だったはずなのに。


「……雪ゆき輝てる君は悪くないよ」


　落ち込んだ表情を察したのか、僕の隣となりの秋瀬君が声をかけてくれる。


「でも、彼女はまだ諦あきらめてないだろうね」


　そうだ。由乃には雪輝日記がある。僕の行動は全て予知できるんだ。一年間も僕を追い続けた超ちようストーカーで、僕のお嫁よめさんになる事が唯ゆい一いつの希望……そんな由乃が、ちょっとやそっとで僕を諦めるとは思えなかった。


「ん……？　パッシング？」


　ハンドルを握にぎる西島さんが呟つぶやく。


　見ると、対向車線をこっちに向かって走ってくる一台のオープンカーがあった。パッシング、つまりヘッドライトを上下に動かして合図を送ってきている。どういうつもりだろう？


「何だあの対向車……」


　車には三人の若い男女が乗っていた。全員サングラス着用だ。後部座席の女性がこっちに向かって何か喋しやべっているようだった。中央分ぶん離り帯たいもある広い道路で、一いつ瞬しゆんすれ違ちがっただけだから、何を言っていたのかは分からないけど……。


「──『あら行き違い。殺し損そこねちゃったわね、雪輝君』……かな？」


　秋瀬君が解説してくれた。


「分かるの？」


「読どく唇しん術じゆつ。探たん偵ていの基き礎そ技能だよ」


　よくあんな一瞬で読み取れたものだ。もし秋瀬君の言った通りの台詞せりふだったとすると、あの女性は僕の名前を知っていた事になる。人数も全部で三人。無差別日記の記述と合がつ致ちしていた。敵の日記所有者、か……。


　もう一度、オープンカーに乗っていた面々を思い出す。


　運転していたのは、ベレー帽ぼうを被かぶっていた黒くろ髪かみの男。それから後部座席にいたロン毛の男。そして若い女性。


　おかしいな、因果律大聖堂で見たシルエットとは微び妙みように合致しない。あの中の誰だれかが……あるいは全員が、日記所有者であるはずなんだけど。高坂が未来日記を手に入れたように、何者かから日記を受け取った連中かもしれなかった。


　いずれにせよ手ごわそうな相手だ。


　生き延びるために、僕はあいつらと戦わなくちゃいけない。


　由乃の協力なしで。


　そうだ、由乃にはもう頼たよれない。


　頼らないと……決めたんだ。


　今度こそ──一人で、戦わなくちゃ。





　　　　※





「ンだよ、せっかく所有者と殺やり合えると思ったのに、ついてねーな」


　自分の未来日記を確かく認にんしながら、俺は愚ぐ痴ちった。


　愛あいが言うには、さっきすれ違った車に１ｓｔが乗っていたらしい。確かに俺の『常勝無敗ケンカ日記』も記述が書き換かわっていた。チッ……。ブルって逃げ出しやがったか１ｓｔ。


「たー君よォ、今からでも引き返して追えねぇのか？」


　俺はオープンカーをかっ飛ばしてるたー君に声をかけた。


「無む茶ちや言うなよマル。次の交差点でＵターンするまでは、向こうの車線にゃ移れない。１ｓｔが日記を持ってるんなら、追いつくのはまず無理だろ」


「せっかく高坂とかいうガキの日記に１ｓｔの居場所が引っかかったってのによ……」


　サバイバルゲームももう半分を過ぎている。今までの戦いで一番多くの所有者を屠ほふってきたのが、１ｓｔと２ｎｄのコンビだ。なんせ初っ端ぱなから３ｒｄを脱だつ落らくさせやがった連中だからな。どんだけスゲェ野や郎ろうなのか楽しみにしてたんだが……。


「まぁいいじゃないマル」


　俺の隣にいる愛がなだめてくる。


「６ｔｈの内ない偵ていをしていた時に、１ｓｔも２ｎｄも身元は割れてる。いつでも殺すチャンスはあるわ」


「まぁな。それに関しちゃ、お鈴りんと愛のおかげだ」


　ウチの施し設せつのお鈴と愛は、二人で御目方教にスパイとして潜せん入にゆうしていた。その時に１ｓｔや２ｎｄとも顔を合わせてるらしい。そうやって地道に集めた他ほかの所有者の情報を元に、連中が潰つぶし合うのを待つ事ができたって訳だ。


　俺としちゃあ、先せん陣じんを切って他の所有者どもと戦いたかったんだが、まぁ施設にはまだ小っちぇガキ連中もたくさんいる。そいつらに危害が及およぶかもって考えると、院長先生が安全策を取ったのも当然だわな。


「それに雪輝君って結構カワイイのよね。すぐに殺しちゃうのはもったいないわ」


　愛がチェックしてるのは、『逆ナン日記』。あいつが未来に行う逆ナンを予知する未来日記だ。何人もの男が写メ付きでリストアップされていた。つーか、俺というものがありながら、どんだけの野郎に声かけてんだよ愛……。


「あら？　嫉しつ妬としてるのマル？」


「ケッ、馬ば鹿か言え。そんなヤワい連中相手じゃ張り合う気にもならねぇよ」


「フフ……心配しなくても、この子たちとはただの遊び。ちょっとつまみ食いして飽あきたらポイよ。私が愛してるのはマルだけだわ」


「ダボが。いちいち言うんじゃねーよ。言葉なんかにしなくても、俺たちにゃもっと手っ取り早い方法があんだろが」


　言うなり、俺は愛の唇くちびるに吸い付く。


　唇をこじ開け、歯と歯の間に舌を割りいれていった。最初戸と惑まどっていた愛も、すぐに舌を絡からめてきやがる。ヘ、やっぱり愛は最高の女だ。


「相変わらず見せ付けてくれるねぇ、お二人さん」


　たー君がハンドルを握ったまま肩かたをすくめる。


「けど忘れないでくれよ。俺はあくまで院長先生の味方だ。お二人さんとは、一時的な同盟関係なんだぜ？　表向きはな」


「分かってるわよ。力を合わせて他の所有者を倒たおしましょう？」


「俺たちの目的も、院長先生の目的も、似たようなもんさ。どっちに転んだって悪い話じゃねぇ」


　俺や愛、たー君の持つ『端たん末まつの未来日記』は、全すべて院長先生から与あたえられたモンだ。院長先生が所有している日記……レンタルＢＬＯＧのサーバーこそが未来日記の本体であり、俺たちが持ってる日記はその端末に過ぎねぇ。


　だから他の所有者のように、サバイバルゲームに勝ち残っても『端末の未来日記』で神の座を得られるわけじゃねぇし、これを壊こわされても死ぬ事はねぇ。言ってみりゃ俺たちは、院長先生の兵隊ってわけだ。


　不満なんかねぇさ。


　今の俺たちがあるのは院長先生のお陰かげなんだからな。院長先生が経営する児童養護施し設せつ『母の里』が無かったら、俺たち孤こ児じは今いま頃ごろ、野垂れ死んでたっておかしくはなかった。だからこそ俺たちは、院長先生を神の座に伸のし上げようと思ってる。あの人ならきっといい世界を創造してくれる。施設の連中みんなの考えだ。


　院長先生の名前は、上うえ下したかまど。


　八番目の所有者、８ｔｈ。


　そしてレンタルＢＬＯＧを通して、多くの『孫未来日記』を生み出す力を持つ、『増ぞう殖しよく日記』の所有者だった。





　　　　※





　これが間違った道だとは思わない。


　私はユッキーの道の隣を行き、道が交わる事がなくても見守り続けられればそれでいい。


　それでいいはずだった……。


　──でも。


　ユッキーも私を見てくれた。


　嬉うれしくて。


　嬉しくて。


　ずっとユッキーを見ていられるようにって思ったら……ユッキーに怒おこられちゃった。


　鎖くさりで繫つないで監かん禁きんしたのがそんなに悪い事だったのかなぁ。


　ちゃんとご飯の用意もしたし、献けん身しん的にお世話したつもりだったのに。





　まぁいいや。


　今度は頑がん張ばらなくちゃ。


　ユッキーを狙ねらう敵はまだまだいる。


　ユッキーに私は必要よね……。





　私は一人、フラフラとグランドホテルを後にする。


　殺そう。


　敵を殺そう。


　殺して殺して殺し続ければ、きっとまたユッキーは振ふり返ってくれる。


　生き延びるために私を利用しようって思ってくれる。


　恋こい人びとのフリをしてやろうって考えてくれる。





　それでいいんだ。


　私はそれでいい。





　ユッキーのお嫁さんになるって未来だけが、私の生きる希望なんだから。


　それに依い存そんできれば、私は生きていける。


　だからこれからも殺し続けるよ、ユッキー。


　殺して殺して殺し続けて、敵を皆みな殺ごろしにする。


　ユッキーのために。


　ユッキーを守るために。


　ユッキーが生き延びるために。





　だから、ね。





　──愛してるよ、ユッキー。




To be continued……　
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　ムルムル先生の裏未来日記コーナー・『ノベライズ編』その一







──というわけで、このページではあとがきに代えて、ムルムル先生が執しつ筆ぴつ者にインタビューをするのじゃ！　まずは『未来日記』の好きなキャラクターなぞ言ってみるがよい。





　男性なら秋あき瀬せ君、女性なら６ｔｈシツクス（特に12ｔｈトウエルフス退場以後）ですね。どちらも第一巻で出番があったので嬉うれしかったです。由ゆ乃の様はあまりにレベルが高すぎて、凡ぼん人じんのボクではちょっと手に負えないというか……。執筆する分には書きやすいキャラクターですけどね。素す直なおで純真で明るい美少女が、逆に一番書きにくいです。





──では次に第一巻の見所なぞ教えてみよ。





　原作がハイテンポかつ目の離はなせない展開が続くので、全編これ見所だと思います。ノベライズ版ではページの都合上、一部エピソードを省略せざるを得なかったのが残念でした。





──確かに、原作で儂わしが登場する場面もかなりカットされておるのう。こんな密度の濃こい内容にできたのも、原作の面おも白しろさあっての事じゃぞ？





　はい。原作者のえすのサカエ先生はもちろん、挿絵の吉原さんや編集の山口さん、アニメスタッフの方々その他多くの人々のお陰かげで形にする事ができました。ここで謝辞を述べさせていただきたいと思います。





──しかし何でまたあとがきがインタビュー形式になっておるのじゃ？





　あとがきって書くの面めん倒どう……いや苦手なんですよ。こういう形式にすれば、改行が多くなるからスペース稼かせぎに丁度いいかなと思いまして。





──手を抜ぬく事に関しては悪わる知ぢ恵えが働くのう。まぁよい。次巻はいよいよクライマックスじゃ。第一巻以上に目の離せない展開が目白押し！　心して発売を待つがよい！





　ではまた、第二巻のあとがきにて、お会いできれば幸いです。







いとうのぶき　　





未み来らい日につ記き





著　いとうのぶき


原作　えすのサカエ
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